















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








１　カリウス領領都カーネリア









　十日間の旅を経て、俺たちを乗せた馬車はついにカリウス領領都カーネリアに到着した。

　領都の門前には数人の門番が立っており、門を通る馬車や人々のチェックを行っている様子が見える。当然、俺たちの馬車も同じように他の馬車の後ろで順番待ちをする──かと思いきや、馬車は停とまることなく門の方へと進んでいった。

　もちろん門番がこちらに駆け寄ってきたのだが、御者台に座るホリーが何かの札を掲げると、門番はすぐさま直立不動で敬礼をした。

　おそらく貴族の証あかしみたいなモノを見せたのだろう。貴族パワーはすごいね。

　そうして俺たちは停車している馬車を尻目に領都の中へと入っていった。




　門を抜け、馬車が大通りに向かう。

　大通りでは人々が行き交い、ずらりと横並びしている店からは客寄せの声が途切れなく聞こえ活気にあふれていた。

　グランダの町にも活気はあったけれど、あそこは前線都市と言われているだけあって、どこか荒っぽい雰囲気であり、ここで感じるような華やかさはなかったように思う。グランダは下町で、領都は都会といった感じだね。

「お姉さま、マツナガ様。この後はどうされるのですか？」

　窓から外の様子を眺めていると、向かい席のレヴィーリア様が話しかけてきた。俺より先に伊い勢せ崎ざきさんが答える。

「私は特に何もないわ。おじさまがやりたいようにしてくだされば、それについていくつもりよ」

　領都に着いたことで俺たちの役目も終了。ここからは自由時間だ。

「伊勢崎さんがいいのなら、領都を見て回りたいんだけどいいかな？」

「もちろんです。お供しますね、おじさま！」

　伊勢崎さんがにっこりと笑う。伊勢崎さんは領都に来たこともあるようなので、ガイド役をお願いすることにしよう。

「お姉さま方が楽しそうでなによりですわ。それではわたくしも、わたくしが生きていることに戸惑う姉の顔を見て、愉たのしんでくることにしますわ。オホホホホ……」

　眉間にシワを寄せながらオホホと笑うレヴィーリア様。なかなかの凄すごみである。

「そ、そうですか。あの……気をつけてくださいね？」

　これから会うという姉のデリクシルは、レヴィーリア様に暗殺を仕掛けてきたと思われる人物である。貴族と距離を取りたいとは思っているけど、やっぱり心配なのは心配だ。

「わかっておりますわ。用事を済ませたらさっさと戻ることにいたします。……ところで、こちらが例の紹介状となります」

「ありがとうございます」

　俺はレヴィーリア様から刻印された封ふう蝋ろうで封をされている封筒を受け取った。中に入っているのは魔物素材業者への紹介状だ。

　俺が倒したアースドラゴンの素材は高く売れるらしい。それならもちろん売却したいところだけれど、俺と付き合いのあるレイマール商会は肉を除き、魔物素材は取り扱い外なのだそうだ。

　アースドラゴンの肉は固くて食べられるようなものではなく、売れるのは甲羅や爪、鱗うろこなどらしい。

　そこでレヴィーリア様から提案があり、彼女の仲介で領都にある魔物素材専門の業者に買い取ってもらうことにしたのだ。

　カリウス伯爵家とも取引のある店らしいので、余計なことは聞かれないし、ボラれることもない。

　俺は【収納ストレージ】が使えるので運び役として選ばれたレヴィーリア様お付きの商人という体ていで、そこに向かうのだ。

　とても良いい待遇だよね。レヴィーリア様曰いわく、こんなのは自分を守ってくれたことの礼にもならないとのことだけど、ありがたく厚意に甘えようと思う。

　ちなみに冒険者のみなさんのお陰でアースドラゴンを倒せたという思いがあるので、売却益の分け前について彼らに相談したのだけれど、それは固辞されてしまった。

　彼らにも護衛としてのプライドもあるのだろう。無理に押し付けるのもどうかと思い、そういうことなら──と、こちらもありがたく総取りさせてもらったよ。

「レヴィーリア様。この辺りがよろしいでしょう」

　御者台のホリーから声がかかり、馬車がゆっくりと通りの端に停まった。

　どうやらここでお別れのようだ。

　俺と伊勢崎さんがレヴィーリア様に別れの挨拶を交わして馬車を降りると、馬車はすぐに出発した。レヴィーリア様とはグランダで再会する約束もしているのであっさりとしたものだ。

　そして外には俺たちを迎えるように、冒険者のみなさんが待っていてくれていた。

　彼らの護衛仕事もここまでのようで、誰もが仕事が一段落したことにスッキリした顔をしている。

　足早にリーダーが近寄ってきた。

「おうっ！　マツナガさんたちはこの後どうすんだ？」

「しばらくここに滞在しようかと」

　流れるようにウソをついたけど、本当は素材の売却と観光が終われば【次元転移テレポート】で帰るつもりなんだよね。

「そうかい。俺たちはレヴィーリア様を護衛しながらグランダに戻る予定だ。今回は本当に世話になっちまった。今度グランダで出会ったら酒をおごらせてくれ」

　そう言いながら手を差し出したリーダーと俺が握手を交わしていると、遠くからギータの声が聞こえた。

「マツナガさん、奥さん、またなー！」

　ギータがぶんぶんと手を振りながらシリルと大通りを駆けていく。明日の出発までは自由時間らしいので、さっさと二人で遊びに行きたいのだろう。

「ギータ！　集合時間に遅れるなよ！」

「わかってるってー！」

　呆あきれ顔がおで見送るリーダー。そして他の冒険者たちも俺に挨拶をしながらバラバラと解散していく。

　最後にリーダーも大通りの向こうへと消えていった。




　そうして見知らぬ都会に二人残されたことに若干の心細さを感じながら冒険者のみなさんを見送っていると、伊勢崎さんが袖をくいっと引いてきた。

「それではおじさま、まずはどうされるのですか？　ふふっ、どこへでも案内しますよ！」

　自信満々に胸を張る伊勢崎さん。

　田舎者の俺とは違い、さすがは領都経験者だ。面構えが違う。

「それじゃ観光は後回しにして、先に面倒な方をやっちゃおうか。魔物素材の業者の店の場所はわかるかな？」

「わかります。向こうの……まだまだ先の方ですね」

　伊勢崎さんが大通りを真まっ直すぐ指差しながら言う。

「そっか。それじゃあのんびりと町を眺めながら行こうか」

「はい、おじさま！」

　笑顔でうなずく伊勢崎さん。俺は彼女を伴い、大通りをゆっくりと歩き始めた。








２　ドルネシア商会









　大通りの途中で脇道に入り、その道を真っ直ぐ歩いていると、ふいに伊勢崎さんが向こうに見える店を指差した。

「おじさま、あの建物です」

　入り口に掲げられた看板には『魔物取り扱い　ドルネシア商会』と書かれている。ここで間違いなさそうだ。

　事前にレヴィーリア様から聞いた話によると、この店は冒険者ギルドに魔物討伐の依頼をして素材を買い取り、加工したそれを別の業者に販売する──いわば魔物素材の卸売業者なのだそうだ。

　本来ならば個人の売買は受け付けていないみたいだけど、そこは貴族パワーでゴリ押しである。

「それにしても伊勢崎さんはこんな店の場所をよく知っていたね。前に来たことがあったのかな？」

「いえ、訪れたことはありません。領都に呼ばれた頃にはもう大聖女と言われていまして、外を出歩く自由はほとんどありませんでした。それで与えられた部屋で、ヒマ潰しによく町の地図を眺めていたので……」

　遠い目をしながら滔とう々とうと語る伊勢崎さん。なんとも不ふ憫びんである。

　せめてこの後の観光は彼女にも楽しんでもらいたいものだよ。





◇◇◇






　店に入ると広々としたエントランスホールが俺たちを出迎えてくれた。

　ホール内には何かの魔物の牙や毛皮がショーケースの中で綺き麗れいに飾られており、なんともいえない高級感が漂う。さすがは伯爵家御ご用よう達たしのお店だ。

　ホールの奥にある受付カウンターに向かうと、受付嬢が丁寧に頭を下げた。

「いらっしゃいませ、ドルネシア商会にようこそ。どのような御用でしょうか？」

「ええと、紹介があってきたのですけど……」

　そう言いながら、俺は紹介状を取り出し、受付嬢に見せる。すると──

「カッ、カリウス伯爵家の……！　失礼いたしました！　しょっ、少々お待ちくださいませっ！」

　受付嬢は紹介状も持たず、血相を変えて奥へと駆け出していった。

　あまりの慌てっぷりに、俺と伊勢崎さんはぽかんと口を開けるしかない。

「えっ？　これはどういうこと？」

「さあ……。私にもわからないです……」

　二人で首を傾かしげていると、すぐにでっぷりと太った中年の男がやってきた。

　必死に走ってきたのか、額から汗をダラダラと流し、ハアハアと息を吐いている。

「もっ、申し訳ございません！　お迎えが遅れてしまい、なんとお詫わびを申し上げればよいか……！」

「え？　いや、事前に連絡はしていませんし、気にする必要はないですよ。むしろこちらの方こそ、なにやらお騒がせしたようで申し訳ありません」

　軽く頭を下げ、俺は紹介状を店主に手渡す。

「え……？　え？　あの、な、中を改めさせてもらっても？」

「もちろんです。よろしくお願いします」

　店主は顔をこわばらせながら、封筒に押し付けられた封蝋を慎重に剝がす。

　そして中の手紙を確認すると、どこか安心したように肩の力を抜いた。

「……そ、そうですか。レヴィーリア様がお戻りになられていたのですね……」

「はい、今は所用で領都にいらっしゃってます。ところで、慌てていらしたご様子でしたが、なにか問題でも……？」

「あっ、ああ、いえ、気になさらないでください。と、ところでこちらの紹介状によると魔物をお売りにこられたそうですが、どのような魔物でしょうか？」

　あからさまに話題をそらされたが、まあ無理に聞きだすこともないか。

「はい、アースドラゴンを買い取っていただきたく──」

「ほう！　ほうほうほう！　アースドラゴンですか!?　これはまた大物ですねえ！　失礼ですが、どのようにして入手されたのか教えていただいても!?　やはりベテラン冒険者パーティ『グラナダ』が討伐されたのでしょうか？　それとも新進気鋭のドラゴンスレイヤー、セリフォスを擁する『スティンガー』ということも!?」

　俺が言い終わるより先に、男が早口でまくし立てながらにじり寄ってきた。太り気味中年男のあまりの迫力に俺は一歩後ずさる。

「申し訳ありません。それは内密にとのことでして……」

「おおっと、これは失礼！　どうも職業柄、魔物狩りの話には目がなく……。申し遅れましたが、私はこのドルネシア商会の会頭を務めさせていただいております、カーラントと申す者です。以後お見知り置きを」

　人懐っこそうな笑みを見せるカーラント氏。現れたときはやたらと緊張していたように見えたけれど、これがこの会頭さんの素の姿なのだろう。

「これはご丁寧に。私はレヴィーリア様の使いで参りました、行商人のマツナガと申します。こちらは同じくイセザキです」

　俺の紹介でぺこりと頭を下げる伊勢崎さん。

「やあやあ、これはまたお美しいお嬢さんですな。ところでどのくらいの大きさのアースドラゴンなのでしょうか？」

　伊勢崎さんを一いち瞥べつしただけで、再び俺に視線を向けるカーラント氏。どうやら興味はもうアースドラゴンにしか向いていないようだ。

「そうですね。成獣のようなのですけど」

「ほほう、成獣ですか！　それではアースドラゴンは今どちらに……？」

「私は【収納ストレージ】持ちでして」

「ほう！　そういうことでしたか！　ではこちらへどうぞ！」




　そうしてカーラント氏に案内され、俺たちは入り口のホールよりもさらに広い、石畳の大部屋へと移動した。

　どうやらここは魔物の解体をする作業場のようで、数人の従業員が作業台に載っていた鳥っぽい魔物を大きな包丁でぶった切ったり毛をむしったりしていたのだが、今は手を休めて興味深げにこちらを眺めている。

　なお、そんな従業員たちをカーラント氏が咎とがめる様子はない。なかなかいい雰囲気の職場じゃないかな。

　休みたくても仕事をしているフリをしながら休まなきゃいけなかった、俺の前の職場とは大違いだよ。

　そんな哀かなしき記憶を振り払い、俺はひらけたスペースに向かって手を向ける。

「それでは取り出しますね」

　たくさんの視線が集まる中、俺は【収納ストレージ】からアースドラゴンを取り出した。








３　解体作業









　ズウウゥゥゥゥゥゥゥン…………!!

　アースドラゴンを取り出した途端、石造りの建物がかすかに揺れて、地響きと共に天井からは砂すな埃ぼこりがパラパラと落ちてきた。

　いまさらながら、屋外で取り出したほうがよかったんじゃないかと思ったんだけど──

「うおおおおおおおおおおおおおお!!」

　突然、地響きをかき消すほどの大歓声がフロア中に鳴り響き、従業員たちが我先にとばかりにアースドラゴンに駆け寄ってきた。

「アースドラゴンじゃねーか！」「すげえ！」「俺、実物見るの初めてだよ！」「近くで見せろ！」「ちょっ、押すなっての！」

　わいわいと騒ぐ従業員たち。

　俺の隣にいたカーラント氏もいつの間にやらその輪の中に入り、興奮気味に目を輝かせていた。

「ほううううう！　アースドラゴンの重厚な甲羅を一撃で叩たたき割わったように見受けられます！　どれだけの膂りょ力りょくで打ち込めば、これほど圧倒的な破壊が実現できるのでしょうか……！　素晴らしいっ！　相当な腕利きの冒険者の手によるものであることは間違いないでしょう！」

　いやいや、そんな大層なものじゃなくて、ただ単に上空から落としただけなんだけどね。

[image: ]

　ちなみにそんな存在しない腕利きの冒険者に思いを馳はせるカーラント氏の背後では、伊勢崎さんが誇らしげに胸を張っていたよ。

　そして群がる従業員たちの中でも、ひときわベテランに見える丸坊主のマッチョマンが声を上げた。

「会頭！　こいつあ甲羅と一緒に背骨もポッキリといって即死してやがる！　他に傷も少ねえし鮮度も申し分ねえ！　こんなの全身が金塊みてえなもんだぜ！」

「ほう！　やはりそうか！　皆のもの、現行の作業はすべて中断せよ！　そしてこのアースドラゴンの解体を始めるのだ！　血の一滴も無駄にするでないぞ！」

「おおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　従業員たちは威勢のよい声を上げると、一斉に作業台へと戻り、ナタやらノコギリやら脚立やらといろんな道具を持って再びアースドラゴンの元へと集合。

　全員がアースドラゴンにべったりとくっつき、鱗の境目に金属の棒を差し込んで剝がしたり、こぼれる血を採取したりと手慣れた様子で作業を始めた。

　巨大なアースドラゴンにたくさんの人が張り付いてわちゃわちゃと作業を進める姿は、なんだか飴あめに群がるアリさんのように見えなくもない。

　しかしあれほど冒険者が束になってもダメージを与えられなかったアースドラゴンから鱗がメリメリと剝がされているのだ。従業員のみなさんの腕前は相当なものなんだろう。

　そうして彼らの仕事っぷりに感心していると、カーラント氏が近づいてきた。

「いやはや、このたびは我が商会を取引相手に使っていただき感謝いたします。それにしてもレヴィーリア様はドラゴンスレイヤーといいあなたといい、素晴らしい人材をお持ちのようですな！」

「え？　私がですか？」

「そりゃあそうでしょう。アースドラゴンの中でも最大級の大きさ。それを【収納ストレージ】に入れてしまうのですよ？　レヴィーリア様のお付きの方でなければ、私が是非ウチで働いていただきたいくらいです！」

　そういえば容量の大きな人で大型トラックくらいとか伊勢崎さんが言ってたっけか。それが数台分の大きさだもんなアースドラゴン。

「はは、昔からこれだけは得意で……」

「ほほう！　この歳としになってあなたほどの人材と出会えるとは、まったく世界というのは広いものですな！　かの伝説のパーティ『蒼あおの烈風』のリーダーであるザカリテも言いました、『優秀な人材との出会いは一生の宝である』と。私もその言葉に感銘を受け、この商会を立ち上げた際には──」

　延々と話を続けるカーラント氏。聞いてあげたい気持ちもあるんだけど、今日はこの後に観光が控えているんだよね。

「あ、あの、すいません。それでアースドラゴンの方はおいくらくらいになるのでしょうか？」

「おおっと！　肝心の商談の方がまだでしたな！　それでは参りましょうか。ささっ、こちらへ！」

　俺たちはカーラント氏に案内され、今度は応接室へと向かった。





◇◇◇






　魔物素材取り扱い店だけあって、通された応接室はレイマール商会とはまた違ったものだった。

　床にはトラっぽい模様の毛皮が敷かれ、吊つられたランプは角の生えたなにかの魔物の骨。座ったふかふかのソファーに張られた革も、たぶん魔物の素材なんだろう。

　ちなみにテーブルの柄にだけは見覚えがあった。これはたぶんアースドラゴンの甲羅を加工したものなのだろう。そんなわけでとにかく魔物だらけの部屋だった。

　テーブルを挟んで向こう側に座るカーラント氏。彼が前かがみになりながら口を開く。

「さて、このたびのアースドラゴンのお値段なのですが──」

　その瞬間、人の良さそうなカーラント氏の瞳の奥が鋭く光った。








４　商談成立









　真剣な表情でカーラント氏が静かに語り始める。

「貴重なアースドラゴン……。その中でもかなりの大物。さらには傷も少なく、保存状態も良い。そういうことで──」

　ゴクリ……。俺がツバを飲み込みながら次の言葉を待っていると、カーラント氏がテーブルにバンッと両手をついて顔を寄せてきた。

「私どもといたしましては、ぜひとも八千万Ｇゴールで売っていただきたい！　そう考えておりますっ!!」

「ええええええええええええええええええ!?」

　思わず声を上げながらのけぞる俺。だって八千万Ｇだよ!?　それってつまり、雑な計算で日本円にして八千万円くらいってことだよ！　そんなに貰もらっていいの？

　俺はこれまで異世界で四百万Ｇほど稼いできた。しかしこれは俺が自分の日本円の貯金から自腹を切って稼いだものなので、延々と稼げるわけではない。

　大切に使っていこうと、これまでは食費と宿泊費くらいしか使っていなかったのだ。

　しかし八千万Ｇもの大金が降って湧いてきたとなると、話が変わってくる。

　今まで買い控えしていた物が一気に購入可能になるのだ。

　例えばこの異世界には、魔道冷蔵庫なんて魔道具がある。

　価格は『エミーの宿』に置かれていたような小さな物でも八十万Ｇくらいで、レイマール商会で陳列されていた高級品だと五百万Ｇを超えるような値段だ。

　家電の冷蔵庫ほど至れり尽くせりの機能があるわけではないけれど、単純に冷やすだけなら魔道冷蔵庫で十分であり、それになんといっても魔力さえあれば電気代ゼロで使うことができるのが素晴らしい。ついでにエコだよ。

　買いたい物は魔道具だけではない。

　今俺が座っているようなフカフカのソファーだって買えるだろうし、なんなら異世界に別荘を持つことだって可能かもしれない。とにかく八千万Ｇとは一気に夢が広がる金額なのだ。

　しかし俺が脳内で夢に思いを馳せている間に、興奮気味に吊り上がっていたカーラント氏の眉が徐々に下がっていった。

「あ、あの……もしかして、この金額ではご不満でしょうか？　私といたしましては公正な金額を算出したつもりなのですが……」

「あっ、いや──」

　そんなことないです。と、俺がその先を言うよりも早く、カーラント氏が拳をグッと握りしめる。

「わかりました！　我が商会といたしましても、この商機を逃すわけには参りません！　こうなれば八千五百万Ｇでいかがでしょう!?」

「ええっ、待ってくださいよ！　そんな──」

「むむう！　でしたら九千万Ｇで！」

「いえいえ、ちょっと話を」

「うおおおおおおおおお!!　一億Ｇ、では一億Ｇで!!　これで、これでお許しください！　どうか私めにアースドラゴンを売ってくださいませ！　お願いします！　この通りです！」

　甲羅のテーブルにゴンと頭を叩きつけて叫ぶカーラント氏。

　俺は彼を眺めながら、なんとか声をしぼりだした。

「は、はい……。それでいいです……」

「ありがとうございますっ！　ありがとうございます！」

　カーラント氏は顔を上げ、うっすら血の滲にじんでいる額を気にすることもなくパアアアアアアアアと満面の笑みを浮かべた。

　なんだろうね、得はしたんだけど、ちょっぴりの罪悪感とすごい疲労感が……。

「それではさっそく！」

　そんな俺には目もくれず、カーラント氏がテーブルに置いてあった呼び鈴をチリンと鳴らすと、すぐに従業員がやってきてお金の用意をしてくれたのだった。




「──それではお納めくださいませ」

　テーブルの上に積み上げられたのは、金貨一万枚ではなくて白金に輝く硬貨が百枚。見るのは初めてだけど、たぶん白金貨という貨幣だろう。

　チラッと隣を見ると、伊勢崎さんがコクリと頷うなずく。やはりこれで間違いないようだ。

「それではいただきます。このたびはお買い上げありがとうございました……」

　俺はそれを【収納ストレージ】にしまい込み、ぐったりとしながらカーラント氏に頭を下げたのだった。





◇◇◇






「ありがとうございました!!」

　カーラント氏に見送られ、俺たちはドルネシア商会を後にした。

　ちなみに「ついでに魔物肉を買っていきたいんですけど」と話したら、カーラント氏はグレートボアの肉をたくさん包んでくれたよ、タダで。なんだか申し訳ない。

「素晴らしい交渉術でした。さすがはおじさまです！」

　伊勢崎さんが上機嫌に跳ねるように歩きながら笑顔を見せる。

「いや、相手が勝手に値段を吊り上げてくれただけなんだけどね……」

「いえ、おじさまが絶妙のタイミングで声を上げることで相手の気勢を削そいだのです！　私にはわかりますからね！　ああ……お仕事もできるおじさまは本当に素敵ですっ！」

「あははは……。それならもう、そういうことでいいよ……。ところでさ、ここからはゆっくりと観光を楽しみたいところなんだけど──」

「はいっ、どこへでもお供しますよ」

「そうかい。それじゃあとりあえず……あの城の方角に向かおうか」

　俺は大通りのはるか向こうの高台に見える城を指差す。アレは領主の居城であり、つまりレヴィーリア様が向かった場所なのだそうだ。

　もちろん居城に行くつもりはないし、そもそも入れない。

　しかし居城の周辺ともなれば、きっと観光によさそうな建物やお店もたくさん立ち並んでいることだろう。

　俺の話を聞いて、伊勢崎さんが瞳を輝かせる。

「それなら是非とも、サラティナの噴水に行きましょう！」

「へえ、人気のある観光名所なのかな？」

「はいっ。その……背中を向けてコインを噴水に投げ入れることができれば、願いが叶かなうという言い伝えがありまして……」

「なるほど、この世界にもそういう感じの観光名所はあるものなんだね。いいね、それじゃあさっそく行ってみようか」

「はいっ、おじさま♪」

　微ほほ笑えみながら俺を見上げる伊勢崎さん。俺は彼女を伴い、大通りを居城を目指して歩き始めた。








５　領都観光









　……ざわ。ざわざわ……。ざわ……。

　サラティナの噴水周辺では、人々のどよめく声が漂っていた。

「えいっ！」

「とうっ！」

「やあー！」

　というのも、伊勢崎さんが噴水に背中を向けて小銀貨（百円相当）を延々と投げ続けているからである。

　俺は『商売繁盛』を願い、一発で小銀貨の投げ入れに成功したものの、彼女の小銀貨は一度も噴水の中には入っておらず──またひとつ、噴水の外に硬貨がコロコロと転がった。

　そしてそれを拾う管理人らしき男。

　噴水に投げたコインは噴水の管理費にあてがわれるのだそうで、拾ってのリトライは不可能だ。もったいないけど仕方ないね。

「くうっ、今度こそ……！」

　財布から新しい小銀貨を取り出す伊勢崎さん。

　ちなみに伊勢崎さんの所持金はレイマール商会で彼女のお菓子を売った金額を、そのままお小遣いとして俺が渡したものである。

　それにしても……薄々は気づいていたんだけど、彼女はすこぶる運動神経が悪い。

　まったく噴水に小銀貨が入る気配がないので、さすがに止めたほうがいい気がしてきた。

「ね、ねえ、伊勢崎さん？　お金がもったいないし、そろそろ止やめたほうが……」

　しかし伊勢崎さんは新たな小銀貨を握りしめ、静かに語りだす。

「おじさま、私の学園の先輩がおっしゃってました。『課金は決して裏切らない。課金の果てには天井があるのだから』と。つまり今はまだ課金が足りていないということです。もうしばらく待ってください」

「あのね伊勢崎さん、まずコイン投げは課金じゃないし、天井のないソシャゲもあるよ。そしてその先輩にはソシャゲはほどほどにと忠告してあげて……」

「今度こそっ！　……ていっ！」

　熱くなっているらしく俺の言葉が聞こえていない伊勢崎さんが、再び小銀貨を背後に向かって投げた。

「おじさま、おじさまの……」

　投げた瞬間に目をつむり手を組んだ伊勢崎さんのつぶやく声が耳に届いた。

　もしかして俺の健康でも祈ってくれているのかな？　だとすれば余計に申し訳ない。

　そうして彼女の投げたコインの放物線は、初めてまともに噴水の方へと向かい──仲睦むつまじい男女を模した石像に当たって跳ね返り、キンと音を鳴らして噴水の外へと飛んでいったのだった。

「くううっ！　つっ、次こそ！」

　涙目になりながら伊勢崎さんが財布から小銀貨を取り出す。

　しかしさすがにこれ以上、俺の健康のためにお金を浪費させるわけにはいかない。

「えいっ！」

　伊勢崎さんの声とともに手から離れた小銀貨は、またしても明後日あさっての方向へと飛んでいき──

　──俺はその場に小さな異空壁を展開させて小銀貨に当て、そのまま噴水の中へと叩き落とした。

　見守っていたギャラリーがあからさまな軌道の変化に首を傾げているが、何かの虫に当たったんだと思ってほしい。

　ポチャンという水音に伊勢崎さんが勢いよく噴水を振り返り、喜色満面の笑みを浮かべる。

「おじさま！　入りました！　入りましたよ！」

「うん、そうだね。よかったね」

「はいっ！　うふふっ、やっぱり前まえ野の先輩のおっしゃっていたとおり、重課金とは愛なのですね！」

　小躍りしながらなにやら変なことを口走る伊勢崎さん。

　喜んでいるのはなによりだけど、伊勢崎さんがソシャゲにハマらないように俺も気にかけておこう。そう思った噴水での出来事だった。





◇◇◇






　あちらこちらと観光し、いよいよ日が傾きかけた頃、俺たちは食事をとることにした。

　臨時収入もあったことだし、せっかくだから高いお店に入ろうと俺たちが訪れたのは、お城のある高台の近くに居を構える高級レストラン。

「ここは富裕層も訪れる有名なレストランだったと記憶しています」

「たしかに高そうだねえ……」

　建物自体はこの辺では見慣れた石造りなのだが、それを囲うように小さな庭があり、花壇には派手ではない程度に色とりどりの花が咲き乱れている。なんともオシャレなレストランである。

　この世界に合わせた質の良い服を着ているつもりだけれど、ドレスコードで弾はじかれたりとかしないか、少し心配になってきたよ。

　しかしここまで来て引き返すのもなんだし、ダメなら別のところにいくだけだ。

　俺は意を決してレストランの中へと足を踏み入れた。

　店内ではやはり上品そうな方々が飲食を楽しんでおり、すぐに従業員らしきシックな装いの制服に身を包んだ女性がやってきた。

「いらっしゃいませ。レストラン：シュプレインへようこそ。ご予約の方はされておられるでしょうか？」

「あっ……。いえ、していないんですけど」

　ああ、そうか。こんなに高級そうなお店なんだし、完全予約制なのかもしれない。

「ダメ……ですかね？」

　今更ながらそのことに気づき、おそるおそる尋ねる俺。

　だが従業員はにっこりと柔らかな笑顔を見せた。

「いえ、ただいまお席は空いております。どうぞお入りください。足元、お気をつけくださいませ」

　どうやら思ったよりも柔軟な対応がしてもらえるお店のようだ。俺はホッと胸を撫なで下おろしながら、伊勢崎さんと共にテーブルへと案内されたのだった。




　──そうして俺たちは高級レストランの食事を存分に楽しんだ。コース料理だったのだけれど、その中で特に美味うまいと思ったのはチキンソテーだ。

　ウェイターの説明によると、ロックバードという魔物の肉らしく、今日入荷したばかりなのだとか。

　鶏とり肉にくらしいあっさりとした風味と濃厚なソースが絡み合い絶妙な味を作り上げ、嚙かめば嚙むほど幸せな気分になる料理だった。

　以前、土ネズミを食べた大家さんは、地球にはもっと美味い食べ物があるとほのめかしていた。

　しかしこのソテーのように、肉質が最高でさらに料理人の腕まで良いともなれば、これはもう地球でも食べられないような味になっているんじゃないかと思う。伊勢崎さんもソテーを口に入れた瞬間、珍しく目を丸くしていたしね。




　しかし、そんな楽しい食事がそろそろ終わろうとしていた頃──

「あの、さすがにお客様方を追い出すというわけには……」

「なんだと？　貴様はカリウス伯爵家のご令嬢であらせられるデリクシル様に、庶民と共に食事をせよと申すのか？」

「いっ、いえっ！　決してそのようなことは……！」

　ざわつき始めた店内。店の入り口の方を見ると、なにやら従業員と鎧よろいを着込んだ兵士がモメている姿が目に入った。








６　伯爵令嬢デリクシル









　居い丈たけ高だかに大声を上げる兵士が『カリウス伯爵家のご令嬢のデリクシル様』と言ったのが聞こえた。

　俺の記憶がたしかなら、それはレヴィーリア様の姉のはず。

　ハッとして伊勢崎さんに顔を向けると、彼女がコクリと頷いた。どうやら間違いなさそうだ。

　そして店内からは客たちがひそひそと話す声が耳に届く。

「ひっ、デリクシル様ですって……！」「私の知人の店も無理難題を押し付けられたことがありまして……」「機嫌を損ねるとどうなることやら」「は、早く出ましょう」「それがいい」

　レヴィーリア様の態度で薄々わかってはいたけれど、やはり評判の悪いご令嬢のようだ。

　そして今思えば、ドルネシア商会で俺がカリウス伯爵家の封蝋を見せたときの従業員やカーラント氏の慌てっぷりは、デリクシルの手の者と勘違いしたせいなのだろう。

　こんな風に身分を笠かさに着た行いが平然と行われるあたり、さすがは貴族社会。現代の日本ではまずお目にかかれない光景だよ。

「早くしろっ！　さっさと追い出せ！」

「はっ、はい！」

　兵士の一喝に直立不動で答えた従業員は、青ざめた顔でこちらに走ってくるとフロアの中央で頭を下げる。

「み、みなさま！　大変申し訳ございませんが、今からカリウス伯爵家のデリクシル様が当店にいらっしゃいます。このたびの料金の方は結構ですので、なにとぞ今すぐ店内から退出を……！」

　客に今すぐ出ていけとは随分な言葉であるけれど、従業員に文句を言う者は誰一人としていなかった。むしろお客さんたちは我先にと言わんばかりに席を立ち、足早に店から出ていく。

　その様子をポカンと眺めていて、俺たちが出遅れていることに気づいた。

「おっと、俺たちも行こうか」

「はい、おじさま」

　一番最後に席を立つ俺たち。

　客に富裕層が多いというのは確かなようで、帰り際に従業員とすれ違いざま金貨を押し付けて帰る人もいた。俺もそれを見習い、素早く数枚の金貨を従業員に手渡す。

「ごちそうさま、また来るよ」

　無言で頭を下げ続ける従業員に見送られ、俺たちは店の外へと出たのだった。




　外に出ると、入るときと変わらない色鮮やかな庭園が俺たちを出迎えてくれた。

　帰り際にはのんびりと庭園を眺めながら歩こうと思っていたのだけれど、それを諦めざるを得ないのが少し残念だ。

　庭園の小こ路みちを足早に進んでいると、向こう側から小路の中央を歩いてくる一人の女性の姿が見えた。

　年頃は二十代半ばといったところだろうか。

　美しく長い金髪と整った顔立ちの美人ではあるのだけれど、鋭い目つきとやや濃い化粧のせいでなんとも近寄りがたい雰囲気を漂わせていた。

　なにより現在進行形でイライラしているらしく、眉間にシワを寄せながらぶつぶつと何かをつぶやいている。

　この女性がデリクシルなのだろう。その様子を眺めていると、クイッと伊勢崎さんに袖を引かれた。

　いつの間にか伊勢崎さんは小路の端に寄り、しゃがみ込んで頭を下げている。俺も慌てて伊勢崎さんの横に並び、膝をつき頭こうべを垂れた。

　やがてこちらに近づいてくるデリクシル。

　濃い香水の匂いが鼻をかすめ、思わず咳せき込みたくなるのをグッと堪こらえる。

　そしてデリクシルは俺たちの存在がまるで路傍の石であるかのようにまったく気にすることもなく、カツカツとハイヒールの音を響かせながら前を通り過ぎていった。

　そんなハイヒールの音に混ざりながら、つぶやく声が耳に届く。

「まったくどうして生きているのかしら、忌々しい……！　あの下げ賤せんな妾しょう腹ふくめが……」

　どうやらレヴィーリア様との面会を済ませた後らしい。デリクシルが苛いら立だっている原因があっさりと判明した気がする。

　そしてデリクシルは、付き従うように背後を歩いていた使用人らしきイケメンと一緒に店内へと入っていった。

「はあああぁー……」

　大きく息を吐きながら頭を上げる俺。いつの間にか額には汗が浮かんでいる。

　貴族ハラスメントというヤツは、なかなかのストレスになっていたらしい。機嫌を損ねるとどうなるかわからないだけに、さもありなんだ。

「あれが、レヴィーリア様の姉君なんだね？」

　小声で尋ねる俺に伊勢崎さんが頷く。

「はい。自分を中心にこの世界が回っていると思われている、愚かな方です」

　珍しく冷たい表情で伊勢崎さんが答える。

　彼女によるデリクシル評は初めて聞いたかもしれないけれど、彼女もまたレヴィーリア様と同じくデリクシルを良くは思っていないようだ。

　まあ俺もレヴィーリア様ならともかく、デリクシルと仲良くしたいとは思わないけどね。

　とにかく今はこの場をさっさと離れよう。

　俺たちはそのまま小さな庭園を足早に駆け抜けたのだった。




　そうして敷しき地ちを出ると、その近くにはデリクシルが乗ってきたと思われる馬車が停まっていた。

　馬車の前には二人の兵士が立っている。

　そのうちの一人は、ついさっきレストランの従業員に貴族ハラスメントを行っていた兵士だ。その兵士が俺たちに声をかけてきた。

「おい」

「え？　はい、なんでしょう」

　答えたのは俺なのだが、兵士の視線は俺の背後にいる伊勢崎さんを捉えている。

「これからしばらくデリクシル様がお食事をとられる」

「ええ、そうですね。このお店の料理はとても美味おいしかったですし、きっとお気に召すのではないでしょうか」

「だが、デリクシル様を護衛するという栄誉を与えられているこの俺が、この場所でただ立ち尽くして待っていることを……お前はどう思う？」

「はあ、お仕事頑張ってくださいとしか……」

　だがそれは兵士の欲しい言葉ではなかったようだ。

　兵士が舌打ちをして俺を睨にらむ。

「チッ、こんなこともわからないのか……。つまりだ、デリクシル様を護まもるという大任を任されているこの俺に、お前らは尽くす義務があるということだ。そしてそれこそがデリクシル様への敬愛を示す証となる。……おい、そこの娘。わかったのなら今すぐ俺に付き合え」

　兵士はそう言うと、俺の背後に立つ伊勢崎さんにニタリと好色な笑みを浮かべたのだった。








７　ご奉仕









「へぇ……いい女じゃねえか。デリクシル様は今日は特にお怒りのご様子で心底肝が冷えたしよ、これくらいの役得がねえとやってられねえよなあ……？」

　もう一人の兵士が退路を断つように、俺たちの背後に回りながら言った。どうやら二人して伊勢崎さんに貴族ハラスメントを行おうという算段らしい。

　もちろん伊勢崎さんは大家さんから預かっている大事なお孫さんであり、俺としても妹のように思っている大切な女の子だ。貴族ハラスメントなんて受けさせるわけにはいかない。

　それならばと、俺はちらりと伊勢崎さんと視線を交わすと──揉もみ手でをしながら兵士に近づいた。

「フヒヒ！　そうですか、そういうことでしたら承知いたしました。私といたしましても、我が妻が日々大変な職務に励んでおられる皆様のご心労を少しでも和らげることができるのでしたら、これに勝る喜びはありませんとも、ええ！」

　俺の言葉に兵士二人は顔を見合わせ、ほくそ笑みながら頷く。余計な手間をかけずに済んだと思ったのだろう。

　それを見て手応えを感じた俺は、伊勢崎さんに顔を向けると尊大に胸を張りながら彼女に言いつける。

「おいっ、そういうことだ。お前はしっかりとお二人にご奉仕して差し上げるんだぞ！」

　眉を吊り上げながらの俺の言葉に、彼女は涙を浮かべてかぶりを振った。

「ああ、旦那様っ！　そんなご無体な……！」

「ええい、黙れっ！　皆様のご心労を癒やしてさしあげることこそが、ひいてはデリクシル様への忠誠を示すことにつながるのだ！」

「酷ひどい、酷いわ旦那様。あんなに愛し合った二人の愛は偽りだったとでもいうの……!?」

「ははっ、あんな戯たわ言ごとを信じていたのか？　まったく愚かな女め。グズグズしていないでさっさと覚悟を決めろ。わかったな？」

「しくしくしく、わかりました。旦那様がそうおっしゃるのなら……およよよよ」

　ヨヨヨとよろめきながら、か細い声を漏らす伊勢崎さん。ふむ、なかなかの演技力じゃないか。これは俺としても負けていられないね。

　俺はさらにねっとりと餅を練り込むように揉み手をしながら、会心のゲス顔で兵士に笑いかけた。

「フヒヒッ！　見ての通りしっかり言いつけておきやした。これでもう大丈夫でゲス。どうかごゆるりと楽しんでくだせえでゲスゥ……」

「おっ、おう、よくやった……。だがお前、なにか口調が変わってないか？」

「そうでゲスか？　私は最初からこんな口調でゲスよ」

　俺は学生時代に文化祭の演劇で役者として出演したことがある。

　そのときにはあまりの役者っぷりにクラスメイトからは「二度と演技をしないほうがいい」と嫉妬混じりの言葉まで貰った。そんな俺の演技力をナメないでいただきたい。

「そ、そうか。……まあいい。おい女、理解のある旦那でよかったな？　後はせいぜい俺たちを楽しませることだ。気に入ったならまた呼んでやるからよ。へへへ……」

　兵士がからかうように伊勢崎さんの顔を覗のぞき込み、彼女の肩を抱こうとした。

　しかし二人の間に俺が割って入ると兵士の顔が一変。

「……おい、なんのマネだ？　もしかして気が変わったとでも言うつもりか？　そういうことなら……」

　兵士が俺を睨みつけながら剣の柄つかへと手を伸ばす。

　だが俺は両手を上げてゲススマイルを浮かべながらヘコヘコと頭を下げた。

「いえいえいえ！　滅相もありませんでゲスよ。ですがこの場では人の目もあるでしょう？　ほら、丁度あちらに人目につかない路地があります。あちらならゆっくりと楽しめるでゲスよ。ささっ、そちらの方もどうぞでゲス」

「なんだ、俺たちを二人まとめて相手をさせるつもりなのかよ。まあその方が早く済むし丁度いいか、へへへ……」

　俺が路地を指差すと、もう一人の兵士も薄ら笑いを浮かべながらついてきた。あっさりと馬車を放置するあたり、職務に忠実とは言えないね。

　そうして俺と伊勢崎さんに連れられて、二人の兵士が路地裏へと入っていったのだった。





◇◇◇






「しくしくしく。ああ旦那様、それでも私は旦那様の愛を信じております……！　ああっ旦那様、旦那様。私たちの愛は永遠……！」

　伊勢崎さんの身振り手振りを加えた熱演が続く中、俺たちは路地を進んでいく。

　そうだったらいいなと思っていたのだけれど、ありがたいことに路地はしばらく歩くと行き止まりになっていた。

　兵士たちも同じように思っていたのか、これ幸いとばかりに早くも自らの腰のベルトに手をかける。

　静かな路地でカチャカチャと金属が擦れる音が響く中、浮かれた兵士の声がそれに混ざった。

「よし、それではさっそく奉仕をしてもらおうか。……オイ、お前はいつまでいる気だ？　もう帰っていいぞ」

　兵士が俺に向かってしっしっと手を払う。俺は笑みを浮かべて二人の兵士に近づくと、

「ああ、ご心配にはおよびませんよ」

　二人の肩をポンと触って──

「──【次元転移テレポート】」

　そう言葉を発した。

　次の瞬間、兵士二人と俺、ついでにいつの間にか俺の背中に触れていた伊勢崎さんは、草原だけが広がる大地へと転移したのだった。








８　領都マラソン









「………………は？」

　突然切り替わった景色に、兵士二人は掠かすれた声を漏らした。

「こ、ここはどこだ……」

「俺たちは路地にいたはず……だよな？」

「あ、ああ……」

　目を見開いたままキョロキョロと辺りを見渡す二人に、俺は今の場所を教えてやる。

「ここは領都から少し離れた草原ですよ。ほら、この轍わだちをずうーーっとまっすぐ辿たどって進めば、その先に領都があります」

　俺は地面に深く刻まれた延々と続く轍を指差した。ここは今日、俺たちも馬車で通過した道だ。

　ちなみに距離にすると、領都から二十キロほど離れた場所になる。

「バカが！　そんなことを聞いているのではない！　なぜ我々がここにいるのだと言っているっ！」

　レストランで怒鳴り散らかしていた兵士が、あの時と似たような怒鳴り声を上げて俺の鼓膜をビリビリと震わせた。目の前でやられるとかなりの大迫力だ。

　とはいえ前の会社で散々クレーマーの相手をさせられていたせいか、これくらいで気け圧おされることはないんだけどね。

　ちなみにクレーマーの勢いに飲まれないコツは、完全に心を無にするか、相手を泣き叫ばないと意思を伝えることのできない赤ちゃんだと思うことだよ。

　まあとにかく、この赤ちゃん兵士の名前はわからないけれど、立派なヒゲを生やしているのでヒゲ兵士と呼ぶことにしよう。俺はヒゲ兵士にやさしく話しかける。

「あなたがここはどこだと言っていたんじゃないですか……。というか、お二人は私たちに構っているヒマはあるんですか？」

「ああ？　どういうことだ!?」

　俺に睨みを利かしたまま、ヒゲ兵士が眉をひそめた。

「デリクシル様を護るという大任を任されているあなた方は今、職務を放り出してこんな場所にいるんです。デリクシル様が食事を終えられた後、放置されている馬車を見て一体どのように思われるのでしょうね？」

　そんな俺の言葉に、同僚兵士が顔を青ざめさせながらヒゲ兵士の肩を揺する。

「お、おいっ！　何が何やらよくわからねえが、たしかにそいつの言うとおりだ！　は、早く帰らねえと俺たちはデリクシル様に粛清されちまう……！」

　やはり評判の悪い貴族令嬢だけあって、自身のボディーガードにも厳しいらしい。これは俺の計画どおり。

　後はこの二人が領都に向かって必死に走り続けながら、伊勢崎さんへの貴族ハラスメント未遂を反省してくれればいいのだけれど──

　──などと思っていたのだが、ヒゲ兵士は俺から視線を外すことなく、こちらを睨み続けている。

　俺は背後の伊勢崎さんにそっと声をかけた。

「少し離れていてね」

「はい、旦那様」

　すぐに伊勢崎さんが俺から距離を取る。

　そしてヒゲ兵士は腰に備え付けた鞘さやに手を伸ばし、

「貴様……どうやら術師の類たぐいのようだが、その程度の奇術で我らをどうにかできると思わないことだ。今すぐ我らを元に戻せ。さもないと……」

　剣をすらりと引き抜いて、同僚に話しかける。

「おいドブソン、慌てることはないぞ。このような大掛かりな転移魔法など、俺は聞いたことがない。これはおそらく幻術の一種だ。コイツを痛めつけて、術を解けばいいだけのこと。二人で仕掛けるぞ」

「そ、それもそうか。へへっ、俺としたことが慌てちまったぜ……」

　同僚も俺に視線を移し、どこか見くびるような薄い笑みを浮かべながら剣を構えた。

　どうやら転移魔法じゃなく、そういう幻を見せる魔法だと思われてるらしい。

「いや、本当に転移してるんですよ？」

「そんな虚言には騙だまされん！」

「あの世で後悔するんだな！」

　二人は声を上げると、一気に間合いを詰めて同時に剣を振り下ろしてきたが──

「──異空壁」

　俺は自分の前面に異空壁を展開させる。

　一つあたり直径五ミリほどしかない異空間。それをドット柄に張り巡らせた畳たたみ二畳分ほどの異空壁は、二人の斬撃を音もなくピタリと受け止めた。

「ああっ!?」

「なんだコレは！」

　ふわりと浮かんだ異空壁に剣を防がれている不思議な光景に、二人は驚きょう愕がくの表情を浮かべる。そのまま腕に力を入れ、剣を押し込もうとしているようだが剣はピクリとも動かない。

「これも幻術か!?」

「クソがっ！」

　ヒゲ兵士と同僚兵士は剣を上段に構えなおすと、叩きつけるように剣を打ち下ろした。しかし異空壁が剣を通すことはない。

　さらに兵士たちは剣を振り下ろし、薙なぎ払はらい、突き刺そうと試みるが、そのすべてを異空壁は防ぎ切る。

「チッ、他を狙うぞ！」

　そんな状況にヒゲ兵士は舌打ちすると異空壁を切るのは諦めて、その外側に回り込もうと俺の左右に二人が分かれた。

　なかなか状況判断が早い。

　伯爵令嬢の護衛だけあって、もしかするとそれなりに有能なのかもしれないな。

　しかし俺の異空壁には、まだまだ余裕があるのだ。

　俺は異空壁をさらに引き伸ばし、俺と伊勢崎さんを中心に円柱状にぐるりと囲むと、そのまま外側に向かって異空壁を広げた。

　広がっていく異空壁に押しのけられ、兵士たちは弾かれたように尻もちをつく。

「ぐあっ！」

「な、なんなんだよこれは!?」

　困惑する声を聞きながら、俺はさらに異空壁を操作。

　異空壁は俺の頭上にも伸びていき、天井までをも作りあげた。直径十メートルほどの異空壁ドームの完成である。

　少し前まではこんなに異空壁を大きくすることはできなかった。

　間違いなくアースドラゴンを倒した影響だろう。

　だが俺たちを囲う謎の異空壁を前にしても、兵士たちは怯ひるまない。

「所詮はまやかしよ！　攻め手を休めるな！」

「お、おおっ！」

　兵士二人は必死の形相で異空壁に剣を打ち続ける。しかし何度振ろうが、異空壁は剣を通さず、ひびが入ることもなく、打撃音すら響かない。

「はあ、はあ……はあ」

「クソッ！　ど、どうなってんだ……」

　まったくの手応えのない状況に、ついに兵士二人は膝に手をつき、肩で息をし始めた。

　……よし、そろそろ頃合いだろう。

　俺は足を止めてぐったりとした二人の足元に、そっと異空壁を忍ばせにいくのだった。








９　因果応報









　俺は兵士たちの足元に異空壁を滑り込ませると、すくい上げるように彼らを乗せ、そのまま上空へと浮かび上がらせた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

「ひいっ！　う、浮いてる？　浮いてるううう！」

　つまづいて四よつん這ばいになった二人が、お椀わん型に変形した異空壁に包まれてゆっくり空へと上昇していく。

　先日アースドラゴンと戦った際、俺は異空壁に乗って空から地上まで降りたけれど、今回はそれの逆バージョンだ。

　異空壁に乗せられて上昇していくヒゲ兵士が、俺を見下ろしながら必死の形相で声を荒らげた。

「おいっ、なんだこれは！　今すぐ我らを降ろさぬかっ！」

「え？　いいんですか？」

「無論だ！　早くしろバカ者!!」

　上空からこちらを覗き込み、ツバを撒まき散ちらさんばかりに大声で怒鳴るヒゲ兵士。

　俺は素直に頷いた。

「はい。わかりました」

　俺の言葉にヒゲ兵士は一瞬ホッと顔をほころばせるが──

　フッと消えた異空壁に顔を引きつらせた。

「そういう意味ではないいいいいいいっっ!!!!」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　ヒゲ兵士と同僚兵士は叫び声を上げながら落下していき──

「──ぐへあっ!!」

　そのまま地面に激突。

　兵士たちの着込んだ鎧がぶつかり合い、甲高い金属音が辺りに鳴り響いた。

　高さは家の二階ほどだし、あれほどの装備を着込んでるのだから、おそらく死にはしないだろう。

　だが、痛みに耐えるようにうずくまっている同僚兵士とは違い、ヒゲ兵士の方は足をジタバタとさせながら転げ回っている。

「ぐあああああっ！　腕がっ、俺の腕がああああ!!」

　どうやら不運なことに右腕が折れてしまったらしい。変な角度に曲がった腕を押さえながら叫び続けるヒゲ兵士に、俺はゆっくりと近づいていった。

「痛みがあるんだし、幻術ではないと納得していただけましたか？」

　俺の声を聞き、叫ぶのを止めてハッと息を吞のむヒゲ兵士。

　これまでの尊大な態度とは打って変わり、ヒゲ兵士は俺を見て表情をこわばらせると、尻もちをついたままじりじりと後ずさりを始める。

「ヒッ、ヒイッ！　くっ、来るな！　お、俺が悪かった！　悪かったです！　で、ですからどうか、どうか命だけはお許しを……！」

「ええ、もちろん構いませんよ」

　俺の率直な答えに、ヒゲ戦士はポカンと口を開いた。

「ほっ、本当に……!?」

「はい。ただしここでの出来事を誰かに話せば……わかってますね？」

　脂汗を流しながらコクコクコクコクと無言で何度も首を振るヒゲ兵士……と、ついでに同僚兵士。

　まあ実際のところ、話されたところで俺にはなにもできないんだけどね。雰囲気で言ってみただけである。なによりこちらも身元を明らかにしていないので痛くもかゆくもない。

「わかったようでしたら、おかえりはあちらです」

　俺が再び轍を指し示すと、ヒゲ兵士は目を見開いたまま恐る恐る立ち上がり──

「ひいいいいいいっ！　た、助けてくれえええええ！」

　くるりと背中を向け、絶叫を響かせながら一目散に駆け出していった。

「うおおおおおい！　俺を置いていくんじゃねえーー！」

　その背中を同僚兵士も追っていく。

　やがて二人の姿は地平線の向こうへと消えていったのだった。




「おじさまったら……。相変わらずお優しいのですね」

　いつの間にか隣にいた伊勢崎さんが、ため息混じりの声を漏らした。

「そうかなあ」

　俺としては権威を笠に着た連中のお仕置きは、さらに上の権威を持つ者にやってもらおうと思っただけだ。因果応報というヤツだね。

　とはいえ、最初から大人しく引き返していたのならまだしも、剣を振り回して体力を消耗し怪け我がまでしている彼らが、デリクシルの食事の終了までに領都に辿り着くとは思えない。

　デリクシルが俺の印象通りの人間なら兵士二人は手て酷ひどい罰を受けるだろうし、もしかすると彼らはデリクシルから逃げることを選択するかもしれない。それはそれで罰としては十分だ。

　俺は大きく息を吐くと、伊勢崎さんに話しかけた。

「なんにせよ、これで解決だね。それと伊勢崎さん、演技だってわかってるだろうけど、酷いことを言ってごめんね」

　俺の即興の演技に伊勢崎さんはすぐさまノリノリで乗ってきてくれた。だからもちろん演技だということは理解してくれているとは思う。

　しかし彼女に酷い言葉を言い放ったことには違いないので、そこは謝らないとね。

「あっ、いえ、それは問題ありませんけれど……」

　伊勢崎さんはうつむきがちに、もじもじと手を握ったり開いたりしている。

「どうかしたのかな？　もしかして俺が怖かったとか……」

　だとしたら大変申し訳ない。俺の卓越した演技力ゆえの悲劇だ。

　しかし伊勢崎さんは顔を上げると、ポッと頰を赤らめた。

「いえ、いつもお優しいおじさまから酷い扱いを受けたのがなんだか新鮮で……私、なんだかドキドキとしてしまいました」

　頰を赤らめたまま、うっとりとした顔で答える伊勢崎さん。

　もしかして伊勢崎さんはＭっ気でもあるのだろうか。

　さすがに人の趣味嗜し好こうにまで口を挟んだりはできないので、俺としては苦笑を浮かべる他はないのだけれど。

　そして彼女はさらに言葉を続ける。

「でも、おじさま？　あんなに酷くわざとらしい演技をしなくたって、私ならきっとおじさまの演技を見抜けました。次の機会がありましたら、もっと真しんに迫った演技で私を罵ののしってくださっても構いませんからね？」

「あっ、うん。そうなんだ……」

　えっ？　酷くわざとらしい演技って、俺の演技が？

　もしかして俺の演技って──

　──いや、いやいやいや！　俺に今以上の演技力を求めるということだろう。

　うん、そういうことだ。どうやら伊勢崎さんはなかなかのこだわり屋さんのようだ。

　とはいえ、なんだか心がざわつくな……。

　俺はそんな胸のざわつきを落ち着かせるべく、ひとまず日本に戻って休憩することを伊勢崎さんに提案したのだった。








10　久々の日本









「──【次元転移テレポート】」

　俺と伊勢崎さんは榛はる名な荘そうマンションの俺の自宅へと戻ってきた。

　俺としては心のモヤモヤを解消するべく、とりあえず気分転換をしたかっただけなのだが、伊勢崎さんと相談した結果、領都観光はこれにてひとまず終了ということになった。

　まあ日も暮れかけていたし、夜は観光を楽しめるほど治安が良いともいえない。万が一、兵士たちとかち合っても面倒だ。

　なにより行きたくなったのなら、今後は【次元転移テレポート】でいつでも行けるしね。

　そういうことで俺たちはしばらくの間、日本でゆっくりと過ごすことに決めた。

　異世界に十日ほどいたけれど、その間は日本に戻っても買い出しをしてはとんぼ返りをする日々を送っていた。

　しばらくはテレビやネットやマンガといった日本の文化を楽しみながら、のんびりするのもいいだろう。

　時刻は深夜。夜道は危ないので、俺は伊勢崎さんを【次元転移テレポート】で直接伊勢崎邸へと送った。

　さすがに大家さんは就寝中らしく静まり返っていた伊勢崎邸。俺は伊勢崎さんへの別れの挨拶もほどほどに自宅へと戻る。

　そして寝袋ではなく、もはや懐かしさすら感じる自室のベッドで横になり、あっさりと眠りについたのだった。





◇◇◇






　翌日の昼頃、俺は目を覚ました。

　異世界の旅の間は毎日早朝出発だったこともあり、惰眠を貪むさぼるのも久々だ。

　やはり無職はこうでないとね。

　俺はトイレを済ませて顔を洗うと、朝食兼昼食のカップラーメンのお湯を沸かしながら適当につけたテレビの流し見をして、のんびりと日本の文化を味わう。

　そんな時にふと、【収納ストレージ】にスマホを入れっぱなしだったことを思い出した。

　さっそく取り出してみると、その瞬間にＬＡＮＥメッセージが受信されてスマホが震える。

　画面には元会社の元後輩、相あい原はらのアイコンが表記されていた。

『昨日、センパイをモールで見たっすよー。なんかすっごい美人のＪＫと一緒だったっすけど、お二人はどういう関係なんすか？　マジ気になるしー』

　そんなメッセージのすぐ下には、ウサギが両手を合わせて『おしえて♡』と可愛かわいくお願いしているスタンプがついている。

　はて、昨日……？

　……ああ、そうか。ショッピングモールに買い出しに行った時のことか。

　ずいぶん前のような気がしていたけれど、日本ではアレは昨日の出来事になるのだった。

　俺はカップラーメンにお湯を注ぎながら、さっそく返信を送る。

『彼女は俺がお世話になってるマンションの大家さんのお孫さんだよ』

　送った瞬間、すぐに相原から返事が届いた。

　この時間帯は仕事中のはずなんだが、コイツ大丈夫なのかね。

『ほほーう。そのわりにはなんだかすっごい仲がよさそうでしたね？』

　そのメッセージの下には、首をかしげて『あやしい』とつぶやくウサギのスタンプが添えられている。

　今更だけど本当にスタンプが好きだなコイツ。俺は面倒だからやらないけど。

『まあ彼女とも、もう数年来の付き合いだからな。昨日はいろいろと買い出しに付き合ってたんだよ。それがどうかしたのか？』

　どうやら相原には、ショッピングモールで買い物をしているところを見られたようだ。

　しかしさすがに異世界に行く準備をしていたとは言えないので、適当な話を作って返信する。

　するとまたすぐにメッセージが届いた。

『えーと、念のため、マジ念のために聞いておくだけっすけどー。お二人が付き合ってる……とかないっすよね～？　ＪＫはイカン、イカンですぞ！』

　今度は手錠をされ、ガックリとしょげているウサギのスタンプ付きだ。

『そんなわけないだろ。アホなこと聞いてるんじゃないよ』

　なんでも色恋沙汰に繫つなげるとか、相変わらず学生気分の抜けないヤツめ。

　俺が仕事で妙齢の女性と会話をするのを見かけるだけで、「ああいうのがタイプなんすか？」とか毎回聞いてくるようなヤツだからなコイツは。

『ですよねー。まあそうだとは思ってたんですけどねー。いやー、変なこと聞いてマジごめんなちゃい』

　土下座ウサギのスタンプも同時に送られてきた。

　まあコイツが俺をからかうのは今に始まったことじゃないので、こんなことでいちいち腹が立ったりもしない。

『話はそれだけか？　それじゃ俺は無職を満喫するから、お前は仕事に励みたまえよ』

　そうして無職マウントを取りつつ俺がスマホをテーブルに置こうとしたところで、またしてもスマホが震えた。

『ちょい待ってってばセンパイ。あのＪＫがセンパイの彼女じゃないなら、ウチからひとつお願いがあるんすけどー』

『なんだ？　借金なら無理だぞ。他をあたってくれ』

『お金じゃないっすよー』

『じゃあなんだ？』

『……実はですねー。ウチと付き合ってほしいんですけど』

『なんだそんなことか。まあお前も知ってのとおり、俺は無職だし時間だけなら余裕がある。少しくらいなら別にかまわないぞ。いつどこに行くんだ？』

　なんだかんだで会社で世話をしてやったかわいい後輩だ。それくらいのお願いなら聞いてやらんでもない。

『ああ、そうじゃないっす。そういうのじゃなくてですねー……。ウチとお付き合いをしてほしいんです。ええと、結婚を前提に』

「──は？」

　俺はスマホを片手に、独りで間の抜けた声を漏らしたのだった。
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『ウチとお付き合いをしてほしいんです。ええと、結婚を前提に』

　そのメッセージの後にはウサギのオスがタキシード、メスがウェディングドレスに身を包んで『わたしたち結婚します！』とのスタンプ。

　……え、なんだこれ？　もしかして俺は相原に告白されたってことなのか？

　けれど、あの相原だしなあ……。

　冗談なのか、それとも本気なのか、イマイチわからない。

　しかしとりあえずは茶化すことなく、話を聞いておいたほうがいいだろう。

　そうと決まれば、さすがにＬＡＮＥで済ませるのは悪い。仕事中だろうが関係ない、俺はすぐさま相原に電話をかけた。

　何度もコール音が続く中、八回目のコールでようやく相原が電話に出た。

「……もしもーし」

　相原の声が耳に届く。普段どおりの相原の声だ。

　今は会社の外にいるのか、車のエンジン音なんかも聞こえる。

「ああ、相原か？　俺だ」

「ういっす、センパイ。……えーと、それで返事はいかほどで？」

「いかほどでって、お前なあ……。その、ええとだな、悪いけど俺はお前のことを──」

「ちょっ、ちょい待ち！　ちょい待ちってセンパイ！　センパイってば、そーゆー風に受け取っちゃったんすか!?　ヤダなー違いますって！　話をちゃんと聞いてくださいよマジで！」

　話をちゃんと聞くもなにも、俺は文面どおりに受け取っただけなんだが……。

　しかし俺はどこかホッとしながら、相原に話の続きを促うながす。

「なんだ、やっぱり違ったのか。それじゃあどういう意味なんだよ」

「ういーっす、説明しますね。……そのー、えーと、アレです。実はウチの家系って、けっこー金持ちなんすよ。いわゆる良家ってヤツ？　まあウチの家はそっから外れた傍系なんで、ほとんど一般家庭と変わらんカンジなんすけどー」

「へえ、そうなのか。そういやお前もメシを食べるときとか、やたら行儀が良かったよなあ」

　伊勢崎さんや大家さんなんかもそうなんだけど、上流な方々は食べ方ひとつにしてもどこか品がある。

　相原の場合は普段の言動や見た目のギャップもあって、それが余計に目立って見えたんだよな。

「うおっ、センパイってば、そんなところまで気づいてたんすか？　センパイ、ウチのこと好きすぎません？　そういうことならセンパイがどーしてもっていうなら、マジでウチが付き合ってあげても──」

「アホ。冗談はいいから話を進めろって」

「おうふ。……それでですねー。ウチのママのパパ……つまりジーチャンは本家の中でもまあまあ偉いポジションの人なんすよ。それでウチはそのジーチャンに結構かわいがってもらってたんすけどー」

「ほうほう、それで？」

「最近のジーチャンは体調を崩すことも多くて、超ＶＩＰな広い病室で一人っきりの入院生活なんですよ。なんかカワイソじゃないっすか？　んで可愛がってもらってたウチとしては、やっぱお見舞いとかガチで行きまくるし？」

「まあそうだな」

　チャラいように見えて、案外しっかりしてるんだなと思ったのは秘密だ。

「したらジーチャンが病室でウチにぽつりと言ったんすよ。『ワシが死ぬ前に莉り緒おの子供の顔が見たい。無理ならせめて彼氏くらいは連れて来てくれ』って。んなこと言われたら、やっぱウチとしては老い先短いジーチャンの願いをマジ叶えてあげたいって思うじゃないっすか」

「ああ……。そういうことか」

「そーそー！　そういうことっす！　かと言って、そのために無理やりカレシを作るってのもヤバみしかないっしょ？　だからセンパイにカレシのフリをしてもらいたいんです！　どうすか？　やってもらえませんかね!?」

「はあ……」

　俺は大きなため息をつくと、ゆっくりと諭さとすように相原に話しかける。

「お前な……。そういうことなら別に俺じゃなくてもいいだろ？　俺みたいなさえない無職よりも、もっとイケてる見栄えのいい男を誘ったほうがお爺じいさんもきっと安心すると思うぞ。お前くらいかわいい子から声をかけられれば、よっぽどでない限り男もＯＫするだろうし」

「えっ、かわっ……!?　ちょっ、センパイそういう不意打ちは止めろてマジ！　ちょい待って！」

　は？　なんだコイツ。

　普段は自分で自分のことかわいいとか言ってるくせに。今更なに照れてるんだ、ヘンなヤツ。

　それからしばらくして、深呼吸で落ち着きを取り戻したらしい相原の声がスマホから聞こえてきた。

「すーはーすーはー……。おまたせっす。ええとですね、センパイ。うん、そりゃーまーそうですよ。ウチみたいなかわいい子が声をかけたら、男はホイホイＯＫするかもしれませんよ？　でもそれで相手に勘違いされちゃったら、今度はウチが困るじゃないっすか。そういうのはキツいですって。でもその点、センパイは枯れてるっぽいから安心ですしー」

「枯れてるってお前な……」

　などと言った俺だが、たしかに恋愛に関しては、なんだか面倒になってしまった面がある。

　彼女のご機嫌を取るために自分が行きたくもない場所でデートしたり、ノルマのように毎日連絡し合ったり。まるで会社みたいに思えてしんどくなっちゃったんだよね。

　自分の時間は自分のために使いたいのだ。

　俺はもう恋愛なんてものは、誰かのを遠くから眺めているくらいが丁度いいよ。

　まあそれはともかく──たしかに普通の男なら相原に誘われたことをいいことに、さらに親しい関係になろうとするかもしれない。

　俺はそれを悪いことだとはまったく思わない。

　思わないけれど……相原はこないだもナンパで危ない目にあったし、なんだかトラブルに巻き込まれそうな危うさをビンビンに感じるんだよなあ……。

　うーん……。心配なのは心配だし──

「──わかった。そういうことならやってやるよ。でもお前のお爺さんと何度も顔を合わせるのはさすがに無理だぞ？　俺も無職なりに忙しいんだからな」

　仕方なしに了承を伝えると、スマホ越しに相原の弾んだ声が聞こえた。

「あざーっす、センパイ！　大丈夫っす！　とりあえず一回顔を見せたらジーチャンは満足すると思いますんで！」

「そうか、わかった。それなら日時はそっちで適当に決めてくれ。合わせてやる」

「さすがは無職っすね！　それじゃセンパイ、また今度かけ直すんでー。よろよろー！」

　その言葉を最後に通話はプツンと切れた。はあ、なんとも忙せわしいヤツめ……。

　今度こそテーブルにスマホを置き、俺は天井を見上げた。

　どうやらゲス旦那に続き、今度はギャルの彼氏役を演じることになるらしい。俺は今まさに演劇の神に試されているのかもしれない。

　やはり「ウェーイ」とか「マジ卍まんじ」とか言ったほうがいいのだろうか……？

　そうして俺はギャル男の演技のプランニングをしながら、すっかり伸びてしまったカップラーメンをズルズルとすすったのだった。
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「それじゃセンパイ、また今度かけ直すんでー。よろよろー！」

　会社近くの道路沿い。ウチはスマホの通話を切ると──

「ぬはああああああああああぁぁぁぁーー……」

　その場にガクリとしゃがみ込んで頭を抱えた。

　うっかり唸うなり声まで上げたウチを、近くを通りがかったＯＬサンが『なにコイツヤバッ』て顔でチラ見して去って行く。

　けど今はそんなん気にしていられないというか、マジでヤバかった……。

「もうちょいでセンパイにフラれるところだったじゃん……」

　センパイに『悪いけど──』って言われた瞬間、もう全身の毛穴という毛穴から汗が出まくった。

　フィンランドのサウナでだって、こんなに汗を吹き出したことはなかったってマジ。

　ワンチャン、話の流れでコクったら案外イケるんじゃね？　と思ってＬＡＮＥのノリで軽くコクってみたんだけど、見事に失敗したなー。

　くそー！　そんな気はしてたけど、やっぱセンパイはガードが固い。

　今になって思えば、ウチみたいなかわいい子を前にしてもワリと塩だったし。

　……てか、そういやセンパイ、ウチのことかわいいって言ってくれたなウヘヘ。
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　と、ニヤけそうになる自分の顔をキリッと引き締める。今はそれよりもガードが固すぎるセンパイの件だ。

　センパイ枯れてる説もあるにはあるけど、ウチとしてはネタでは言ったけどマジで枯れてるワケじゃないと思うんだよね。

　だっていつだったか会社の飲み会の後、センパイが同期のパイセンにキャバに誘われてホイホイついて行ったのを見たことあるし。話聞いてたらセンパイもまんざらじゃなさそーに見えた。

　だから枯れてたりとか、オンナにキョーミないとかじゃないはず。

　したらウチの告白だって、もうちょい悩むそぶりがあってもよかったのになー。まあネタっぽくしたウチも悪いけど。

　そうなるとやっぱ、あの神ＪＫと付き合ってるとか……？

　……いやいや、それはないか。

　見た目的に、その辺のリーマンセンパイと神ＪＫで釣り合う釣り合わないって話もあるかもしれんけど、そんなのはお互い好き同士ならどうでもいいことだし。

　んなことよりもセンパイが付き合ってないと言ったから、付き合ってないんだろうって思う。

　センパイはそんなしょーもないウソついたりしないからな。

　そんくらいは今までのセンパイを見てればウチにだってわかるし。

　あー……。こうなってくるともうなにもワカラン。恋愛とかぜんぜんワカラン。

　こんなことならギャルやってたときに、一回くらいオトコと付き合っといたほうがよかったんかな？

　……いや、ウチに言い寄ってくるオトコって、なんでか知らんけどみんなグイグイきてなんか怖かったんだよなー。だからそれはナイな。

　やっぱセンパイくらい塩の方がウチには合ってるんだろうな。気づいたのはつい最近だけど。

　……はあ、もうコレ以上センパイのこと考えたって答えはでねーわ。

　とりまウチの事情に付き合ってカレシ役をしてくれるってことは、嫌われてはないってことっしょ。

　そーゆーことなら、まだウチにはチャンスがあるってことだ。

　今日のところは会社を辞めたセンパイと、これからも会えるってことだけでも良かったってことにしとこ。

　そうと決まれば、ジーチャンに連絡して予定を組まないとだな。

　ジーチャンにウソのカレシを紹介することになるのは、ちょっと悪い気もするけど……まあそのうちマジのカレシになってもらうつもりだから問題ないっしょ。

　それよりもセンパイが無職だって紹介する方がヤベー気がする。ジーチャン、ウチには甘いけど結構怖いって話も聞くし。

　その辺の設定もセンパイと相談しておいたほうがいいかな……。

　と、考えてたところでブルッとスマホが震えた。

　一瞬センパイかと思ったけれど、スマホに表示されたのはカチョーの名前──ヤバッ！

　いつの間にかこんな時間じゃん！

　そーいやウチはカチョーにお使い頼まれて、それで会社に戻ってる途中だった。こんなところでしゃがみ込んでる場合じゃなかったわ！

　ウチは慌ててその場から立ち上がると、陸上部だったＪＫ時代を思わせる華麗なフォームで会社に向かって猛ダッシュしたのだった。
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　相原と何度か連絡を交わし、相原のお爺さんとの面会予定日は来週に決まった。

　相原なら「じゃあ明日で！」とでも言い出しかねないと思っていたのだけれど、どうやらお爺さんは先日ちょっとした手術をしたそうで、しばらくはお見舞いに訪れる親戚が多くなるらしい。

　いかにもＶＩＰらしく、お見舞いをするには事前に連絡をして予約を入れる必要があるのだそうだ。

　そしてお見舞いする人が多くなると、やはりお見舞いの時間が短くなってしまう。

　そんな決められた時間の中でお爺さんと俺が面会したとしても、お爺さんが満足しないかもしれないし、そうなるともう一度彼氏に会わせろという話になりかねない。

　なので俺との顔合わせは、来客が減ってゆっくりとできる来週まで待ってほしいとのことだった。

　意外と冷静な相原である。

　そうしてこの日の俺は久々に自宅に引きこもり、異世界の旅の間に楽しむことのできなかった日本のテレビやらマンガやらネットやらといったコンテンツを楽しんで一日を過ごした。

　ちなみに俺の感覚的には十日のお預けがあったにもかかわらず、地球では時間が過ぎていないので、話の続きの気になるようなものはほとんど更新されていなかった。

　やっぱり異世界に入り浸りすぎるのはよくないと再認識したよ。
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　領都から帰還して二日目。

　この日も昼まではのんびりと過ごした。

　本来ならひょんなことから手に入れた一億Ｇで魔道具やら家具やらを買いまくりたいところなのだけれど、どうせなら交流のある前線都市グランダのレイマール商会で購入したい。

　贔ひい屓きの店を作ることは大事だ。いろいろと融通を利かせてくれることもあるかもしれないしね。

　しかし領都に旅立ったはずの俺が今、レイマール商会に姿を現すと話がややこしくなってしまう。

　まあ俺の動向なんて知らないかもしれないけれど、念のためだ。あと数日は待ったほうがよいだろう。

　そうしてのんびりだらだらとしている間に昼になり、俺は大家さんに今回の異世界旅の報告をするために伊勢崎邸へと向かうことにした。

　大家さんには報告なんて必要ないとは言われてはいるけれど、やはり大事なお孫さんを異世界に連れて行っているのだ。大人として保護者に報告をしないわけにはいかないだろう。

　そういうことで今回も手土産を片手に、伊勢崎邸を訪ねたのだった。




　ご近所の伊勢崎邸には徒歩で数分もかからないうちに到着。

　本日は伊勢崎さんは登校しており、伊勢崎邸には大家さんしかいなかった。

　このお宅は豪邸でお金持ちなのに、お手伝いさんなんて人もいない。伊勢崎さんと大家さんの二人っきりなのだ。

　俺を出迎えてくれた大家さんからは思ったとおり「報告なんていらないよ」と面倒くさそうに言われたのだが、俺の持ってきた手土産には興味を示してくれた。やはり手土産は大事だね。





◇◇◇






「アレは前に貰ったドブネズミの肉よりも美味いのかい？」

　客間にて、俺がお土産に渡したグレートボアについて大家さんが問いかける。

「大家さん、ドブネズミじゃなくて土ネズミです」

「なんだい、細かいねえ」

　口を尖とがらせる大家さんだが、ドブネズミでは魔物ではなく、ただの不衛生な小動物になってしまう。ここはこだわらせていただきたい。

「とにかく、その土ネズミよりも美味しかったですよ。土ネズミは庶民の間でも親しまれている食材なんですが、グレートボアは異世界でも高級な食材で、貴族や成功した商人といった富裕層が好んで食べるそうです」

「ふうん。わざわざそんな良い物を手土産にだなんて、あんた無理したんじゃないだろうね？　アタシのようなババアにそこまでの気遣いは不要だよ？」

「それがまあ……いろいろとあって、商会の人からタダでたくさんもらったんです。そのお裾分けですから、気にしないでください」

「ヒュー、その辺りの話は面白そうだね。それじゃせっかくだから話してもらおうか」

　口笛を吹き、ニヤリと笑う大家さん。

　どうやら当初の予定どおり、大家さんへの報告の義務を果たせそうでなによりだよ。





◇◇◇






「──貴族の令嬢を暗殺にきた連中を返り討ちにして、アースドラゴンってのをぶっ殺したってワケかい？　やるじゃん松まつ永なが君」

「ええ、まあ運が良かっただけですけどね」

「なに言ってるんだい。たしかに松永君と暗殺者の相性はよかったかもしれないけれど、あんたの才能と機転、度胸があったからこそ聖せい奈なと貴族の令嬢を守ることができたんだ。そういうのは運とは言わないよ。ヘイ、ユー。男がやり切った仕事にはしっかりと胸を張るんだね」

「は、はいっ」

　大家さんに指を差され、ビシッと背筋を伸ばす俺。

　俺は学生の頃からお世話になっている大家さんには逆らえないのだ。

　大家さんは満足げにうなずき、話を続ける。

「グッド。それじゃあそのアースドラゴンの肉なんかもあるのかい？」

「いやーそれがアースドラゴンの肉は食べられないらしいんです。とにかく固くて何にも使えないそうなので焼却処分するしかないらしいですよ」

「へえ、そいつは残念。……しかし竜殺しか。まさに神話のような話だね。超クールじゃん、ドラゴンスレイヤー松永君？」

　そう言って、からかうように口の端を吊り上げる大家さん。ドラゴンスレイヤーと言われて喜ぶような歳でもないので、なんだか気恥ずかしい。

「いやいや、やめてくださいよ。とにかく、そのアースドラゴンを商会に売っぱらったんですけど、今回持ってきたグレートボアの肉は、その代金とは別にサービスでもらったものなんです」

「なるほど、そういうことかい。相変わらず異世界でのお金稼ぎは順調のようじゃないか」

「はあ、まあ日本では相変わらずただの無職なんですけどね……」

「こっちでの金策なんて、いつかポロリと転がりこんでくるさね。そんなことより松永君も聖奈も楽しそうでなによりだ」

　暗殺者に襲撃されたのを「楽しそうでなにより」で片付けるのはいかがなものかと思わないでもないけれど、大家さんは心底嬉うれしそうに肩を揺らす。

　そうしてふと部屋の時計を確認すると、スクッと席を立った。

「……さてと、そろそろ頃合いかね。それじゃあ少しだけグレートボアとやらの味見をしてみようか」

　そのまま客間を後にする大家さん。

　俺を客間に案内した後、大家さんは手早くグレートボアの肉を切り分けて料理していたみたいなんだけど、いったいどんな料理を作っていたんだろう。








14　ローストボア









　大家さんはお盆を持ってすぐに戻ってきた。

　お盆の中には薄いまな板が置かれ、そこには表面がほんのりと茶色に色づいたグレートボアの肉塊が載せられている。

「グレートボアのローストビーフ……じゃなくてローストボアになるのかね。どうだい、松永君も食べるだろう？」

「あ、いただきます」

　俺は『焼く』か『鍋の具材』にするくらいしか調理法を考えてなかったけれど、ローストボアとはさすがは大家さんだ。ここはご相伴にあずかろう。

　まな板をテーブルの上に置いた大家さんは、さっそくナイフをローストボアを差し込んだ。

「……へえ、少しは硬くなると思っていたんだけど、まるで生肉のままのような柔らかさだ。肉が柔らかいのは美味いローストの必須条件だからね、こいつは期待できそうだよ」

　片眉をピクリと上げて、嬉しそうにつぶやく大家さん。

　そうして大家さんはサクサクとローストボアを切り分け、俺の前に差し出してくれた。

「いちおう味付けに岩塩も持ってきたよ。こいつで食べてみてくれるかい」

　いつものように、まずはお客さんからということらしい。

　それではご厚意に甘えてお先にいただくとしよう。

　俺は薄く切られたローストボアの表面に岩塩を軽く振りかけると、箸でつまんで口の中に入れた。

　その瞬間──

「ふおおおおお……肉が溶ける、とろける……」

　嚙まずとも口の温度でとろりと崩れていくローストボア。

　焼いて食べたときも美味しかったけれど、それとはまた違う食感だ。

　溶けた肉汁の旨うま味みがまるで蒸気のように口の中いっぱいに広がっていき、すごく幸せな気分になってくる。

　居酒屋やスーパーでローストビーフを食べたことくらいはあるけれど、そういったものとは段違いだね。さすが異世界の食材である。

　しかし、こちらの世界でたくさんの高級料理を食べてきた大家さんはどうなのだろう。

　土ネズミレベルの食べ物はこの世界にもあったらしいのだが──

　俺は今まさにローストボアをこくりと飲み込んだ大家さんの様子をちらりと窺うかがった。

「へえ……こいつはアタシも食べたことのないような代物だよ。大したもんだ」

　目を細め、感心したように口元を緩める大家さん。

　どうやらお金持ちの大家さんでも、食べたことのないレベルの食材らしい。

　別に勝負していたわけじゃないけれど、なんだか大家さんに勝ったような気がして少し気分がいいね。

　それから俺と大家さんは無言で二口、三口とローストボアを食べていき──

　大家さんは一度箸を置くと、考え込むように顎に手を添えた。

「あの……？　どうかしましたか？」

　俺の声に大家さんが顔を上げる。

「松永君、ひとつお願いがあるんだけどね」

「あ、はい。俺にできることでしたらなんでも言ってください」

「アタシが頂いた物だというのに、不義理にも程があると思うんだが……少しだけ、この肉をよそにお裾分けしてやってもいいかい？　実は食い道楽の義理の弟がいるんだけど、そろそろお迎えが近そうでね。これほどの美味い肉なら、あの義弟の冥土の土産には十分すぎるだろうからさ」

「ああ、なんだそんなことですか。もちろんいいですよ」

「感謝するよ、松永君。この借りは必ず返すからね」

「いえいえ、気にしないでください」

　今までさんざんお世話になっているのだ。これで俺の借りが少しでも返せればそれでいい。

　そんなことを思いながら、再びローストボアを口に運んでいると、大家さんがお茶を一口飲むなり俺に言った。

「さて、聖奈もそろそろ帰ってくるだろうし、そいつを食べ終わったら松永君も準備しなよ。あんたも義弟のお見舞いに連れていくからさ」

「えっ、俺もその義理の弟さんのお見舞いに行くんですか？」

「ああ。まあ悪いようにはさせないよ。美味い物を食わせてやったのはこの松永君なんだと、アイツに恩を着せてやるだけさね。義弟は手広く商売をやっていたし、もしかしたらあんたの金策の手助けになるかもしれないよ」

　ニヤリと笑って答える大家さん。

　ううむ、日本での金策については俺の抱える最大の問題なんだよな……。

　お偉方に会うのは気が進まないけれど、そういうことなら、ついていった方がよさそうだ。同じくＶＩＰらしい相原のお爺さんに会う予行練習にもなるだろうし。

「わかりました。お供します」

「よし、それじゃあとりあえず肉を食っちまおうか」

　そうして俺と大家さんはローストボアを平らげたのだった。

　その後、俺がいったん自宅に戻りスーツに着替え、伊勢崎邸にとんぼ返りすると──




「お婆ばあ様、ただいま戻りました」

　伊勢崎さんが学園から帰ってきた。

　授業が終わるには早い時間帯なのだが、もともと今日は早退して義弟さんのお見舞いについて行く予定だったらしい。

「おじさま！　どうかされたんですか？　あっ、あっ、もしかして私に会いに来てくださったとか……？」

　客間にいた俺を見て、伊勢崎さんがもじもじと体を揺らしながら尋ねる。

「いやあそれがさ、いろいろとあって俺もお見舞いに付き合うことになったんだよ」

「あら、そうなのですか……。──えっ？　どうしておじさまが重じゅう蔵ぞうお爺様のお見舞いに？」

　目を丸くした伊勢崎さんに大家さんが答える。

「松永君から貰った手土産を重蔵に食わせてやるのさ。そしたら松永君を紹介しないわけにはいかないだろう？　わかったらお前も早く準備をするんだね」

「よくわからないですけど、おじさまも一緒に行ってくださることはわかりました！　それではさっそく準備しますね！」

　びゅーんと客間から去っていく伊勢崎さんと、それをやれやれと肩をすくめながら見送る大家さん。

　ちなみに大家さんはいつものロックなファッションとは違い、久々の和服姿で髪も整えている。

　なんだか昔に戻ったみたいだよ、口調は今と変わんないけどね。

「それじゃ今のうちに車を呼んでくるからね」

　そう言い残し、大家さんが客間から出ていった。

　こうして俺は、なぜか伊勢崎さんの親戚のお見舞いに同行することになったのである。








15　城之内重蔵









　大家さんが呼んだハイヤーに乗り込み、俺たちは病院へと向かった。

　ハイヤーを待っている間に大家さんから聞いたのだけれど、入院中の城じょう之の内うち重蔵氏は兄弟の中でも特に大家さんの旦那さんと仲が良かったらしく、今なお大家さんからの信頼も篤あつい人物なのだそうだ。

　伊勢崎さんが異世界から生還を果たした後、彼女が大家さんの養子として内密に戸籍をアレコレできたのも、重蔵氏の協力が大きかったのだとかなんとか。

　つまり重蔵氏は伊勢崎さんの内情を知る、数少ない人物のひとりなのだ。

　ちなみに重蔵氏は大家さんの旦那さんの弟なので、伊勢崎さんからみれば大おお叔父おじにあたるのだが、彼女は重蔵氏のことを『重蔵お爺様』と呼んでいる。

　それはなぜかと尋ねてみたところ、伊勢崎さんは『おじさまとお呼びしたいのはおじさまだけですから』と答えたのだけれど、意味はよくわからなかった。




　そんなことを思い返している間に、先日まで毎日乗っていた馬車とは段違いの乗り心地のハイヤーが病院に到着。

　大家さんが病院の受付で二言三言言葉を交わすと、すぐに妙に礼儀正しい従業員さんがやってきて、俺たちを入院病棟へと案内してくれた。

　しばらく入院病棟を歩き、中央のエレベーターとは別のエレベーターに案内される俺たち。

　従業員さんに言われるままに乗り込んだエレベーターは、どんどん上へと昇っていくと──やがて最上階で止まった。

　そうして俺の目の前に広がったのは、これまでの無機質な病棟とはまったく違う、広々とした和風でモダンなロビーフロア。

　ここだけ見れば、病院じゃなくてただの高級和風旅館にしか見えない。

　相原のお爺さんもＶＩＰな個室に入院していると聞いてはいるが、こちらもさすがは城之内家の重鎮。ＶＩＰ待遇のお部屋に入院しているようだ。

　そして俺たちは従業員さんの案内で、ロビーをさらに奥へと進んでいく。

　病院の中なのに色鮮やかな鯉こいが泳いでいる池があったり、なぜかぽつんと小さな茶室が設置されていたりと、お金をかけすぎていて俺のような一般人にはよくわからないフロア。

　そんなフロアの壁際に点在するいくつかの扉を素通りしていき、やがて最奥の扉の前で従業員さんの足が止まった。どうやらここが目的地らしい。

「なにかございましたら、内線からご連絡くださいませ。それでは失礼いたします」

　テレビでしか見たことのない高級ホテルのホテルマンのような丁寧なお辞儀をして、従業員さんは去っていった。

「アタシだよ、早く入れとくれよ」

　そんなおハイソな雰囲気をぶち壊すように、大家さんが扉の横のインターホンにぞんざいに話しかけると、すぐに扉からカチャリと音が鳴った。

　どうやら今ので解錠されたらしい。

　そうして大家さんを先頭に、俺と伊勢崎さんも扉の向こうへと足を踏み入れたのだった。




　部屋の中もロビーと同じく、高級ホテルの一室と変わらないような様相だ。

　ここはリビングにあたるのだろうか、中央にはお高そうな分厚いテーブルと、落ち着いた色調の上品なソファーが置かれ、壁にはよくわからない風景画が掛けられている。

　さらに部屋の端にはバーカウンターまで設置されており、これまた見たことのないような酒瓶が棚にズラリと並べられていた。

　ここが病室というのがちょっと信じられない。

　これだけ豪華な個室なら、ここの室料一日分でウチの家賃が数カ月分支払えそうだよ。

　ちなみにウチのお家賃はとてもリーズナブル。大家さん本当にありがとう。

　そしてその大家さんはといえば、豪華なインテリアに目をくれることもなく、ふかふかの絨じゅう毯たんの上をまっすぐ歩いていく。

　やがて突き当たりの扉を無造作に開く大家さん。

　そこに目的のベッドルームがあった。

　ベッドルームでまず俺の目に入ったのは、向こうの壁際に大きく広がっているパノラマウィンドウ。その窓からは高い空と遠くまで延々と続く都市の風景が見える。

　夜にここから写真を撮ったなら、映ばえるスポットとしてイソスタでたくさんイイネが貰えそう。

　そして窓の傍そばでは背上げしたベッドに体を預け、こちらに顔を向ける老人がいた。

　彼が重蔵氏なのだろう。

　重蔵氏の腕には点滴の処置が施されてはいるものの顔色は悪くはなく、素人目には死期が近いようには見えない。

　そんな重蔵氏は俺たちを見つめて、しわくちゃの口元を皮肉げに歪ゆがめて笑った。

「……よう、お次は榛名義姉ねえさんか」

「なんだい重蔵。やたらと気疲れしているようじゃあないか」

「はは、わかるかい？　今日も何件か身内が見舞いにきたのだがな、どいつもこいつもワシがいつ死ぬか見定めに来ているようにしか見えんのだ。そりゃあウンザリするってもんだろう」

　ため息をつきながら答える重蔵氏。

　しかし大家さんは気にする様子もなく、近くの椅子にどっかりと腰を下ろした。

「そうかい、そういうことならよかったよ。今日は気晴らしになるような美味い食べ物を持ってきてやったからね。まだ胃の方は平気かい？」

「ああ、少しくらいなら大丈夫だ。それから……聖奈ちゃん。久しぶりだな、ずいぶんと綺麗になったじゃないか。それと……」

　話を区切り、重蔵氏の視線が伊勢崎さんから俺へと移る。

　その視線はあからさまに『コイツ誰だよ』と語っていた。

「お久しぶりです、重蔵お爺様。こちらのおじさまはおじさまです」

　にこりと笑みを浮かべて答える伊勢崎さん。

　いやいや、それじゃあ通じないと思うよ？

　案の定、ぽかんと口を開けた重蔵氏に俺は自己紹介をする。

「はじめまして。私は松永幸こう太た郎ろうと申します。こちらの大家さ──榛名さんの経営するマンションでお世話になっている者です」

「おっ、おう。そうか、わかった。聞いていると思うがワシは城之内重蔵。昔はともかく今はただの死にかけの年寄りだ。……それで、義姉さんところの店たな子こがどうしてここに？」

「ああ、今日はこの松永君から貰った土産をあんたにお裾分けしようと思ってね」

　大家さんが持ってきた鞄かばんをごそごそと探り、中からローストボアの包みを取り出した。

「聖奈、頼むよ」

　大家さんの言葉に伊勢崎さんがキッチンから食器を持ってきた。この個室にはキッチンまであるのだ。

　そして大家さんはその場でローストボアを切り分け、皿ごとズイッと重蔵氏の目の前に差し出す。

「食ってみな？　飛ぶぞ」

　そう言って大家さんがニヤリと笑ったのだった。








16　実食









　差し出されたローストボアの皿を前に、重蔵氏が渋い顔をした。

「あー……たしかにこれなら今のワシでも食えそうだし、お気遣いは痛み入るって話だけどな。だがこの際正直に言うとだ、ワシはローストはあんまり……」

　どうやら重蔵氏はローストは好みでないご様子。しかし大家さんは気にする素振りもなく、皿をぐいっと重蔵氏に押し付ける。

「いいから、ほれ食ってみな。それともアタシがあーんしてやらないと食えないのかい？」

　からかう口調の大家さんに、重蔵氏が心底嫌そうに顔をしかめた。

「やめてくれ。義姉さんにそんなことさせたら、あの世で兄さんにぶっ殺されちまう。あぁもう、わかったわかった、食うからよ」

　しぶしぶながらローストボアを箸でつまみ、あんぐりと口を開ける重蔵氏。

　だがつまらなそうに細めていた目は──

「…………!?」

　ローストボアを口に入れた瞬間に、クワッと見開かれることになった。

　重蔵氏は目を見開いたまま、ゆっくりと口の中で咀そ嚼しゃくしてゴクリと飲み込むと、無言で二枚目のローストボアをつまみ上げ、その表と裏をじろじろと観察する。

「む…………」

　しかし何もわからなかったのだろう、首をかしげた重蔵氏はそのまま再びローストボアを口の中に入れた。

　今度は味わうようにじっと目をつぶって食べる重蔵氏。

　しばらくして彼はそれを飲み込むと、ほうと息を漏らしながら次のローストボアに箸をつける。

　その後も無言でひたすら手と口を動かし、重蔵氏はあっと言う間に皿にあったすべてのローストボアを平らげたのだった。

　病床にいる老人にしては、非常に健けん啖たんだと言わざるを得ない。大家さんからは余命はあと半年ほどだと聞いてはいるのだけれど。

「……で、どうだったい？」

　ニヤニヤと口元を緩めながらの大家さんの問いかけに、箸を皿に置いた重蔵氏がおもむろに両手を上げた。

「降参だ。こんな美味いローストは食ったことがない。……いや、料理法は関係ないな。素材が別格すぎる。コイツはいったいどこのブランドの肉なんだ？」

「フン、アタシが料理したってのに失礼なヤツだね──と言いたいところだけど、あんたの言うとおりだから許してやるよ。松永君、どこの肉なのか詳しく説明してあげな」

　得意げに腕を組みながら俺に顔を向ける大家さん。

　大家さんから重蔵氏は伊勢崎さんの事情を知っていると聞いている。彼には異世界のことを伝えても問題ないだろう。

「今のはブランド肉ではなく、グレートボアの肉です」

「はあ、グレートボア？　ボアってことは猪いのししか。だがジビエにしては味が繊細だし、臭みもないな。産地はどこなんだ？」

「いえ、そういうことではなくて、グレートボアという名前の異世界の魔物なんです。向こうでは富裕層の間で好んで食べられてまして──」

「いやいや、待った待った」

　俺の言葉を遮さえぎり、重蔵氏がガシガシと頭をかいた。

「異世界？　異世界の魔物だと？」

「はい、そうですけど……」

「ええと……松永君と言ったか。産地が言えないなら別に異世界だなんてごまかさなくても、秘密ということで構わんぞ。ワシとて守秘義務が課せられている食材が、この世にはごまんとあることくらいは知っておる。それを君から無理に聞き出そうなんてことはしない。だから安心してほしい……ま、残念ではあるがな」

　どっかりと背中をベッドに預け、諦め顔で顎をさする重蔵氏。

　うーん？　重蔵氏はなにか勘違いしてそうだ。

「いえ、ごまかしているわけではなくて、本当に異世界の魔物なんですよ。まあお世話になった商会で貰った物ですので、産地とかどこで狩られた物なのかまでは私も知らないんですけど」

　だが重蔵氏は眉間にシワを寄せると、面倒くさそうにひらひらと手を振った。

「そういうのはいい。それ以上しつこいと笑えなくなる」

　ぷいっと窓の方を向き、重蔵氏はあからさまに不機嫌になってしまった。

　……え？　あれあれあれ？　重蔵氏って伊勢崎さんの事情を知っているんじゃなかったっけ？　これは一体どういうこと？

　俺はすがるように大家さんに視線を向けた。ひょいと肩をすくめる大家さん。

「松永君、実はね、コイツはずうっとこうなんだよ。聖奈が異世界に行ったことを未いまだに信じちゃいないんだ。なにかのショックで記憶が混乱していると思い込んでるんだよ。笑えるだろう？　ザッツソーファニー、オウイェ」

　しかしそんな大家さんの手厳しい言葉を受けても、重蔵氏は気遣うような目で俺の隣にいる伊勢崎さんを見つめた。

「聖奈ちゃんは髪の色が変わってしまうほど強いショックを受けたんだ。心の防衛本能ってヤツが別の記憶を作り出したって仕方ないだろうし、それに義姉さんが寄り添うのは構わんとは思うよ。……しかし、しかしだな。義姉さんだけならともかく──」

　そこで重蔵氏は俺に顔を向けると、これまでとは違うドスの効いた低い声を発した。

「お前さんは一体どういうつもりだ？　……まさか異世界を信じる振りをして、義姉さんと聖奈ちゃんに取り入ろうって算段じゃねえだろうな？」

　余命いくばくもない老人とは思えない、鋭い光を宿した目で俺をにらむ重蔵氏。

「そのためにワシが食ったこともないような美味い肉をどこからか仕入れてきたのだとしたら、ずいぶんと手が込んだことをしやがるじゃねえか。……だがな、この二人はワシが兄さんからくれぐれも頼むと任された大事な親族だ。お前さんがそのつもりならワシにも考えがある。言動にはくれぐれも気をつけることだな」

　含みを持たせた言い方で、ゆっくりと嚙みしめるように俺に話しかける重蔵氏。

　さすがは城之内家の重鎮だ。

　声を荒らげているわけではないのに、なんとも言えない凄みと迫力がある。やましい心当たりがある者ならば、重蔵氏の言葉にきっと心底震え上がることだろう。

　もちろん俺にはやましいところはないので、震え上がったりはしないけど。

　それに落ち着いて考えてみると、重蔵氏の言い分もわからないではないんだよね。

　むしろ異世界があるってすんなり信じた大家さんの方が、ちょっと普通じゃない気がする。

　とはいえ……さすがに重蔵氏から詐欺師のように誤解されたままでは困る。

　さて、どうしようかな？　と思ったところで──

　──俺を射抜くような重蔵氏の視線を遮るように、目の前にゆらりと人影が現れた。

　それはここまで一言も話さずに黙っていた、伊勢崎さんであった。
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「重蔵お爺様……止めてください。これ以上、私のおじさまに対する暴言を許しません。……ええ、絶対に許さない」

　そんな彼女の静かな怒りをにじませたような声色に、さすがの重蔵氏も動揺したのだろうか。彼は目を泳がせながら言い繕つくろうように答える。

「い、いや、ワシは聖奈ちゃんのためを思って言っておるのだ。たしかにまだ若い聖奈ちゃんからすればワシの言葉は煩わずらわしく感じるかもしれん。……だがな、この世には甘い汁を吸おうと卑いやしく蠢うごめくカスのような輩やからがいくらでもいるのだ。こういうのは一度きつく言い聞かせておいたほうがだな──」

「おじさまは私を騙したり利用したりするような方じゃありません。むしろいいように扱ってくださった方が嬉し──コホン、とにかくですね、私はおじさまに絶対の信頼を置いているのです。これは未来永えい劫ごう変わりません」

　政財界へも影響があるという大物、城之内重蔵氏を前にして、ピシャリと言い放つ伊勢崎さん。

　彼女が俺をここまで信頼してくれているのは嬉しい……んだけど、俺はただのおっさんだよ？　さすがに過剰な信頼のような気がしないでもない。

　そしてそんな伊勢崎さんの反論に、重蔵氏は困ったように眉を下げ、ため息混じりに語りかけるのだった。

「はあ……。聖奈ちゃん、今はまだいいだろうが、そろそろ現実と向き合うことも大事だぞ。少しずつでいい、世の中を見て、常識を学び、健やかに心を癒やしてくれ。そうでないとこの松永のように異世界などというまやかしを餌に、取り入ろうとする男がこれからも──」

　つらつらと語る重蔵氏に伊勢崎さんがぼそりとつぶやく。

「……これ以上の暴言は許さないと言ったはずです……」

　彼女の肩がぷるぷると震え始めた。

　その背中からは黒いオーラが揺らめいて視みえるのは気のせいだろうか。

「──おじさま……お手をお借りしてもいいですか？」

　ふいに伊勢崎さんが俺に振り返った。

　その表情には感情がまったく見えず、端正な顔も相まってまるで精巧な人形のようだ。

「ええと、その……伊勢崎さん？　いったい何をするつもりなのかな……？」

　差し出された手を握ることなく俺は尋ねる。

　すると伊勢崎さんがなんてことのないようにあっさりと答えた。

「少し重蔵お爺様をわからせて差し上げようかと。そうですね……【光雷ライトニングボルト】でも撃ち込めば、きっとわかってもらえると思います」

「いやいや、それじゃ死んじゃうでしょ!?」

【光雷ライトニングボルト】はたしか伊勢崎さんがレヴィーリア様におしおきしたときの魔法だ。

　その直撃を受けたレヴィーリア様は幸せそうにビクンビクンとしていたけれど、アレは例外中の例外だろう。

「うふふっ、大丈夫です。さんざんレヴィに撃っていましたし、今の私にかかればギリギリのラインを攻めることも可能ですよ」

「と言っても万が一だってあるかもしれないじゃないか。というか、そんなことよりも……。ほら、しっかり理解してもらえて、そのうえ喜んでもらえる魔法がひとつあるじゃないか。そっちにしようよ」

「ですが……」

「伊勢崎さんも元々はそのつもりだったんじゃないの？　病院に行く前から俺になにか言いたそうにしていたじゃないか」

　伊勢崎さんは元大聖女。

　そしてお世話になった重蔵氏は病魔に冒され余命いくばくもない。

　心優しい伊勢崎さんのことだ。きっと頭の中には重蔵氏に唱えてあげたい魔法がひとつあったはず。

　しかし伊勢崎さんは俺が魔力を供給しないと魔法が使えない。

　魔法を使うことで俺になにか迷惑がかかると思ったのだろう。彼女がなかなか言い出せない様子はみてとれた。

　少し話をしてから背中を押してあげようと思っていたのだけれど。

　伊勢崎さんは硬い声でつぶやく。

「たしかにおじさまの言うとおり、私にもそのつもりがありました。ですけれど……さすがにここまでおじさまを侮辱されると、私も気が変わってくるといいますか……」

　暗い瞳で重蔵氏を見つめる伊勢崎さん。明らかに伊勢崎さんは怒っている。

　俺のために怒ってくれるのは嬉しくもあるけれど、ここは穏便に済ませたいところだよ。

　そんな時──

「ヘイ、聖奈。クールダウンだ」

　大家さんの鶴の一声が飛んできた。

「よく考えてみな。ここで貸しでも作ってやれば、後々このジジイを扱いやすくなる。そしてこき使って搾しぼり取ってやればいいのさ。そっちのほうが──松永君のためになるだろう？」

　大家さんの言葉に、伊勢崎さんは顎に手を添えながらうつむいた。

　髪に隠れてその表情は見えないけれど、ここは俺からも言っておいたほうがよさそうだ。

「そのほうがいいよ。それにお世話になったのなら、ここでお返しもしておこう。ね？」

　すると伊勢崎さんがスッと顔を上げた。

　その顔は普段どおりの伊勢崎さんだ。瞳にも光が宿ったようにも見える。

「おじさま、お婆様……。たしかにお二人のおっしゃるとおりですね。私は少し頭に血が上っていたようです。申し訳ございませんでした。……それではおじさま、お手を」

「うん」

　俺は今度こそ伊勢崎さんの手を握る。するとそこで重蔵氏。

「お？　なんだ、いきなり手なんか繫ぎやがって。いい歳こいた男が女子高生の手なんか触ってるんじゃあない」

　再び光を失った瞳で俺を見る伊勢崎さん。

「おじさま、やはり【光雷ライトニングボルト】を……」

「だめだめ」

「むう……」

　口を尖らせた伊勢崎さんは、手を繫いだまま重蔵氏に向き合った。

「最初に言っておきますが、これはおじさまあっての魔法です。おじさまに最大限の感謝をなさってくださいね？　ではいきます──」

「お？　お？　何をするつもりだ？　なあ、聖奈ちゃん。少し目が怖いんだが……」

　ベッドに腰掛けたまま後ずさる重蔵氏。それを追いかけるように手を前へと差し出す伊勢崎さん。彼女が言葉を放つ。

「【治癒ヒール】」

　その瞬間、柔らかな光がベッドルーム中に広がっていったのだった。
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「オウイエ、イッツファンタスティーーック!!」

　ベッドルームに広がっていく柔らかな光に大家さんが感嘆の声を上げる中、当の重蔵氏は目を大きく見開いたまま、光に包まれる自分の体を凝視していた。

「こ、これは一体…………!?」

「かなりの魔力が消費されていくのを感じます。重蔵お爺様ったら本当に重症だったのですね……。このような状態で毅き然ぜんした態度を取られていたことだけは感服します」

　伊勢崎さんが【治癒ヒール】の光を放ちながら冷静な声でつぶやく。

　さらにボソリと「【光雷ライトニングボルト】を撃たなくてよかったかも。撃っていたら今頃は──」なんて声も聞こえたのだけれど、うん、聞かなかったことにしよう。

　そうしてしばらく経たち、【治癒ヒール】の光がふわりと霧散していった。

　残光を見届けた伊勢崎さんは俺からそっと手を離すと、探るような目つきで重蔵氏を見つめる。

「重蔵お爺様……それで、お体の具合はいかがですか？」

「む？　具合もなにも以前と──いや……こ、これはっ!?」

　ベッドからがばりと体を起こし、自分の腕をぐるっと回したり体をべたべたと触り始める重蔵氏。やがて彼は驚きの混じったかすれた声を漏らす。

「……か、身体からだの痛みやダルさが……消えて……いる……のか？　バカなありえん！　こ、これは一体どういうことなのだ……!?」

　それを聞いた伊勢崎さんは俺の隣にぴったりと並ぶと、得意げにむんっと胸を張った。

「回復魔法【治癒ヒール】で重蔵お爺様の病魔を取り除きました。この魔法はおじさまのお力あっての賜たま物ものなのです。どうですか重蔵お爺様？　おじさまはすごいでしょう!?　そのことを重蔵お爺様も今すぐお認めになったほうがよろしいかと思うのです！　そうですよね、わかります。でしたらほら、私に続いて復唱してくださいませ。『おじさまはすごい！』さあ、どうぞ！　さあ！」

　いやいや、変なことを重蔵氏にやらせるのは止めてよね？　というか回復魔法は伊勢崎さんの力だし、俺はその手助けをしているだけだよ。

　そしてそんなよくわからない伊勢崎さんの言動に対して重蔵氏は、

「こ、これが魔法、魔法だと言うのか!?　だからそういう妄想は止め……いや、しかしこれは……ワシの身体はたしかに……ま、まさかそんなバカなことが……だが……」

　さすがに混乱しているようだ。頭を抱えながらぶつぶつと言葉にならない言葉を口にしている。

「ヘイユー。年寄りの固いアタマをアプデするには時間がかかるものなのさ。だからしばらくはそっとしておいてやるんだね。レッツチルアウト」

　ひょいと肩をすくめる大家さん。

　そういう大家さんは伊勢崎さんの異世界の話をすんなりと信じたと聞いてはいるんだけどね。しかし本来ならたしかにそのとおりだ。

　ここはゆっくりじっくりと時間をかけて、彼にリラックスしてもらいつつ魔法への理解を深めてもらったほうがいいだろう。

　俺は重蔵氏になるべくやさしく話しかける。

「あの、城之内さん。よろしければお茶でも飲んで落ち着きませんか？　お口に合えばいいんですけど」

「む、おぉ……？　こ、今度はなんだというのだ？」

　未まだ焦点の定まらない目でこちらを見上げる重蔵氏に、俺は【収納ストレージ】からお茶のペットボトルを取り出してそっと差し出した。

　だがそれを見て、重蔵氏はあんぐりと口を開ける。

「はぁっ!?　なっ、なぜいきなり茶が!?　て、手品？　……い、いや、たしかにワシには空間から突然出てきたように見え……」

「はい、これは時空魔法というものです。いろいろと保管ができて、すごく便利なんですよ。ほら、見てください」

　俺はさらに【収納ストレージ】から紙コップを取り出して、重蔵氏に見せてあげた。

「とりあえずお茶でも飲みましょう。……あっ、それともやっぱりペットボトルのお茶はお気に召しませんか？」

　ＶＩＰな人物にコンビニで買ってきたペットボトルのお茶は失礼だったろうか。

　だがそんな俺の心配をよそに重蔵氏は乾いた声を上げる。

「は、ははっ……そうか、魔法か。これが……魔法なんだな、なるほど、なるほど。うむ。ははは……あは……はははは……」

　うつろな目で天井を見上げたまま、ぐったりとベッドに横たわる重蔵氏。

　彼はそのまま枕に頭を沈めると、目と口を大きく開いたままピクリとも動かなくなってしまった。

　そしてそんな様子に大家さんは「あんたがトドメを刺してどうすんだい」と呆れた声を漏らしたのだった。
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「──松永君には本当に失礼なことを言ってしまった。誠に申し訳ない！」

「いやいや、いいですって。城之内さんの心配は当然だと思います。だからもう頭を上げてください！」

「いや、ワシに弁解の余地なぞない！　そんなワシが心からの反省を示すには、最も早はやこの方法しかないのだ。松永君、それに聖奈ちゃん。本当に済まなかった！　このとおりだ！」

　重蔵氏が頭を振りかぶる。

　そしてゴンッ！　と何度目かになる床に頭を叩きつける音が部屋に響いたのだった──





◇◇◇






　ことの始まりは、重蔵氏が【収納ストレージ】を見て茫ぼう然ぜん自じ失しつに陥おちいってから、しばらく時間が過ぎた頃。

　未だ重蔵氏はベッドで天井を見つめながらぶつぶつとつぶやき続け、どう見ても正気には見えない。

　大家さんは放っておけと言うのだけれど、これは看護師さんを呼んだほうがいいんじゃないか？　などと思った矢先、重蔵氏は突然むくりとベッドから身体を起こした。

　彼はそのまま俺たちに顔を向けると、どこか晴れ晴れとした表情で魔法の存在を認めると表明し、自らの腕の点滴を引き抜いたのだった。

　そうして重蔵氏は立ち上がると、俺たちを応接室へと案内した。

　彼の案内に従って応接室へと入る俺たち。

　すると彼は突然振り返り、俺の足元で土下座をして頭を床に叩きつけたわけである。




　──それからずいぶんと長い間、土下座状態が続いている。

　伊勢崎さんはまだ不満げにそっぽを向きながら腕を組み、大家さんはキッチンで勝手に沸かしたお茶を飲みながら落ち着いた様子。

　そして俺はといえば、こんなお偉方に土下座されるだなんてただただ心臓に悪いだけなので、ずっとオロオロとしているわけである。

　しかし何度頭を上げるように言っても、重蔵氏は頑かたくなに頭を上げようとしない。

　そんな中、お茶を飲み終わった大家さんが、湯吞みをテーブルに静かに置いて重蔵氏に声をかけた。

「重蔵、もう気は済んだかい？　あんたがそんな有あり様さまだと、アタシらもまともに話ができないんだよ。本当に反省したというなら、そろそろこっちの都合に合わせるんだね」

「ほ、ほら、大家さんもそう言ってますし、俺はなんとも思ってませんけれど、許せというなら許します。ですから……ね？」

「重蔵お爺様。おじさまがお許しになられたのなら私も許します」

「そ、そういうことなら……。このたびは本当に済まなかった……このとおりだ」

　大家さんに続いて俺と伊勢崎さんも言葉を重ねると、重蔵氏は立ち上がってもう一度頭を下げ、そしてようやくソファーに腰掛けたのだった。




　それから俺たちは改めて、伊勢崎さんが異世界に転移してからのいきさつを重蔵氏に話した。

　一度信じてしまったせいか、今度は俺が拍子抜けするほどあっさりと重蔵氏は異世界での話を信じてくれた。

「しかし異世界か……。世界というのはまだまだ広がっておったのだな……」

　重蔵氏が顎をこすりながら感慨深げにつぶやく。

「そういうことさね。けれど絶対に口外なんかするんじゃないよ。オーケイ？」

「義姉さん、そのくらいは言われずともわかっているとも。しかし松永君はこれからどうするつもりだ？」

「え？　どうすると言いますと……？」

「君ほどの力があれば富も名声も思うがままだろう？　君が今後どのように生きていくのか、ワシとしては興味が尽きんよ」

　じっと俺の目を見つめる重蔵氏。

　まるで心の奥底まで覗き込まれているようで、俺は思わず顔を引いた。

「いえいえ、とんでもない！　俺は日々を平凡に暮らしていければそれで十分でして……。もちろんせっかくですし、ある程度の贅ぜい沢たくはしたいなあとは思いますけど」

「ふむ、欲のないことだ。……しかし、それが賢明なのかもしれんな。大いなる力には、大いなる責任が伴う。そうなるのがこの世の理ことわりというものだ。最初の頃は力を振るうことに心地よさを感じるだろうが、いつの間にか責任の方が重くのしかかり、煩わずらわしくなってくるものよ」

　重蔵氏は俺から視線を外し、遠くを見ながら語る。

　重蔵氏ほどの人物なら、色々な苦労も経験してきたことだろう。

「だが松永君、なにかやりたいことができたなら、いつでもワシを頼ってほしい。君と聖奈ちゃんはワシの命の恩人でもあるのだからな。……しかし、ええと、それとは別にだな……」

　言いにくそうに口をもごもごとさせる重蔵氏。

「あの、どうかしましたか？」

「その……グレートボアの肉が大変美味かった。また食いたいのだが、融ゆう通ずうはしてはもらえないだろうか……？　もちろん君の言い値で支払わせてもらおう。体調が戻ったせいか、とにかく美味いものを腹いっぱい食いたくてな……」

「そういうことでしたら是非」

　渡りに船とはこのことだ。

　元々こういったコネが欲しくて重蔵氏と接触したのだからね。

　それを向こうから言い出してくれるのは、ありがたいことだよ。どのくらいの値段で売ればいいかは後で大家さんと相談しよう。

「しかし重蔵、あんたは死にかけだったんだ。いきなり食い道楽を再開すると、医者に変に思われるんじゃないかい？」

　からかうように口を歪める大家さんに、重蔵氏は苦笑を浮かべた。

「まあその辺りはうまくやるとも。そもそもこの病室は病気でもないような連中が身を隠すのにも使う場所だ。重病人のはずが、専属シェフをつけたり毎日のように愛人を呼びつけたりする連中だって──いや、なんでもない」

　ゴホンと咳せき払ばらいした重蔵氏はさらに言葉を続ける。

「とにかく……金さえ払っておけば、後はどうとでもなるということだ。担当医には相当驚かれることになるだろうが……そうだな、神の奇跡が起きたとでも言い張ってやるか」

　口の端を吊り上げた重蔵氏は、貫かん禄ろく十分にソファーに腰を沈めるのだった。





◇◇◇






　重蔵氏の見舞いから数日が経った。

　そろそろレヴィーリア様も領都からグランダに戻った頃合いだろうし、俺がグランダに家具や魔道具を買いに行っても変に思われることはないと思う。

　楽しい楽しい異世界ショッピングへと繰り出したいところだけれど、俺としては面倒なことは先に済ませておきたい。

　面倒とは──もちろん例の相原のお爺さんとの面会の件だ。とにかくコレを終わらせないことには、俺の気が休まることはないからね。

　そして……今日がついに相原のお爺さんとの面会の日なのである。

　俺は相原との待ち合わせの駅へと向かった。

　そこは奇くしくも、重蔵氏の入院している病院の最寄り駅だった。








20　相原とお見舞い









「ちーっすセンパーイ。今日はよろしくー」

　俺が待ち合わせ場所で突っ立っていると、相原が手をひらひらと振りながら小走りでやって来た。

　会社では毎日のように顔を合わせていた相原だが、私服姿を見るのはこれが初めてのような気がする。

　今日の相原はボーダーのシャツにクリーム色のジャケットを羽織り、黒のショートパンツといった装よそおい。

　もっとギャルっぽい派手めの格好で来ると思っていたのだが、意外と落ち着いた服装だった。

　そんな相原は俺を上から下までゆっくりと見つめると、安心したように大きく息を吐く。

「あーよかった。ちゃんと普通のカッコで来たんすね。センパイからチャラ男になるとか聞いたときは、正直なに言ってんのか意味わかんなかったんすけど」

　そうなのだ。俺は今回の面会にあたり、「ウェーイ」や「マジ卍」の似合う立派なチャラ男を演じるつもりだった。

　しかし俺には類たぐいまれな演技力があっても、チャラ男のファッションまではよくわからない。

　そこで俺よりは詳しいはずの相原に相談してみたのだけれど、相原から「いや普段のカッコでいいっすから……」となぜか若干引き気味で言われてしまったのだ。

　俺の役者魂に火がついていただけにちょっぴり残念ではあるのだけれど、クライアントの意向ならば仕方がない。

　そういうわけで今日の俺はありのままの俺である。

「まあセンパイのやる気は買うっすけど、キャラを作ったところで長く付き合えば絶対にボロが出ると思うんすよねー」

「長く付き合うもなにも、会うのは今日だけだろう？」

「そ、それは長い面会に付き合うかもって意味っす！　と、とにかく打ち合わせどおり、ウソはなるべく少なめでいきましょ？　ジーチャンにはフツーに無職のセンパイって紹介しますんで、そういうことでヨロー」

「……なあ、やっぱりさ、その無職ってところだけでも変えておかないか？　病床のお爺さんも、孫が無職の彼氏なんかを連れてきたら、余計に心労が募つのるだろ？」

　彼氏が無職と紹介されて喜ぶ爺さんはいないと思う。

　だがそこで相原はなぜか嬉しそうに口元をほころばせた。

「ふふっ、いやーそれがセンパイ。こないだジーチャンに連絡をとってみたら、なんか知らんけどめちゃ体調がよくなったらしーんすよ。ジーチャンってば『ワシは百歳まで生きる！』とか息巻いてましたし、そのへんは気にしないでよさそーなんです」

「えっ、そうなんだ？　それは本当によかったじゃないか、おめでとう。……あっ、でもそれなら俺がもう偽彼氏役をする必要もなくないか？　お爺さんが百歳になるまでにお前が本当の彼氏を見つけたらいいだけなんだし」

　もともとお爺さんが生きてるうちに相原の彼氏を見せてやりたいという話だったからな。

　俺としても偽彼氏役なんて、やらないで済むならやりたくはない。

　しかし相原は呆れたようにジト目をすると、ひったくるように俺の手を握った。

　まるで子供のように体温の高い手のひらが、やや緊張気味の俺の手をじんわりと温める。

「センパイ、なーに往生際の悪いこと言ってるんすか。元気になったらなったで、ジーチャンをさらに喜ばせてあげたいっしょ？　それがジーチャン孝行ってヤツっす。だから予定に変更はないですから！　ほら、行きますよ！」

　そのまま俺の手を引っ張って、ズンズンと歩いていく相原。

　……まあ、ここまで来ていまさら引き返すのも悪いか。あんまり気が進まないけれど。

「はあ……わかったわかった。面会には行くよ。だから手を離してくれ」

　すると相原が振り返り、ニチャアと意地の悪い笑みを浮かべた。

「アレアレアレー？　センパイってば、ウチと手を繫いで照れちゃってんすか～？　意外とかわいいところあるんすね～」

「アホか、なんでお前と手を繫いで照れなきゃいけないんだ。いい歳こいた男が女の子と手を繫いでるのを周りに見られるのが恥ずかしいんだよ」

「えー。イチャイチャするのにトシなんか関係ないっしょ。ウチはカレシができたらイチャイチャベタベタするタイプっすから、ジーチャンの前でもこれくらいはやってもらわないと困りますよ？　……よし、そーいうことなら予行練習ってことで、このままいきましょー！　おー！」

「ああ、もう……好きにしてくれ」

　そのままグイグイと俺の手を引っ張りながら歩く相原。

　俺をからかうのがそんなに楽しいのか、相原は妙に上機嫌になりながら病院へと向かうのだった。








21　サプライズ









　そうして相原に手を繫がれたまま連れていかれたのは──ついこないだ、俺が伊勢崎家の二人と見舞いに訪れたあの病院だった。

　偶然といえば偶然なのだが、やはりＶＩＰ病室なんてモノはどこの病院にもあるってわけではないだろうし、ある程度は数が絞られてくるのだろう。

　そんなことを考えながら、俺は相原に声をかける。

「なあ、そろそろ手を離してくれよ。さすがに病院の中でも手を繫ぐのは恥ずかしすぎる」

「えぇーヘタレっすねーセンパイ。でもまー、そろそろ許してあげましょうかねー」

　ニヤニヤと口元を緩めながらもようやく相原が手を離す。

　なんとも湿った感覚に自分の手を見てみると、手が汗でべっちゃりとしていた。

　たぶん俺じゃなくて相原の汗だと思うけど。

「うはは、なんかすいませんね！　今日は暑いっすからねー！」

　そう言いながら胸元をパタパタ開いて風を送る相原。

　今日は冷え込んでるくらいのお天気なんだが、よく見たら相原は顔まで真っ赤だ。風邪でも引いてるのだろうか。

　とりあえずしばらく様子をみて、風邪を引いていそうなら、そのまま病院で診察してもらうよう勧めてみようかね。




　そうして俺たちは病院の受付へと向かった。

　相原が受付で事務員と話しながら書類にさらさらと署名をし、書き終わるとさっさと病棟の方へと歩いていく。

　先日の見舞いの時は従業員が個室まで案内してくれたのだが、どうやら相原はかなり見舞い慣れしているようでそういうのは断っているようだ。

　そして前回と同じエレベーターで前回と同じ最上階へ。

　エレベーターが開き、そこでは豪華な和風フロアが俺たちを待ち構えていた。

　やはりこの階に相原のお爺さんがいるようだ。

　この階にはいくつもの個室があるみたいだし、その中のどれかが相原のお爺さんの部屋なのだろう。

　そして俺は一度見たくらいでは飽き足りない豪華なフロアをキョロキョロと見回しながら、淀よどみなく真っ直ぐ歩く相原の背中についていった。

　やがて相原が足を止める。

　気がつけば俺たちはフロアの最奥に位置する──見覚えのある扉の前に立っていた。

　えっ、ちょっと待て。この部屋って──

　おもむろにインターホンを押そうとする相原の手を俺は慌てて掴つかんだ。

「ちょっ、なんすかセンパイ」

「お前のお爺さんってこの部屋にいるのか？」

「そうっす。この階で一番豪華な病室に住んでんすよ。マジめちゃ金持ちだと思いません？　なんかよくわからんけど高そうな絵とか、すっごいフワフワのソファーもありますし、アメニティもめちゃ充実してんすよね。いつも見舞い帰りにコーヒー豆とかもらって帰ってんですけど、アレもマジウマくてー」

　味を思い出しているのか、ぽわわんと表情を緩める相原に俺は改めて尋ねる。

「……なあ、相原。いまさらだけど……お前のお爺さんって、なんて名前なんだ？」

「あれ？　そういや言ってませんでしたっけ？　ジーチャンは城之内重蔵ってゆー名前っすよ。城之内グループって聞いたことないっすか？　あそこで偉い人をやってたみたいでー」

　城之内グループの城之内重蔵氏。

　ええ、とてもよく存じあげております──と言いたいところだったが、いきなりの衝撃の事実に俺の声は出てこなかった。

「なんすかセンパイ、思ってたよりも偉い人でちょっとビビってます？　大丈夫ですって、ワリとお茶目なところのあるジーチャンで、ウチとは友達みたいな関係なんすよ。──あっそうそう、サプライズでカレシ連れてくるの内緒にしてるんだった。とりまセンパイはちょっと離れてて」

　相原が棒立ちの俺をぐいっと押して、インターホンから離れさせる。

　そして相原はインターホンのボタンを押した。

「ジーチャーン。ウチがきたよー！　開けておくれ～い」

『おう、来たか莉緒！　今開けてやるから待っておれ！』

　重蔵氏の声がインターホン越しに聞こえる。

　以前会ったときよりも元気で張りのある声だ。可愛がってる孫が来たことでテンションが高いのだろう。

　俺の心の整理がつかないまま、無情にもドアが開いた。

　俺の立ち位置からは見えないが、どうやら重蔵氏自らが扉を開いてお出迎えのようだ。

　相原が顔をほころばせて声を上げる。

「ドア開けてくれるなんて初じゃん！　ジーチャン、マジで歩けるようになったのかよー！　ってかなにそのカッコー！」

「ウェーイ！　ワシもせっかく元気になったからな！　ジジイなりのサプライズってヤツだ！　マジ卍！　マジ卍！」

「ウハハハ！　マジ卍とか今どき誰も言わないって！　でもめちゃウケる！　てかウチもジーチャンにサプライズあるし！」

「む？　今の子はマジ卍を使わんのか!?　それはアレだ、チョベリバだな！　というか莉緒、サプライズってなんだ？」

「ニヒヒ、実はウチ、カレシができたんよ！　今から紹介するね！　ほらセンパイ、ご挨拶！」

　相原が俺の腕を引っ張り、扉の前へと連れ出した。

「おっ!?　莉緒がついに彼氏を連れてきてくれたのか！　ウェイウェイウェーイ！　ワシ、莉緒のジーチャンの重蔵！　気軽に重蔵ッチとでも呼んで……く、れ……？」

　そうして俺の目の前に現れたのはアロハシャツに身を包んだ、まるで亀○人みたいな姿の重蔵氏。

　彼はダブルピースをしたまま、俺を見て顔をこわばらせていた。

　きっと俺も同じ顔をしていることだろう。

「あ、あ、どうも……。今、ご紹介にあずかりました松永幸太郎です……」

「おっ、おう……ワシは重蔵ッチだ……」

　そうして俺と重蔵氏は見つめ合ったまま、しばらくフリーズしていたのだった。








22　重蔵ッチ









　見つめ合う俺とアロハシャツ姿の重蔵氏。

　それにしても、いかにも重鎮といったオーラをまとったあの老人が、一気にファンキーになったものだ。

　孫を喜ばせたくて形から入るあたり、血は繫がってなくても大家さんとよく似ている。……というか大家さんをパクったのかもしれない。

　そんなことを思いながらも俺、そして重蔵氏は、ドアの境界線を境に固まったまま立ち尽くしていた。

　いろんな感情が押し寄せてきて、なにを話せばいいのかわからないんだよね。おそらく重蔵氏もそうなのだろう。

　そんな膠こう着ちゃく状態を打破したのは、やはり相原だった。

　相原は俺と重蔵氏を交互に見つめながら片眉をにゅっと上げる。

「あれ？　なになに？　なんなんその反応？　……えっ、もしかして二人って知り合いだったりすんの？　ウッソ、マジでか！　ヤバッ!?」

　その言葉に素早く反応したのが重蔵氏。

「う、うむ。実はそうなのだ！　まさかこんなところで出会うことになるとは！　久しぶりだなあ松永君！」

「そっ、そうですね重蔵ッチ！」

　そこに俺も乗っかった。

　こんな反応をしておいて、知り合いじゃないというのはさすがに無理がある。

「ええーマジか！　ねーねー二人はどこで知り合ったん？」

「え、ええと、それは……だな。……数年前、ここに入院する前の話になるのだが、ワシが落とし物をしたことがあってな。それを親切にも届けてくれたのが松永君だった。それで礼代わりに一度食事を共にしたことがあるのだ！」

「そ、その節は美味しい食事をご馳ち走そうしていただき、ありがとうございました！」

　コクコクと頷き、さらに話を合わせる俺。

　しかし重蔵氏の説明には噓うそしかない。

　どうやら口ぶりからして、俺たちがつい先日知り合ったばかりというのは隠しておきたいようだ。

　たしかに重病人だった重蔵氏と俺が会うのは不自然すぎるし、相原に色々と尋ねられてしまうだろう。

　そうなるとさらに面倒なことになるのは間違いない。それをとっさに回避した重蔵氏、さすが頼りになる。

「うわヤバ、すっごい偶然じゃん！　んじゃセンパイもほら、遠慮しないで部屋入って！　中でゆっくりおしゃべりしましょーよ！」

「う、うむ。そうだな。入ってくれ」

　我が物顔の相原となんとか落ち着きを取り戻した重蔵氏に誘われて、俺は部屋の中へと招き入れられたのだった。





◇◇◇






　応接室のソファーで俺と相原はテーブルを挟んで重蔵氏と向かい合う。

　すでに準備万端だったようで、テーブルには香り豊かな湯気の立つコーヒーが用意されていた。

　さっそく相原が俺の方に手をひらひらさせながら口を開く。

「ジーチャン、もっかい紹介するけど、この人がウチのカレシの松永センパイ！　ウチが勤めてる会社のセンパイだった人なんだー」

「本当にすごい偶然だな……しかし先輩だったとはどういうことなんだ？」

「あー、センパイ会社辞めちゃったんよね。そのうち親戚の手伝いをするってのは聞いてるけど」

「むっ、松永君。君は無職だったのか？」

「え、ええ。そうなんです……」

　やはりいい歳こいた無職はなんとなく気まずい。しかし重蔵氏は特に気にした様子もなく軽くうなずく。

「ふむ……まあ君なら無職でもなんとでもなるだろうな。ワシは気にせんよ」

「ほらねセンパイ、ジーチャンは気にしないって言ったっしょ？　てかジーチャン、センパイの評価高くね？　マジレベチじゃん！」

「ふふっ、まあな。それにしても松永君が莉緒の彼氏だったとはなあ……。最近は世の中を広く感じたり狭く感じたりと忙しいわい」

　顎を撫でながら感慨深げに目を細める重蔵氏──

　──ここだ……！

　ここが俺の今後の分岐点だ！

　俺は腹にグッと力を込めると、重蔵氏を真正面に見据えながら声を上げた。

「あの、重蔵ッチ！」

「な、なんだ松永君。あとそれから──」

「実は俺、相原に彼氏役として連れてこられただけで、相原とは単なる先輩と後輩の間柄にすぎないんです！」

「──は？」

　突然の告白に目を見開く重蔵氏。相原が俺の肩を掴んで大声を上げた。

「ウワーーーーーー!!　ちょっ、センパイ！　なにイキナリ言っちゃってるんすか！　マジで意味わからんし！」

　ゆさゆさと肩を揺さぶる相原に、俺は静かに語りかける。

「すまん相原。しかしここでウソを貫き通すと、後で絶対にこじれる確信がある。俺はその心労に耐えられる気がしないんだ。それに正直そこまで面倒見きれんし」

「ウオオオオオオン！　そんな真っ直ぐな瞳でヘタれたこと言うなよクソーー！　この裏切り者ーー!!」

　たしかに相原には悪いと思うが、約束では今日限りの恋人関係でしかない。

　しかし重蔵氏は魔物肉を買い取ってくれる人物で、今後も付き合いがあるのだ。そんな人相手に孫の彼氏だとウソをつき続けるのは、どう考えたって無理だろうよ。

　俺は相原に揺らされたまま重蔵氏に顔を向けた。

「あの、相原は重蔵ッチを喜ばせたい一心で、俺なんかを彼氏に仕立て上げただけなんです。それはわかってあげてください」

「むう……」

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた重蔵氏だったが、気を取り直すように一度コーヒーに口をつけた後、相原にやさしく声をかけた。

「莉緒、ワシのためにやってくれたのだろう？　だからワシはがっかりしないし、むしろすごくうれしいぞ。ありがとう莉緒。それにワシはまだまだ長生きできそうだからな。彼氏はのんびり作ってくれればそれでいい」

「ううっジーチャン……。ウソついてごめんよー」

「いいや、ワシの方こそ気弱な愚痴を漏らしたせいで、お前に気を使わせて悪かったな。……それにしても、松永君。そのような計画を頼むくらいだし、単なる先輩というわりには君はずいぶんと莉緒と仲がいいようだな？」

　未だ相原にユッサユッサと揺らされ続ける俺を、重蔵氏が探るように見つめる。

　しかしもちろんそれは誤解だ。

「重蔵ッチにはそう見えるんですか？　ですが俺なんて相原にいいように使われてるだけですよ」

「そうなのか？　しかし今思い返せば、会社にはやさしい先輩がいて、おかげで仕事が楽しいって言っていたような──」

「ワーワーワー！」

　相原が大声を上げて重蔵氏の話の邪魔をした。

　とはいえ全部聞こえたわけだけど、やさしい先輩というのは俺のことではないと思うよ。

　相原は見た目がいいから先輩連中からはかわいがられていたし、むしろ教育担当だった俺は小言をばかり言っていた気がする。

「それは重蔵ッチの思い過ごしですよ。俺なんかより──」

「と、ところで松永君？」

　重蔵氏が顔をこわばらせながら俺の話を止めた。

「なんですか？　重蔵ッチ」

「それだ。その……重蔵ッチって呼ぶの、やっぱり止めてくれんか……」

　言いにくそうに目をそらしながら声を漏らす重蔵氏。

「あっ、ハイ……」

　俺としてはむしろ気を使って、あえて呼んでいたんだけどね。どうやらお気に召してはもらえなかったようだ。








23　重蔵さん









　その後はなごやかにお見舞いの時間が過ぎていった。

　相原は最初のひと悶もん着ちゃくを忘れたように、キャッキャと笑いながら重蔵氏との会話を楽しんでいる。

　裏表のないヤツだし、本当にお爺さん大好きっ子なんだろう。

　ただし会話の内容はあまりよろしくない。

「──したらセンパイてば、絶対に残業したくないからって昼休憩中に仕事してんの！　アレはマジ引くって！」

　このとおりさっきから俺の話題ばかりだ。俺はそろそろ話題が変わらないかなと願いながら、ひたすら愛想笑いを浮かべていた。

　重蔵氏が孫との語らいに表情を緩めたまま口を開く。

「ふむ、適度な休憩は仕事の効率を高めてくれるが、男には意地というものもあるからな。きっと松永君にも意地を貫いてこそ得たものがあったのだろう」

「絶対そんなご立派なモンじゃないってば。てか結局その日、ウチも昼食行きそびれちゃってさー。あのカフェの限定ランチ最終日だったのに」

「それなら莉緒が一人で行けばよかったのではないか？」

「え？　……あー、そりゃアレっしょ。やっぱセンパイのオゴリで食べたいし？」

「なにを言ってるんだよ。仮に俺が行けたとしても絶対に奢おごってやらないと思うぞ」

「ええー!?　センパイのケチー」

　などと相原が頰を膨らませるけれど、相原の行きたがるような店って結構お高いんだよな。

　安月給の身では、後輩と言えどホイホイと奢ってられないのだ。

「……ははっ。それにしても莉緒は先程から松永君の話ばかりだな？」

　目を細めながら笑みを浮かべる重蔵氏。

　どうやら気にしていたのは俺だけじゃなかったようだ。そんな重蔵氏の言葉に相原は目をパチクリとさせる。

「んえっ!?　そ、そかな？　つってもジーチャンとウチの共通の話題と言えばセンパイになるのはしゃーないし？」

「そうかも知れないが、ワシは莉緒の近況なんかも聞きたいんだがなあ」

「そんなんこないだ会ったときとゼンゼン変わってないって！　てかウチちょっとトイレ行ってくる！」

　早口気味に答えた相原は、逃げるようにぴゅーっとトイレに行ってしまった。

　図星を突かれて恥ずかしかったのだろうか。たしかに共通点は俺しかないので、仕方ないとも言えるのだけど。

　そうしてぽつんと残された俺と重蔵氏。

　重蔵氏は愉快そうに肩を揺らして俺に話しかけてきた。

「くくっ、忙せわしい孫ですまないな。君も普段から振り回されているようだ」

「ええ、そうですね……。とはいえ、今回の件は本当に失礼いたしました」

「いいや、最初に言ったとおり、莉緒がワシを思ってやってくれたことだ。感謝の気持ちしか湧かんよ。しかしまあ……なんなら君がこのまま莉緒をもらってくれてもワシは一向に構わんのだがな？」

　そう言って重蔵氏がニヤリと口の端を吊り上げる。なかなか冗談がお好きのようだ。

「いやいや、俺も相原もその気がないからこんな茶番ができたんです。相原なら俺みたいなおっさんより、お似合いの男がすぐに見つかりますよ」

「……ふむ、君はそう考えるのか。それにワシから見れば君も十分若いのだがな」

　そりゃあ重蔵氏から見たらそうなんだろうけど。

　とはいえ重蔵氏の冗談に長々と付き合ってもいられない。ちょうど相原が離席の今、聞いておきたいことがあったのだ。

「ところで重蔵さんはいつごろ退院されるのですか？」

　なお、呼び方は重蔵ッチではなく重蔵さんに定まった。重蔵氏はソファーにゆったりと体を預けると軽くため息をつく。

「実家に戻るとだな、周りの者共がご機嫌を伺いにくるのが面倒でかなわんのだ。だからこのままこの病室に住もうと思っている。前にも言ったが、ここには身体に不調がなくとも滞在している者も多いのでな」

「あっ、そうなんですか。ということは例の肉は──」

「うむ。受け渡しはこの病室になると思うのだが、それで問題はないだろうか？」

　実は魔物肉を売る算段をしていたところ、新事実が判明した。

　どうやら魔物肉はこの世界では保存が難しいようなのだ。冷やしたり冷凍しても、数日でガクンと味が落ちてしまう。

　伊勢崎さんの見立てによると、異世界では空気中にも存在するらしい魔ま素そが地球には存在しないのが原因ではないかということだ。

　そういうことで魔物肉は時間が止まっている俺の【収納ストレージ】でしか保管はできず、なるべくこまめに売り渡す必要があった。それで重蔵氏の退院について尋ねたわけだ。

「受け渡しはこの病室ということですね。承知しました」

「すまない。ワシの方から君の元へ人を送ればいいのだろうが、ワシも隠居してからというもの、手元に信頼の置ける者がいなくてな……」

「いえいえ、俺としても特に手間ではないので気にしないでください」

「わかった。では病院の受付には、松永君をくれぐれも丁重に案内するように伝えておこう」

「……ああ、それには及びませんよ。【次元転移テレポート】ができますし、この部屋に直接飛んじゃいますから」

「うん？　テレポート……？」

　首を傾げる重蔵氏。そういえば重蔵氏には説明してなかったな。

「俺は異世界だけじゃなくて、一度行った場所には転移できるんです──」

　俺はその場で立ち上がると、【次元転移テレポート】を発動させ、ソファーから少し離れたキャビネットまで転移してみせた。

「──ほら、このとおり」

　そんな俺の姿を見て、あんぐりと口を広げる重蔵氏。

「は、はは……ははは……そうか、テレポートか……。まったく君には驚かされるな……」

　彼はソファーからずり落ちそうになりながら、かすれた声を漏らしたのだった。





◇◇◇






　しばらくして相原が戻ってきた。




「ただいまーっと。アレ？　ジーチャンてば、やたら疲れた顔してるけど、だいじょぶ？」

「ん？　ああ、いや、さすがに今日は疲れたのかもしれないな……」

　そう言いながら軽く息を吐く重蔵氏。

　思った以上に【次元転移テレポート】のインパクトが大きかったのかもしれない。

　そんな重蔵氏に相原が心配そうに眉を下げる。

「そっかー。それじゃーセンパイ、そろそろウチらも帰りましょっか。今日は飲みに行きましょうよ、飲みに！」

「ワリカンならいいよ」

「えー。……でもまあいっか、センパイ無職っすもんね。んじゃジーチャンまたねー」

「それでは失礼します」

「おお、今日は楽しかった、本当にありがとう。それから莉緒」

「ん？」

　玄関から出ようとしたところで、相原が足を止めて振り返った。

　そんな相原に重蔵氏は親指をグッと立てると、ニッと笑顔を見せた。

「ワシは莉緒を応援しているからな。がんばれよ！」

「へっ!?」

　キョトンとした顔を浮かべる相原。

　だが重蔵氏が俺の方にチラッと視線を向けると、相原はなにかに気づいたようにハッと目を見開いて大声を上げた。

「おっ、おおー！　ジーチャン、ウチはやったるからね！　まあ見ててよ！」

　ブンブンと手を振る相原に、満足そうに重蔵氏がうなずく。

　どうやら祖父と孫のアイコンタクトが成立したようだ。仲が良さそうでなにより。

　その内容はおそらく、俺という教育係が退職したことを知り、不安を感じた重蔵氏が相原を励ましたくなった──というところだろう。

　まあ相原なら今後も会社で要領よくやっていくと思うけどね。

　そんな仲の良い祖父と孫にほっこりとしつつ、俺は病室を後にしたのだった。








24　初収入









　相原と重蔵氏の見舞いに行った翌日。俺はさっそく重蔵氏のＶＩＰ病室にお邪魔した。

　目的はもちろん魔物肉の宅配である。

　直前に連絡をしたにもかかわらず、重蔵氏は目の前に現れた俺に驚きを隠せない様子だったけれど、なるべく早く見慣れてくれるとありがたい。

　今回はグレートボアの肉、三百グラムを販売。

　老人が一度に食べるにはちょっと多いと思ったのだが、二回に分けて食べるとのこと。

　劣化が防げないとはいえ二、三日くらいなら問題なく食べられるとは思うけど、美食家からするとどうなんだろうね？　一応なるべく早く食べるように忠告はしておいたけど。

　そんな重蔵氏は病室のキッチンを使って自ら料理するのだそうで、久々に腕を振るうことができるぞと笑っていた。

　少し前までその腕には点滴が刺さってたのだから、喜びもひとしおだろう。

　ちなみに販売価格は大家さんと相談した結果、最高級のお肉の一回り上のお値段ということで百グラムあたり三万円に設定。

『重蔵にはあんたを疑った負い目もあるし、もっと吹っかけてもいけそうだよ』と、大家さんはいじわるそうに笑っていたけれど、それはそれで俺のほうが良心の呵か責しゃくを感じるのでこの価格だ。

　これでも九万円の儲もうけであり、しかもキリが悪いということで十万円にサービスしてもらった。

　これが会社を辞めて無職になって以来の念願となる、日本円での初収入だ。嬉しさがほとばしるね。

　ひとまず週一のペースで売って欲しいとのことだったので、一回十万円、それを四週──ひと月あたり収入が四十万円。普通に働くことを考えれば悪くない額だと思う。

　ボロ儲けでウハウハとはいかないけれど、無駄遣いさえしなければ重蔵氏がグレートボアに飽きないかぎりは普通に生活していけそうだ。

　グレートボアの在庫はまだまだあるし、なんなら異世界で購入してもいい。

　俺の無職生活もついに軌道に乗りだしたのかもしれない。

　そうして重蔵氏にグレートボアを売った後、すぐに帰るのも味気ないので少しだけ世間話をしてから帰った。とはいっても昨日会ったばかりだし、話題には困ったんだけどね。

　重蔵氏も同じ思いだったのか、孫バカの重蔵氏がひねり出したのは相原の話題ばかり。

　ああ見えてこれまで彼氏を作ったことがなくて奥手なんだとか、自分のような老人の見舞いも欠かさないやさしい心根の娘なんだとか、やたらと相原を称賛する話が多かった。

　そのやさしいお孫さんは、結局昨日は無職の俺に酒代を奢らせたんですけどね……。

　とにかく、こうして俺は日本で現金収入を得ることができた。

　後は家電をなるべく魔道具化していけば、電気代も減っていくので日本での生活費はどんどん安くなっていくはず。




　そんなわけで、この日は待望の魔道具ショッピングをするために、異世界へと転移することにした。

　伊勢崎さんにも相談していたのだが、魔道具を購入する際には同行してくれることになったので、今日の夕方には学園帰りの伊勢崎さんが自宅にやってくる。

　異世界の先輩から購入のアドバイスをいただけるのは大変ありがたい。

　そのためにも準備万端で伊勢崎さんを迎えよう──

　そう考えた俺は、ひとまず一人で異世界に転移してみることにした。

　せっかく異世界に転移しても、向こうが真夜中なら買い物にはいくことはできない。

　しかし今のうちに時間を確認しておけば、ある程度なら時間の調整ができるし、無理なようなら予定の中止を連絡することができる。

　俺はさっそく着の身着のまま、前線都市グランダで貸し切りにしている『エミーの宿』に跳んでみることにした。




「──【次元転移テレポート】」

　ふっと視界が切り替わり、突然目の前が真っ暗になった。

　暗くてよく見えないが、カーテンは閉め切られていて窓からは光もほとんど漏れていない。

　どうやら夜のようだが……。

　俺は足元に注意をしながら窓に近づき、カーテンを少し開けて外を覗き込む。

　日が沈んではいるものの、ちらほらとランタンを持って歩いている人影や、軒を連ねる家並みからは明かりが灯ともっている様子が見えた。

　皆が寝静まるほど遅くはない時間帯──夜の十時とかそれくらいなのだろう。

　これなら伊勢崎さんが予定の時刻に来て転移すれば、ちょうどいい頃合いになりそうだ。

　時間の流れに違いはあるのに、【次元転移テレポート】で異世界に跳ぶと、ちょうどいい時間になっていることが多い。これも日頃の行いってやつなのだろうか。

　まあとりあえず時間の確認もできたことだし、日本に戻ろう──としたところで、隣の部屋から聞こえる音に気がついた。

　なにやらギシギシとベッドが軋きしむような音。そして男女が息を弾ませながら何かを話している声がする。

　俺は思わず耳を澄ませた。

　すると──

「──あっ、あああぁぁ……。ギータ、すごいよ、もっと……！」

「おうっ！　はあっはあっ、ここか？　ここなんだろ、シリル……」

「ひうっ、んっあっあっ、やだ、そこは……！　あんっ！　あっあっああっ……！」

　どうやらギータとシリルの声のようだ。二人とも無事にグランダに戻っていたらしい。

　それにしてもさすがは期待の若手冒険者コンビ、夜でも鍛錬は怠らないらしい。

　なかなかハードなトレーニングなのは二人の声色からも深く感じ取れるね。

　……うん、これはただの鍛錬である。

　ただの鍛錬なので気にすることはないのだけれど、伊勢崎さんと一緒に跳んだタイミングじゃなくて本当によかった。

　俺はほっと胸を撫で下ろしながら、再び日本に舞い戻ったのだった。








25　生着替え









「こんにちは、おじさま♪」

　夕方になり、俺の自宅を訪れた伊勢崎さんがにこりと微笑む。

　そんな彼女に前々から思っていたことをふと尋ねてみることにした。

「ねえ伊勢崎さん、最近は学園から帰ってくるのが早いけど、部活の方は大丈夫なのかな。別に俺の都合に合わせる必要はないんだよ？　むしろ俺の方が都合を合わせやすいんだし」

　伊勢崎さんはレトロゲーム部という少し風変わりで、それでいてレトロゲーム好きの彼女にぴったりの部活に所属している。

　ずいぶん遅くまで部活に打ち込んでいるらしく、俺が会社に勤めていた頃は、夜の八時にスーパーで部活帰りの伊勢崎さんとばったり会うことも多かった。

　しかし最近の彼女はいつも夕方には帰宅しているように見えるのだ。

　仮に俺の都合に合わせて部活を早退しているのなら、申し訳ないどころの話ではない。

　だがそんな俺の問いかけに、

「んえっ!?　え、ええ！　それはその……そうっ、アレです！　実は今年は文化祭の展示物を縮小することが決まりまして、それにともなって部活も早く終わることになったのです。ですからまったく問題はありませんよ、ええ、ええっ！」

　なぜかあわあわと早口で答える伊勢崎さん。

　そういえば部員は伊勢崎さんを含めて二名しかいないんだっけ。

　部活動が縮小されたなんて話を人にしても悲しいだけだし、もしかするとあまり言いたくない話だったのかもしれない。やっぱり聞かなきゃよかったかな。

　しかし遅くまで部活を頑張っていたのは俺も知っているし、一度くらいは伊勢崎さんの通う聖城学園の文化祭に行ってみたいもんだね。おっさんが出向いていいものなのかは知らないけど。

「そ、それでは私は着替えてきますね」

　話を切り上げた伊勢崎さんは、いそいそと俺の部屋へ入って扉を閉めた。

　異世界の服はそれなりに目立つので、伊勢崎さんは毎回俺の部屋で着替えることになっている。

　俺が伊勢崎邸に迎えに行ってもいいのだけれど、伊勢崎さんにはやんわりと断られていた。きっと俺に気を使ってくれているのだろう。

　そして伊勢崎さんが部屋に入っている間、もちろん俺はしばらく部屋の外で待つことになる。

　異世界に行く際は時間に追われて手早く着替えることが多いのだが、今日はそれほど急ぐ必要はない。

　そこで今回は、ゆっくりしていいからねと念を押し、着替えに行ってもらったのだが──




　十分経っても、二十分経っても、伊勢崎さんは部屋から出てこなかった。

　いや、年頃の女の子なんだし、時間をかけてもいいのならそれくらいかかるものなのかもしれない。しかし部屋から物音ひとつしないのがなんだか気にかかった。

　少し心配になってきた俺は、部屋に近づくと軽く扉をノックした。

「伊勢崎さん、大丈夫？」

「──スーハース──ひゃいっ!?　おおおおおじさまっ!?」

「びっくりさせてごめんよ。なにか困ってることとかないかな？」

「えっ……！　もうこんな時間!?　す、すみません！　もう少しだけ待ってください！」

「いや、本当に少し気になっただけなんだ。ゆっくり着替えてくれればいいからね？」

「はっ、はいっ……！」

　伊勢崎さんの返事を聞き、俺は扉から離れた。

　なんだか急せかすような物言いになってしまったし、悪いことをしてしまっただろうか。これからは変に邪魔をしないようにしよう。

「──おじさま、お待たせしました」

　それからさらに五分ほど経った頃、伊勢崎さんが部屋から出てきた。

　いつもと同じ異世界流、上品な商家の娘さん的ファッションだ。

　そしてそんな完璧すぎる伊勢崎さんを見ていると、すでに着替えを終えている自分の身だしなみが気になってきた。

　俺は少し伊勢崎さんに待ってもらい部屋の中に入ると、彼女の着替えのために用意した少し大きめの鏡を使い、服装の乱れがないか軽く確認して──ん？

　鏡越しに見えた背後のベッドに違和感が。

　振り返ってじっと見てみると、少しベッドシーツが乱れているような気がする。

　年頃の女の子が部屋に入るわけだし、室内はなるべく綺麗に整えるように心がけていたんだけど……どうやら今日は適当にやってしまっていたみたいだ。

「あ、あの……おじさま？　ベ、ベッドがどうかしましたか……？」

　ベッドを見つめていた俺に、伊勢崎さんがどこか緊張した面持ちで声をかけてきた。

　だがこんなことはわざわざ話すまでもないだろう。

「いや、なんでもないよ。それじゃあ行こうか」

「そ、そうですか……」

　俺の答えにどこかホッとした表情を浮かべ、伊勢崎さんが手を伸ばす。

　俺はその手を握ると、いつものように異世界に転移したのだった。





◇◇◇






　俺たちは『エミーの宿』の貸し切り部屋へと転移した。

　数時間前に訪れたばかりの部屋だが、今はカーテンからは日の光が漏れている。計算通り、もう朝を迎えているようだ。

　伊勢崎さんが窓に近づきカーテンを勢いよく開く。

　窓からは一気に日の光が差し込み、室内がパッと明るくなった。

「おじさま、今日はいいお天気ですね」

「そうだね。それじゃあせっかくだし、のんびりと散歩しながらレイマール商会に向かおうか」

「はい、おじさまっ」

　満面の笑みで答える伊勢崎さんと一緒に俺は部屋の外へと出た。

　するとそこでばったりと出会ったのは、ゆうべはおたのしみだったギータとシリルである。

「おっ、マツナガさんたちじゃねえか。いつこっちに戻ってきてたんだ？」

「やあお二人さん。戻ってきたのはついさっきだよ」

　そんな俺の答えに、ギータの後ろでシリルが胸に手をあて、安心したように息を吐く姿が見えた。

　どうやら昨日の鍛錬の様子を聞かれていないか気にしていたようだが、ギータはそんなシリルの機微に気づく様子もなく。

「なあマツナガさん、俺たちはこれから冒険者ギルドに行くんだけど、二人はどうするんだ？」

「レイマール商会に行こうと思ってるんだ。この間のアースドラゴンが高く売れたから、前から欲しかった魔道具でも買かい揃そろえようかと思ってね」

「へえー！　そいつはうらやましいぜ！　俺たちもいつかあんな大物を倒してみたいもんだよ」

「はは、俺のはマグレだけどね……」

「いやいや、マグレとかそういうレベルじゃなかっただろアレは……って、あんまりダベッてるといい依頼を先に取られちまう！　それじゃーな、マツナガさんに奥さん！　行くぞシリル！」

「もう、ギータったら……」

　ダッシュで一階への階段を降りていったギータ。それを呆れた顔で見つめたシリルがぺこりとおじぎをして後を追いかけていく。

「仲のいい二人だなあ」

　ふとつぶやいた俺の言葉に、伊勢崎さんが俺の腕をくいっと引っ張った。

「もう、おじさまったら。こちらでは私たちも仲のいい夫婦なんですからね？　ほら、行きますよ。旦那様？」

　そう言ってピッタリと俺に寄り添う伊勢崎さん。

「やはり生の匂いの方が……フヒヒ」

「え？　今なんか言った？」

「い、いえ、何も言ってません。それでは行きましょう♪」

　そうして俺たちは仲睦まじい夫婦を演じながら、のんびりとレイマール商会へと向かったのだった。








26　楽しいショッピング









　俺と伊勢崎さんはレイマール商会に到着した。

　エントランスにいた従業員に取り次ぎを頼むと、すぐさま俺の担当となっている金髪イケメンヒゲのライアスが小走りでやってきて深々と頭を下げる。

「お久しぶりです、マツナガ様に奥様。ご来店いただきありがとうございます」

「どうもお久しぶりです、ライアスさん。今回もお世話になります」

「いえいえ、私のほうこそ毎度ご贔ひい屓きにしていただき、ありがとうございます。ところでマツナガ様は領都の旅にご同行されたそうですね。レヴィーリア様からそのように伺うかがっております。それでその……」

　どこか言いにくそうに視線をさまよわせるライアス。

「あの、どうかしましたか？」

「何度か当商会にレヴィーリア様がお越しになられたのですが、マツナガ様を見かけたら官邸に来るようにと言こと付づかっております。その……ずいぶんとお探しのようでしたので、なるべく早くお伺いしたほうがよろしいかと……」

　そういえばレヴィーリア様とはグランダに戻ったら訪問する約束をしているんだった。

　とはいえ、こっちもいろいろと所用があったので仕方ないんだけどね。

「そうですか、それでは後ほど伺おうかと思います。ですがまずは商談の方を進めさせていただいても？」

「はいっ、もちろんでございます！」

　待ってましたとばかりに笑顔をこぼすライアス。どうやら相変わらず俺の持ち込む日本の商品は好評のようだ。

　今の俺の財布にはアースドラゴンの売却益一億Ｇがあるものの、あぶく銭なんかはあっという間になくなるものだ。これからもなるべくコツコツと稼いでいくつもりだよ。




　そうして今回も毎度お馴な染じみとなったライターやボールペン、ＬＥＤライトにウイスキー等などを販売し、四百万Ｇほどを荒稼ぎさせてもらった。

　購入価格が四万円程度なのを考えると笑いが止まらないような利益率なのだけど、この儲けはこれからのショッピングで儚はかなくも消えていくことになる。お目当ての魔道具はお高いのだ。




　俺は商談がまとまりホクホク顔のライアスに頼み、魔道具を見せてもらうことにした。

　俺たちはライアスを先頭に、商会の建物内にある魔道具が陳列されているフロアへと向かう。

　その道すがら、こそこそと小声で伊勢崎さんが話しかけてきた。

「うふふっ、楽しみですね。おじさま♪」

「そうだね。伊勢崎さんはアドバイスを頼むよ。俺は魔道具を買うの初めてだからさ」

「はい、お任せください！」

　むんと胸を張って答える伊勢崎さん。とても心強いね。





◇◇◇






　俺たちは広々としたフロアに到着した。

　ここは以前も少し見学させてもらったことがある、卸売のためのショールームのような場所だ。

　本来は仕入れ業者のための施設だが、今回俺たちはここに陳列された魔道具を特別に直接売ってもらえることになっている。すっかり上客として認定されたようで、ちょっとした優越感を感じるね。

　ずらりと並ぶ様々な魔道具を眺めながら、俺はお目当ての物を探すことにした。

　とにかく家電から魔道具に置き換わりそうなものをじゃんじゃん購入したい。

　魔道具は俺の魔力を魔石に注入すれば動くので電気もガスもいらない。置き換えれば置き換えるだけ節約になるのだ。




　──しかし、フロアの手前からいくつかの魔道具を見せてもらったものの、やはり性能だけを比較するなら地球製の方が高性能な物が多いと感じた。

　例えば魔道具の照明器具は明かりがどこかぼんやりとしているし、洗濯機っぽい物は中の水をグルグルとかき回すだけ。

　最近開発されたという掃除機にいたっては、音がすごくデカくてとても自宅のマンションでは使えない。こんなのを使っていたらご近所トラブルの元だろう。

　これらの魔道具は家電に置き換えることは無理のようだ。

　そういうことで、次は本命の魔道コンロを見せてもらうことにした。

　コンロに必要なものは火力のみ。

　そして火力は家電のコンロと変わらないというのは、『エミーの宿』に置かれた魔道コンロで調査済である。

　ライアスに案内された陳列棚には、バーナーが一口の魔道コンロから、業務用と思われる五口までついた魔道コンロが並んでいた。

　一品一品が手作りのようで同じ商品でも微妙に形が違ったりするけれど、見た目は日本製とさほど変わらない。

　家電コンロならメーカーのロゴなんかがプリントされているであろう箇所に『シャグナ』と職人の銘らしきものが刻まれているくらいだろうか。

　まあ魚焼きなんかに使うグリルも付いてはないけれど、そもそも俺は自宅のグリルも使ったことなかったので問題はない。

　ただしグリルなしであっても、値段は結構お高い。

　レイマール商会で売られている魔道コンロはそれだけ高品質なのだ。火力が強い上、魔力を貯ためる魔石の燃費もよく、万が一の安全装置まで備えているらしい。

　そういえば俺は『エミーの宿』の魔道コンロでうっかり火柱をぶっ立てたことがあるけれど、そういう事故もここの商品なら防いでくれるのだとライアスは説明してくれた。

　そんな魔道コンロはバーナーが一口の物でも五十万Ｇ。五口の魔道コンロともなると、なんと五百万Ｇほどの価格である。

「さて、どれにしようかな……？」

　ぽつりとつぶやきながら俺は陳列棚を眺める。

　やはりここは一口コンロだろうか。

　陳列されてる中で最安ではあるけれど、値段に惹ひかれただけではない。

　俺のマンションの前の住人が残していき、そのまま使わせてもらっているコンロが一口コンロなのだ。同じ一口なら使い勝手もさほど変わらないだろうし、これで十分だろう。

　よし、これにするか。

　俺は少し離れた場所で控えているライアスを呼ぼうとした。

「──あの、おじさま？」

　しかしそこで伊勢崎さんから待ったが入ったのだった。








27　料理道









「え？　なにかな伊勢崎さん」

「もしかして……こちらの小さなコンロを買われるおつもりですか？」

「うん。そうしようかなと思ってるんだけど」

「そっ、そんな！　それでは私の計画が……」

　なにやらショックを受けた表情で伊勢崎さんがボソボソとつぶやく。

　彼女は突然キョロキョロと周りを見回すと、俺の選んだ物とは別の魔道コンロを指差した。火口が三口もある立派な魔道コンロだ。

「あの、おじさまっ！　こちらの魔道コンロにしませんか？　火口が多くてとても便利そうですよ！」

「うーん、うちのコンロってもともと一口なんだけどさ、これまで一口で困ったことは特になかったんだよね。だから別に一口でいいんじゃないかな」

　まあキッチンにコンロを置くスペースは十分あるので、あの立派な魔道コンロも置けるだろう。けれど使わない物にお金を使うのもなんだかな──

　などと俺が腕を組みながら考えていると、伊勢崎さんが俺に顔をグッと近づけ、真剣な顔で言葉を重ねていく。

「いいですか、おじさま？　おじさまは今後の食事は魔物肉をメインにしたいとおっしゃっていたではないですか。ですが今のおじさまの調理環境で単純に焼いたり煮たりしているだけでは、近いうちにきっと飽きてしまいます。ですから料理のレパートリーを増やすべきなのです。そしてそのためには料理環境の向上、すなわち大きなコンロが必要になると私は思うのです！」

「そ、そうかな？　まあ言われてみれば……」

　食費を減らすためにも、なるべくこちらの通貨で買える魔物肉を食べていきたい。

　しかしいくら美味い魔物肉とはいえ、たしかに単調な料理なら飽きるかもしれないし、火口が一つだと手間のかかる料理は作りにくい。

　そう考えると伊勢崎さんの話には説得力がある気がしてきた。

　小さいコンロを買おうとした俺を伊勢崎さんが慌てて引き止めるのも無理はない。

「よし、それじゃあこっちのコンロを買うよ」

　ちらっと値札を見ると、三口の魔道コンロは二百五十万Ｇ。

　結構な値段はするけれど、料理のレパートリーを増やすための初期投資と考えよう。

「うふふっ。お買い上げありがとうございます、おじさま♪」

　そしてなぜか上機嫌に笑みを浮かべてお辞儀をする伊勢崎さん。君はここの店員さんじゃないよね？

　そんな伊勢崎さんは顔を上げると、今度はフロアの一角を指差した。

「さておじさま、次はあちらの魔道冷蔵庫をご覧になりませんか？」

　俺も魔道コンロの次は魔道冷蔵庫を見ようと思っていたので異論はない。

　俺と伊勢崎さんはライアスを呼んで魔道コンロの購入を伝えると、お先に魔道冷蔵庫コーナーへと足を運んだ。




　そしてここでもやはり伊勢崎さんのオススメは、大きな魔道冷蔵庫。

　俺としては【収納ストレージ】があるし、食料を保存するのなら今までと同じ小さめサイズ冷蔵庫で構わないと思っていたのだが、伊勢崎さん曰く──

「【収納ストレージ】では冷蔵庫のように冷凍や冷蔵ができません。冷やすという行為はお料理には欠かせない要素です！」

　──とのことだ。

　なお、伊勢崎さんオススメの大型魔道冷蔵庫の価格はなんと四百五十万Ｇ。

　色はグレーで統一された、なかなかクールなデザインの魔道冷蔵庫で、こちらにも『シャグナ』と銘が彫られていた。売れっ子の職人さんなのだろう。

　この魔道冷蔵庫は大きく奥行きも広いだけでなく、日本の冷蔵庫と同じように冷凍と冷蔵、さらに野菜室まであるのが伊勢崎さん的には高評価のようだ。

　俺的には自動製氷機がついてないところだけは残念なのだが、どの魔道冷蔵庫にもついていなかったので諦めるしかない。まだそこまで技術が発展していないようだし、今後に期待だね。

　結局、俺はまたしても伊勢崎さんの熱意に後押しされ、大型の魔道冷蔵庫を購入することになったのだった。

　俺には今の伊勢崎さんが、まるで商魂たくましい家電量販店の店員さんのように見える。

　ちなみに本物の店員さんであるライアスは、俺たちを離れた所で眺めながらホクホクとした笑みを浮かべていたよ。




　そうして高級魔道具の二点の購入が決まって少し落ち着いた頃、伊勢崎さんはなんだか言いにくそうにもじもじとしながら口を開いた。

「……あ、あの、おじさま？　私もここまで差し出がましいことをしたからには、何もしないわけにはいかないと思うのです。ですから……私がおじさまのお家うちにお邪魔して、お料理をお教えしたいと思うのですが、構いませんか？」

「俺の家で伊勢崎さんが料理を？　それはさすがに悪いよ」

　この買物の付き添いもそうだが、伊勢崎さんにはいろいろとお世話になっている。これ以上、若い女の子の時間を俺のようなおっさんの世話に浪費させるのは申し訳なさすぎる。

　しかし伊勢崎さんは俺の言葉をスルーしてキッパリと言い放った。

「私はお婆様にお料理を仕込まれておりますので、僭せん越えつながらおじさまよりもお料理の腕だけは自信がありますし、なにより高価な魔道具をご提案した責任というものがあります。ですから、どうか私におじさまのお手伝いをさせてください」

「いやいや、責任だなんて。そんなの伊勢崎さんは気にしないでいいんだよ」

　一度購入を決めてしまえば、安物買いの銭失いになるよりかはいいんじゃないかと思えてきたので後悔はないのだ。

　しかしそれでも伊勢崎さんは食い下がった。

「で、でしたら、お料理をお教えしたときには、私にも食事のご相伴にあずからせていただけませんか？　私にも利点があるのでしたら、おじさまもお気が楽になるでしょう？」

「うーん……。でも魔物肉なんかでいいの？」

「もちろんです！　実は私、魔物肉大好きですから！　すごくすっごく……すごい好きです！　魔物肉のためにおじさまに教えると言っても過言ではありません！　ええ、実はそうなんです！　今すぐ魔物肉にかぶりつきたいくらいです！」

　なんだかものすごい勢いで伊勢崎さんが言う。

　そこまで魔物肉が食べたかったのだろうか。必死な物言いだし、相当魔物肉に入れ込んじゃってるようにも見える。

　そこまで好きだったとは知らなかったよ。

　それなら別に魔物肉をいくら分けてあげても構わないのだけれど……そういうのは伊勢崎さんも嫌だろうな、うん。

　よし、それならご厚意に甘えてしまおう。

「わかったよ。そういうことならお願いするね」

　そう言ってぺこりと頭を下げた俺に伊勢崎さんは、

「はい、お願いされました！」

　と、満面の笑みで答えたのだった。





◇◇◇






「次はあちらに参りましょう？　おじさま♪」

　俺が料理を教わることが決まり、別のコーナーを指差しながら上機嫌に前を歩く伊勢崎さん。

　浮かれたようにスキップ（らしきもの。彼女は運動が不得意なのだ）をズンダダズンダダと踏みながら、「なんとか計画通りになりました～♪」とつぶやいている。

　そんなに魔物肉が食べたかったのだろうか。

　そういえば大家さんにグレートボアを持っていって以降、おすそ分けはしていなかったな……。今後は気をつけよう。

　そうしてウキウキの伊勢崎さんと共に、俺は魔道具を買い進めた。

　大きな買い物は魔道コンロと魔道冷蔵庫くらいだけど、他にもいくつか買った。

　例えば、光は弱いけど間接照明くらいの使い道はあるだろうと魔道ランタン。

　燃費はよくないらしいが魔力を込めれば少量の水が湧く魔道水筒。

　見た目は地球の家電にある、羽のない扇風機にそっくりの魔道送風機。

　冬に備えて魔道ストーブを買ったりもした。

　魔道具以外にもソファーやベッドなんかも買い替えようと思ったのだけれど、それらは高級感があふれすぎていて、失礼ながら榛名荘マンションの自宅には合いそうになかったので断念した。




　こうして楽しいショッピングが終了。

　高額品の購入に顔が緩みっぱなしのライアスとも別れの言葉を交わし、俺と伊勢崎さんがレイマール商店から外に出た──そのときだった。

　突然目の前に馬車が停まり、扉が開いたかと思うと突然人影が飛びかかってきたのだ。

「お姉っ……イセザキー！　会いたかったですわーー!!」

　レヴィーリア様の来襲である。
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28　レヴィーリア様来襲









　いきなり飛びかかってきたレヴィーリア様は、伊勢崎さんにぎゅうと抱きつき首筋に顔をうずめた。

「おねっ、イセザキの匂いですわ！　スーハースーハースーハースウウウウウゥゥーー!!」

「ちょっ……レヴィーリア様！　お戯たわむれはよしてくださいませ！」

「ハスハスハスハスハスッ!!」

「うぎぎぎっ、離れなさいっ……！」

　レヴィーリア様を引き剝がそうとする伊勢崎さんと、そうはさせじとしがみつくレヴィーリア様。そんな一進一退の攻防に割って入ったのはメイドのホリーだった。

「レヴィーリア様、ここでは人目につきます」

　ホリーはひょいっとレヴィーリア様を引き剝がすと、あっさり馬車の中へと押し込んだ。

　護衛を兼ねているだけあって、腕力も相当なもののようだ。

　ホリーは俺たちに向き直ると深々と頭を下げた。

「マツナガ様、イセザキ様。我が主あるじがご迷惑をおかけいたしました。それで、その……大変申し訳ないのですが、しばらくこちらの馬車でレヴィーリア様とご歓談いただけませんでしょうか」

『ここからお出しなさいホリー！』と、ドンドン叩かれている馬車の扉を片手で押さえつつ頭を下げるホリー。

「ハァハァハァ……。だ、旦那様、どうされますか？」

　レヴィーリア様との攻防ですっかり体力を奪われたらしい。伊勢崎さんが肩で息をしながら俺に尋ねる。

「どうせ会いに行くつもりだったし、いいんじゃないかな？」

「それもそうですね……。はあ、まったくあの子ったら……」

　一度ため息をついて馬車の中へと足を運ぶ伊勢崎さん。その後に俺も続いた。




　俺たちが中に入るとすぐに馬車が動き出し、待ち構えていたレヴィーリア様に伊勢崎さんがじっとりとした目を向ける。

「レヴィ……。私たちを探し回っていたと商会の方から聞いているわ。会いに行くと約束していたのだから、少しは待てないの？」

「ご、ごめんなさい、お姉さま……。領都から戻ってきてからというもの、政務やらなにやらで心安らぐ日々がなくて、それでつい……」

　どうやら俺たちと別れてからは心労の日々が続いていたらしい。ああ、そういえば──

「レヴィーリア様、例のデリクシル様との謁見はどうなったのですか？」

　俺の問いかけに、伊勢崎さんに叱しかられてションボリしていたレヴィーリア様の頰がニタリと緩んだ。

「うふふっ、ふふっ！　思ったとおり、生きているわたくしを見て姉はまるで幽霊レイスを見たような顔で驚いていましたわ！　しかも謁見を早々に切り上げた後は食事に行ったそうなのですが、姉の護衛の兵士が馬車を放ったらかして逃亡したらしいのです。さらには馬も盗まれたそうで、姉は歩いて城まで戻ったとのことですわ！　ざまあありませんわ！　オーホッホッホッホッホ！」

　手を口に当てながら高笑いするレヴィーリア様。

　どうやら高級レストランで俺たちにちょっかいをかけてきた兵士は、デリクシルの元に戻ることなく何処いずこかへ逃走したようだ。

　そうしてひとしきり笑ったレヴィーリア様は渇いた喉を紅茶で潤うるおすと今度は一転、静かに語った。

「わたくしに刺客を差し向けたのは姉であることは、もはや疑いようがありませんわ。どうしてそこまでわたくしに執着するのかは未だ測りかねるのですが……こちらとしても黙っているわけには参りません。今は対策を練っている最中ですの」

「大変ね、レヴィ」

「代官としての政務でも頭を悩ます事案が次々と出てきておりますし、本当に大変なんですのよ？　ですからせめてお姉さまをギューッとさせていただいてお姉さま成分の吸収──ひいっ！　ごめんなさい！」

　再び伊勢崎さんに覆いかぶさろうと立ち上がったレヴィーリア様だが、伊勢崎さんが指を一本立てるだけで青い顔をして席に戻った。

　今のは【光雷ライトニングボルト】の構えかな？

　俺と手を繫がないと使えないんだけど、なかなか躾しつけが行き届いているらしい。

「そ、それで、わたくしの近況はそのようなところなのですけど、お二人はどうされていたのですか？　さきほどまでレイマール商会におられたみたいですが」

「俺たちは商会で買い物ですよ。レヴィーリア様の紹介のおかげでアースドラゴンが高値で売れまして、高価な魔道具が買えました。ありがとうございます」

「お役に立てたのならなによりです。どのような魔道具を買われたのですか？」

「魔道冷蔵庫や魔道コンロなど、自宅で使えそうな物ですね」

「あら、それはチキューのご自宅にでしょうか？　ですがチキューのカデン製品の方が優れているのではありません？　わたくしには買い替える必要はないように思えますわ」

「いえ、そうとも限りませんよ。やはり魔力さえあれば電力がなくても使えるという点が素晴らしいです」

「魔力にも限りがありますでしょう？　ご自身の魔力が枯れてしまった場合、供給ができなければ止まってしまいます。チキューには魔力屋もいないでしょうし」

　魔力屋とは町中を巡回して、魔石のメンテナンスと魔力の供給をしている業者なのだそうだ。日本でいう灯油の移動販売みたいなものだと思う。

　とはいえ、魔力の量だけは自信がある。魔力枯れは俺には関係ないだろう──

　そう言おうとしたところで、レヴィーリア様は瞳を輝かせるとパンと手を叩いた。

「わたくし、いいことを思いつきましたわ！　マツナガ様、購入された魔道具にはまだ魔力は込められておりませんわよね？」

「え？　ああ、はい。別途料金を支払えば注入してくれるらしいんですけど、時間もお金もかかるみたいなので、そのまま買ってきました」

「でしたらわたくしが魔道具に魔力を込めるお手伝いをいたします！　さあマツナガ様のご自宅に参りましょう！」

「ちょっとレヴィ、あなた忙しいんじゃないの？」

「たまに息抜きくらいはやらないと、わたくしも潰れてしまいますわ！　決まり！　決定です！　さあ、さあ！」

「いえいえ、レヴィーリア様。魔力は自分だけで大丈夫ですから」

「そんな遠慮なさらないで大丈夫ですわ！　わたくしも人並みほどしか魔力はありませんけれど、普段は魔力を使ってませんし、たくさん抜いていただいて構いませんのよ！」

　そんな献血みたいに言われてもなあ。

　どうやって断ろうかと考えていると、伊勢崎さんが俺の服の袖を掴んでふるふると首を振った。

「こうなったレヴィはテコでも動きません。説得に労力をかけるよりは、さっさと連れ帰って事を済ませた方が、きっとおじさまもお疲れにならないと思います」

「そ、そうなの？」

「はい、それに……レヴィにも気晴らしが必要なのかもしれません。おじさま、お願いしてもよろしいでしょうか……？」

　その伊勢崎さんの気遣うような視線の先、ひたすらに魔力供給のプレゼンを続けるレヴィーリア様の目の下にはくっきりとクマができていた。

　よくよく考えると実の姉に暗殺されかけ、今でもその脅威は失われてはいないのだ。

　その恐怖や貴族としての責務による重圧は、いち庶民たる俺には想像すらできないだろう。

「……わかりました。それではレヴィーリア様にお願いしてよろしいですか」

「はい！　任されましたわ！」

　どんと胸を張るレヴィーリア様。すらりとした背丈ゆえに普段は目立たない形の良い胸がぽよんと揺れる。

　こうしてレヴィーリア様の二度目になる、俺の自宅訪問が突然決まったのであった。








29　二度目の地球訪問









　急きゅう遽きょ、レヴィーリア様の地球訪問が決定した。

　だが【次元転移テレポート】するにしても、落ち着いた場所でやるべきだ。

　……ということで、俺たちは馬車に乗ったままレヴィーリア様の住まいとなっているお城へと向かった。官邸とは別の場所らしい。

　前線都市グランダの中央に位置する緩やかな丘の頂上──そこにレヴィーリア様の居城があった。

　前線都市なんて物騒な異名のある町に建つお城だけあって、きらびやかな要素の一切ない、なんとも無骨なお城である。

　馬車を降り、そんな城の中へと入る。

　外見と同じように殺風景な細長い廊下を歩いていると、曲がり角を曲がったところでメイド服を着た、十歳にも満たないくらいの少女とばったり出会った。

「おかえりなさいませレヴィーリア様！　……って、おっ、お客様ですか!?　ああっ、どうしようお迎えの準備が……！」

　オロオロとするメイド少女にホリーが言う。

「落ち着きなさいコリン。レヴィーリア様の私室の方にお飲み物をご用意していただけますか」

「う、うん。わかったよ、お姉ちゃん！」

「職務中はメイド長と呼びなさい」

「そうでした！　そ、それでは失礼いたしますメイド長！」

　ぺこりと頭を下げたコリンという少女は、くるりと背を向けるとぱたぱたと廊下を走っていく。

　その背中を見つめていたホリーが申し訳なさそうに頭を下げた。

「申し訳ございません。我が妹ながら、まだまだ未熟なものでして……」

　どうやら今の女の子はホリーの妹らしい。

　護衛までできる腕利きメイドのホリーと違い、なんとも普通な子供のメイドさんである。

「わたくしが無理にメイドに召し抱えたばかりなのですから仕方ありませんわ。これから仕事を覚えていけばいいのです。さあさあ、それよりもわたくしのお部屋に向かいますわよ！」

　ぐいぐいと伊勢崎さんの手を引っ張り、廊下を先へと進むレヴィーリア様。そうして俺たちはレヴィーリア様の私室へと案内され──




「──ごっ、ごゆっくりどうぞ！」

　三人分の紅茶を置き、コリンが緊張した面持ちで声を上げる。

　お茶請けに用意された白いお菓子は俺たちがレイマール商会に売った物だ。

「ありがとうコリン。ホリーにも伝えておりますが、誰ひとりこの部屋に通さないように。昼食も夕食も準備しなくて結構ですから」

　伯爵令嬢であるレヴィーリア様が俺たち一般人と個室で長々と歓談とは、護衛でもあるホリーが眉をひそめそうなものだけれど、彼女からの反対はなかった。

　それほど信用してもらっているということだろう。

「わっ、わかりました！　それでは失礼いたします！」

　コリンはペコッと勢いよく頭を下げ、背後に控えるホリーと共に部屋から出ていった。

　それを見届けたレヴィーリア様は、お菓子の包み紙を開きながら口を開く。

「今回は夜まで人払いをしております。以前お邪魔したときはゆっくりできませんでしたが、今回は前より長い時間が取れますわ！　うふふ、楽しみですわね！」

　嬉き々きとした表情で語るレヴィーリア様。

　名目上は俺の手伝いであるはずなのに、早くも本音がダダ漏れである。

　レヴィーリア様は白いお菓子をひょいっと口の中に入れると、すぐさま立ち上がり伊勢崎さんの手を掴んだ。

「さあ、お姉さま！　さっそく参りましょう！」

「ちょっとレヴィ？　少しはゆっくりさせてちょうだい」

　たしなめるように言う伊勢崎さん。

　俺も伊勢崎さんもまだ出されたお茶すら飲んでいない。せめてお貴族様御用達の紅茶くらいは味わっていきたいもんだよ。

　そうして俺たちは、そわそわと肩を揺らすレヴィーリア様に無言のプレッシャーを感じながら紅茶とお菓子を腹に収め、地球へと転移したのであった。





◇◇◇






「──着きましたよ、レヴィーリア様」

「まあっ、こちらは夕方ですのね」

　榛名荘マンションの玄関先で辺りを見渡し、窓から差し込む夕日にレヴィーリア様が声を上げる。

　そういえば前回は真っ暗の深夜だったので、外の様子も味気ないものだったけど──

「よろしければベランダから外の景色を眺めてみますか？」

「是非ともお願いいたしますわ！」

　俺が部屋からベランダに続くガラス戸を開けると、伊勢崎さんに手伝ってもらいながらブーツを脱いだレヴィーリア様がベランダへと走り込み、手すりに乗りかかりながら目を大きく見開く。

「まあ……これがチキューの景色なのですね。わたくしの世界とはまるで違いますわね……！」

　夕焼け空の下、俺からすればなんてこともない日本の日常の景色を珍しそうに見渡すレヴィーリア様。

「マツナガ様、あちらこちらで四角い箱がすごい速さで動いていますわ。あれは一体なんですの？」

「あれは自動車です。人を乗せて動く、あちらでいう馬車みたいなものですね」

「ジドーシャですか……馬に引かせなくても進むということは……さてはこれもカガクというヤツですわね？」

「ご明察です」

「だと思いましたわ！」

　フフンと得意げに笑うレヴィーリア様。なかなか察しが良くて助かる。

　そういえば前に来たときにはあっという間にゲーム機で遊んでいたし、レヴィーリア様は適応能力が高そうである。

「あっ、ジドーシャがあの建物の前で停まりました。あの四角い建物はなんですの？」

「あれはコンビニですね。一日中休まず営業していて、いろんな商品を取り扱っている商店です」

「まあ……昼夜問わずですか？　従業員が体を壊してしまわないか心配になりますわね……。ではあの黄色い屋根の建物は？」

「ファミレスです。あちらも一日中営業しながらお客さんに食事を提供しています」

「ええぇ……、みなさん働きすぎではありませんか……？　もしかして酷い領主による圧政が敷かれているのでしょうか──むむっ!?」

　目を細めたレヴィーリア様が、とある建物をビシッと指差した。

「あの建物っ！　この辺一帯と比べて格段に質の良い建物のように思えますわ！　さてはあの建物こそが、民を搾さく取しゅし圧政を敷く、悪徳領主の屋や敷しきなのではありませんか!?」

　そうしてレヴィーリア様が指差した先にあったのは──伊勢崎家のお屋敷だった。

　そりゃあ立派な建物だし目立つよね。俺だって周りから浮いてると思うし。

「レヴィ、それは私の家！　悪徳領主の屋敷じゃないからっ！　それにお店は一日中営業してるとはいえ、交代で勤務しているんだからね？」

　慌てて悪徳領主説を否定する伊勢崎さん。

　彼女はレヴィーリア様の肩を掴むと、くるりと反転させて部屋の方へと向かせた。

「もうっ、レヴィたら。あなたはおじさまのお手伝いをするために来たのでしょ？　楽しむのはそれを終わらせてからにすることね」

　そんな伊勢崎さんの言葉に、レヴィーリア様はハッと息を吞んだ。

「そ、そうでしたわ！　それではマツナガ様、さっそく始めましょう。魔道具をお出しになってくださいませ！」

　お姫様らしからぬ腕まくりをしながら声を上げるレヴィーリア様。一応名目上の目的は覚えていたらしい。

　こうして俺の自宅の模様替えが始まったのであった。








30　模様替え









　レヴィーリア様がやる気になったことだし、部屋の模様替えを始めることにしよう。

　まずは冷蔵庫からだ。

　俺は十年ほど使っていた冷蔵庫の電源コードを引き抜き、一旦【収納ストレージ】に入れてみる。

　すると瞬時に冷蔵庫が消え──その下に隠れていたゴミと埃ほこりだらけの床が露あらわになった。

　普段の俺なら見なかったことにするところだけれど、今は伊勢崎さんもいる。大人としてあまり恥ずかしいところは見せられない。

　とりあえず壁に立てかけているフローリングワイパーでひと拭きしよう──そう思って背後を振り返ると、そこにいたのはすでにフローリングワイパーを手に持ち、瞳を輝かせる伊勢崎さんだ。

「おじさまっおじさまっ！　私がお掃除しますっ！」

「そ、そうかい。それじゃあお願いしようかな」

「はいっ！」

　伊勢崎さんのやる気あふれる勢いに押されて了承すると、彼女はさっそく床をワイパーで丁寧に拭き始めた。

「うふふっ、おじさまのお家のお掃除♪　これってまるで……」

　小声でなにかを言っているけれど、掃除を伊勢崎さんに任せたからには、俺は俺の仕事に集中しよう。

　俺は【収納ストレージ】に入れたばかりの冷蔵庫をテーブルのすぐ近くに取り出した。

　魔道冷蔵庫に入れる食品を先に外に出しておくのだ。伊勢崎さんの掃除が終わるまでは魔道冷蔵庫の設置ができないしね。

　上機嫌に掃除をしている伊勢崎さんを横目に、俺は冷蔵庫から食品を取り出してはテーブルの上に置いていく。

　冷蔵庫に入っていたのは、先日冒険者に振る舞ってからなんだかハマっているコーラ。

　それと牛乳とビールに炭酸水、後はほとんど冷凍食品。

　いかにも独身男性の冷蔵庫である。

　まあ魔物肉と野菜は『収納ストレージ』に入れてるからってのもあるけどね。

　それらをテーブルの上に並べていると、物珍しそうにレヴィーリア様が覗き込んだ。

「あら、これはマツナガ様が護衛の皆さんにお渡ししていた黒い飲み物でしょうか？」

「そうですよ。コーラという名前です」

　そう答えると、レヴィーリア様はもじもじとしながら上目遣いに俺を見た。

「あの……先日の領都への道中では言い出せなかったのですが、実はわたくしもそのコーラに興味がありまして……」

　貴族のわりに奔ほん放ぽうなレヴィーリア様だが、領都への道中では護衛対象者ゆえに冒険者たちと馴なれ合あうことはしなかった。自重をするべくコーラの話題にも触れなかったのだろう。

　そういうことなら──

「では一度飲んでみますか？」

「まあっ、よろしいのですか!?」

　前のめりに問い返すレヴィーリア様。

　またしても模様替え前の脱線だけど、飲み物の一杯くらいなら構わないだろう。

「レヴィったら。休憩するにはまだまだ早いわよ♪　ふふっ、うふふふふっ」

　伊勢崎さんはいつの間にやら雑巾まで取り出して、上機嫌に床を拭きながらレヴィーリア様に物申している。

　すごく楽しそうだけど、そんなに掃除が好きだとは知らなかったよ。

「お姉さま、この一杯だけですわ。急いで飲みますので！」

　レヴィーリア様がそう答えると、俺がコーラを注いだコップを両手に持ち、口につけて勢いよく傾けた。

　ゴクッゴクッゴクッと喉が鳴り、あっという間にコップの中身は空になる。

　ああ……そういう飲み方をすると──

　レヴィーリア様はハンカチで唇を軽く拭い、空のコップを見つめながら感想を語る。

「ふうっ……。苦くて甘くて不思議な味ですわね！　ですが、なんとも爽快でクセになるような────けぷっ！」

　かわいいゲップと共に、レヴィーリア様がカアアアアと顔を真っ赤にした。

「わ、わわっ、わたくしとしたことが、なんとはしたない……！」

　あわあわと慌てふためくレヴィーリア様。

　どうやら淑女としてゲップはマナー違反というのは異世界でも同じのようだ。

　だがやってしまったものは気にしても仕方ない。ここはなんてこともないように振る舞ったほうがいいだろう。

　俺は涙目のレヴィーリア様にゆっくりと話しかけた。

「落ち着いてください、レヴィーリア様。地球には『コーラを飲んだらゲップが出るっていうくらい確実じゃ』という格言を残した偉人もいます」

「そ、そうなのですか……？」

「そうです。ですから気にする必要はありませんよ」

「なるほど……そういうことでしたか。確実なのでしたら出しても仕方ありませんわね。それではわたくしも気にしないことにいたしますわ！」

　胸を張って答えるレヴィーリア様。

　いささかチョロすぎる気がしないでもないけれど、これを引きずられてもかわいそうだしね。




　そうして落ち着きを取り戻したレヴィーリア様に胸を撫で下ろしつつ、冷蔵庫の中身を取り出し終わった頃──なぜか頭に三角巾まで巻いたスタイルになっていた伊勢崎さんがよろよろと近づいてきた。

「お掃除が、お掃除が……終わってしまいました……。ああ、夢の時間が……」

　なんとも名残惜しそうに掃除をした床を見つめる伊勢崎さん。

　床は大理石かというくらいにピッカピカに輝いているというのに、伊勢崎さんの表情はそれとは真逆に曇っている。もしかしてこれでもまだ掃除をやり足りないのだろうか。

　しかしここからさらに大掃除までされても困る。さっさと冷蔵庫を設置することにしよう。

　俺はさっそく【収納ストレージ】から魔道冷蔵庫を取り出し、輝く床の上に設置した。

　それを見たレヴィーリア様が声を上げる。

「まあ、シャグナ作なのですか。さすがはレイマール商会、良い物を取り扱っているのですね」

「シャグナというのは有名な職人さんなんですか？」

「ええ、グランダに居を構える魔道具職人でして、我がカリウス領のみならず、他領にまで名前が響くほどの腕前と伺っております。……さて、マツナガ様、それでは魔道冷蔵庫に魔力を注入しますわね。ふふっ、腕が鳴りますわ……！」

　レヴィーリア様はまるで挑むように眉を上げると、魔道冷蔵庫の中心部分にある青い魔石を指で触れた。

　その瞬間、レヴィーリア様の指先がほのかに光り、その光がすうっと魔石に吸い込まれていく。

　それが十数秒ほど続いただろうか。

　ふう……と長い息を吐いたレヴィーリア様が魔石から指を離し、魔道冷蔵庫の側面にある目盛りを見つめた。

　購入した魔道冷蔵庫には魔力残量メーターまでついているのだ。さすがは高級品である。

　その目盛りは10％ほどのところで止まっていた。

「まあっ、十日分も貯まりましたわ！　おほほっ、少しはお役に立てたようですわね！　オーホッホッホ！」

　満足げに高笑いするレヴィーリア様。

　その顔を見るからに人並みほどの魔力しかないと言っていたのは謙遜で、実はそこそこ自信があったのかもしれない。十日分とはそれほど多いのだろう。

「では残りは俺がやりますね」

「魔道コンロも買われているのでしょう？　マツナガ様の魔力はそちらに使ったほうがよろしくなくて？」

「いえ、問題ないですよ」

　そう言って俺は魔石に触れて魔力を流した。

　魔力を流すという感覚は伊勢崎さんに魔力を供給している感覚に近いようだ。

　そうしてしばらくそのままにしていると、魔力が流れていかないような感覚になってきた。

　そこで冷蔵庫の側面に目を向けると目盛りはすでに最大値。これで百日ほど使えるのだそうだ。

「こ、高位の魔術師が数人で注入する容量ですのに……。マツナガ様、よもやそこまでの魔力がおありですとは……」

　満タンになった目盛りを見て、レヴィーリア様が目を丸くする。

　そんな彼女に伊勢崎さんが自慢げに胸を張った。

「ふふん、レヴィ、見ましたか？　おじさまはとってもすごいのです！　さあおじさま、魔道コンロの方も設置しましょう！　こちらも私がお掃除しますからね！」

　雑巾をグッと握りしめて声を上げる伊勢崎さん。

　とんでもないやる気のようなので、コンロ周辺の掃除も彼女に任せることにした。

　そうしてしばらく経ち、魔道コンロの設置も完了。

　まだ掃除をやり足りないらしく、寝室の掃除まで始めようとする伊勢崎さんをなんとかなだめ、部屋の模様替えは無事に終わったのだった。








31　引きこもらない









「ふうっ……。これでぜんぶ終わりましたわね！」

　模様替えが終わり、ひとつ大きな息を吐いたレヴィーリア様。

　すると彼女はそわそわと何かを期待するかのような瞳で俺と伊勢崎さんを見つめ始めた。

　そしてそんなレヴィーリア様に、伊勢崎さんはいたずらっぽく口の端を上げながら話しかける。

「そうですね。それではおじさまのお手伝いも終わったことですし、そろそろ異世界に戻りましょうか」

「ええっ!?　そんなぁ……！　わたくし、もっとこちらに居たいですわ！」

　涙目で声を上げるレヴィーリア様。それを見て伊勢崎さんがころころと笑う。

「うふふふっ、冗談よ。レヴィはお仕事の息抜きをしたいのでしょう？　それならおじさまがお許しくださったなら、またテレビゲームで遊びましょうか？　そうね……今回は飛行機のゲームとかどうかしら？」

「ひこうき？」

　テレビゲームを提案する伊勢崎さんと首を傾げるレヴィーリア様だが、俺の家にある飛行機のゲームと言えば鳥がパイロットのものしかない。

　あのゲームはいけない。

　アレは一見、二人同時プレイ可能のほのぼの横スクロールシューティングゲームではある。

　しかし自機の弾丸にお互い当たり判定があり、その気になれば妨害プレイで殺伐とした空気になりがちなゲームなのだ。

　当然、伊勢崎さんの中では対戦ゲームということになっている。

　これを対戦ゲームでは一切手を抜かない伊勢崎さんがレヴィーリア様とプレイすれば、背後からレヴィーリア機を嬉々として撃ちまくる伊勢崎機が目に浮かぶ。というか俺もやられたことがある。

　だがそんな気配を読み取ったのか、レヴィーリア様が言いにくそうに目をそらしながら答える。

「あのう……テレビゲームは楽しいのですが、お姉さまと遊ぶと情け容赦なく叩きのめされてしまいますし……。それよりもわたくし、マツナガ様のご自宅から外に出てみたいのですけれど、それはダメ……でしょうか？」

「えっ、それは──」

　俺と伊勢崎さんが顔を見合わせた。

　好奇心旺盛なレヴィーリア様のことだ。

　せっかく異世界にいるのに、独身男性のこぢんまりとした住居をうろつくだけで満足するはずがない。それは最初からわかっていた。

　だから俺はこう答えるだけである。

「──もちろん構いませんよ」

「まあっ、ありがとう存じます！」

　満面の笑みを浮かべるレヴィーリア様。

　しかしそれとは逆に伊勢崎さんは心配そうに眉尻を下げる。

「おじさま、本当によろしいのですか？　レヴィのことですし、おじさまにいろいろとご迷惑をおかけすることになるかもしれませんが……」

「いいんだ。異世界を見て回るのは楽しいってことを俺は知っているのに、同じことをレヴィーリア様にはさせないでこんな部屋に閉じ込めたままというのは可哀かわい想そうだからね。せっかくだからレヴィーリア様にも日本を楽しんでほしいと思うよ」

「まあっ……！　さすがはおじさま、おやさしいです！　ちなみに私ならおじさまのお部屋にずうっと閉じ込めれられても平気ですけどね！」

　さらりと怖いことを言う伊勢崎さん。

　まあ伊勢崎さんは出会った当初は引きこもりがちだったし、ゲーム機が置いてある部屋ならなんとかなる……のかな？

「とにかく、そういうわけで外に出ましょう、レヴィーリア様。ただ──」

　俺はレヴィーリア様の姿を上から下まで眺めた。

　もはや見慣れた感のあるフリフリのついたドレス。いかにも貴族令嬢のファッションである。

　さすがにこの格好で外をウロウロするのは目立ちすぎるだろう。

　外を見学するのはいいけれど、無駄に目立っていいわけではない。今のドレス姿で目立たないでうろつけるのはコスプレ会場くらいだと思う。




　そういうことで俺から着替えを提案したところ、伊勢崎さんもその意見に頷いた。

　そして難色を示したのがレヴィーリア様だ。

「あの……本当にこのドレスから着替えなくては駄目ですか？　この衣服はわたくしの貴族としての生き様、誇りを民に示すためのものでもありますの。それを脱げというのはあまりにも……」

　レヴィーリア様が悲しげにうつむく。思った以上にドレスに思い入れがあったようだ。それなら本当にコスプレ会場くらいしか行けそうなところがない。

　今からコスプレをやってる会場ってあるのかな？　とスマホを取り出そうとしたところで、伊勢崎さんがレヴィーリア様の肩にそっと手を置いた。

「レヴィ、あなたのそういう真面目なところは美点だと思うわよ。けれど今だけはすべてを忘れて楽しんでみない？　せっかく羽を休める機会なんだし」

「お姉さま……」

「とはいえ、私の手持ちのお洋服の中にレヴィが着れるものはあったかしら。あなたの方が背は高いし……」

　そう言ってため息をつく伊勢崎さんにレヴィーリア様が食いついた。

「ええっ!?　わたくし、もしかしてお姉さまの着古しを着れるのですか!?　着ます着ます！　着ますとも！　そしてドレスを脱ぎますわー!!」

「着古しじゃないわよ！　また着ようと保管している物がいくつか……って、ああもうっ、こらっ、離れなさい！」

　誇りはどこにやら、今日一番にテンションが上がるレヴィーリア様。

　どうやら服装の件は問題がなくなったらしい。

　そうして興奮冷めやらぬレヴィーリア様を伴い、俺たちは伊勢崎さんのお屋敷に直接【次元転移テレポート】したのだった。








32　コミュ力









　伊勢崎さんとレヴィーリア様の手を握り、俺は両手に花状態で【次元転移テレポート】した。

　到着したのは伊勢崎邸の玄関だ。

　すると目の前にいたのはギョッとした顔の大家さん。

　どうやらたまたま玄関に飾っている花の手入れをしていたらしく、大家さんはあやうく落としそうになった花瓶を棚に戻して眉を吊り上げた。

「ウーープス！　いきなりババアをビックリさせるんじゃあないよ！　ポックリ逝っちまったらどうすんだ──って、見慣れないお客さんがいるじゃあないか。一体どちらさんだい？」

　ビックリしたことよりもお客さんに興味が向いたらしい。

　俺もこの歳でお説教されるのも辛つらいので、このまま自己紹介へと移させてもらおう。

「この方は異世界の伯爵令嬢であらせられるレヴィーリア様です。こちらの世界に興味がおありのようでしたので、辺りを見学してもらおうかと」

　大家さんには逐ちく一いち異世界の報告を行っているので、レヴィーリア様の名前は知っていると思う。

　そんな大家さんはレヴィーリア様を見上げて口元を緩ませる。

「へえ、そうなのかい。よく来たね、アタシは聖奈の祖母の伊勢崎榛はる名なっていうモンだ。あんたのことは松永君と聖奈からよーく聞いているよ」

　さてお次はレヴィーリア様の挨拶のターンだ──と思ったのだけれど、レヴィーリア様は俺と伊勢崎さんに困惑した顔を向ける。

「あの……こちらの御婦人は、今なんとおっしゃられたのでしょうか？」

「えっ？」

　もしかして言葉がわからないということだろうか？

　伊勢崎さんが眉をひそめながらレヴィーリア様に話しかける。

「レヴィ、こちらは私の祖母の榛名お婆様よ。自己紹介をお願いしていいかしら」

「まあっ、そうなのですか!?　そうとは知らず、大変な失礼を……！　わたくしはカリウス伯爵家が次女、レヴィーリア・カリウスと申します。以後、お見知り置きを──」

　俺も以前されたことがある、気品あふれるお貴族様のご挨拶。

　それを見て大家さんが口笛を吹いた。

「ヒュー、そいつは異世界の貴族の挨拶かい？　なかなかイカしてんじゃん。なんて言ってるかはサッパリわかんないけどさ！」

　肩をすくめる大家さん。どうやら大家さんもレヴィーリア様の言葉が理解できないようだ。

　……とはいえ改めて考えてみても、むしろ俺が異世界の言葉が理解できることの方がおかしいんだよね。

　伊勢崎さんも幼い頃に異世界転移をした直後から言葉が理解できていたそうだし、そういうものなんだろうと気にしないようにしていただけである。

「……伊勢崎さん、どう思う？」

「理由はわかりません。ですが魔力供給も私とおじさまだけのようですし、私たち二人が特別なのかもしれませんね……『二人が特別』だなんて、少し照れてしまいますわね、うふふっ」

　伊勢崎さんが口元に手を当てて笑う。

　それで思い返すのは、つい先程の出来事。

　魔道コンロを設置する際にレヴィーリア様に魔力供給の件を明かし、ちょっとしたテストに協力してもらったのだ。

　その結果、レヴィーリア様は伊勢崎さんに魔力供給はできなかったし、俺の魔力をレヴィーリア様に供給することもできないことが判明した。

　魔力供給、そして言語──確かに俺と伊勢崎さんがなにやら特別な状態に置かれているのは間違いなさそうだ。

　なぜそうなったのかは、やっぱりわからないんだけどね。

「まあ言葉が伝わらなくたって気持ちは伝わるもんさ。ヘイ、プリンセス！　ウェルカムトゥマイホーム！」

　大家さんが大仰に手を広げて歓迎のジェスチャー。

　それを見てレヴィーリア様も表情をほころばせる。

「明るくて朗らかなお婆さまですのね！　賑にぎやかなお出迎え、感謝いたしますわっ！」

「ハハハ！　せっかくウチに来たんだ。自分の家だと思って気兼ねなく寛くつろいでいきなよ！」

「はい、よろしくお願いいたします！」

「へえ、いい返事をするじゃあないか、気に入ったよ。それじゃ立ち話もなんだ、向こうで茶でも飲もうかね。ヘイ、カモン！」

「まあっ、お招きいただきありがとう存じます。ですがこの後、お姉さまと予定がありまして……」

「オーノー、用事があったのかい？　それじゃあ仕方ないね、また今度の機会にしようか。聖奈、しっかりプリンセスをエスコートしてやるんだよ」

「は、はい、わかりました。お婆様……」

　苦笑を浮かべる伊勢崎さん。たぶん俺も同じ顔をしていると思う。

　たしかに言葉が通じなくてもわかり合えることはあると思うけど、ここまで意思疎通できるのはさすがに驚くよね。

「そ、それじゃあレヴィ、クローゼットルームに案内するわね。おじさま、行って参ります」

「う、うん……。いってらっしゃい……」

　なんとか状況を飲み込み頷く俺。

　そうして伊勢崎さんはレヴィーリア様を連れ、廊下の奥へと歩いていったのだった。





◇◇◇






　──それからしばらく経ち、客間で俺と大家さんがお茶を飲んでいると「失礼します」と伊勢崎さんの声の後、ふすまが静かに開かれた。

　そこに立っていたのは、いつもの可愛らしい伊勢崎さんと見慣れぬ異国の金髪美女──ではなくてレヴィーリア様だ。

　レヴィーリア様はいつものドレスとはまったく違う、ふわっとしたワンピース姿。普段の着飾った姿に比べると少し幼く見える。

　レヴィーリア様は恥ずかしそうに自分の服装を見回しながら俺に尋ねた。

「どうかでしょうかマツナガ様。この姿なら、わたくしが民衆に紛れても目を引くことはありませんか？」

「そうですね。これなら外を出歩いても目立たないと思いますよ」

「ヒヒッ、別の意味で目立ちそうな気がするけど、それは仕方ないさね。……それで、松永君はプリンセスをどこに案内するつもりなんだい？」

　大家さんの物言いになんだか引っかかりを感じつつも、俺はレヴィーリア様に問いかけることにした。案内する場所はレヴィーリア様のリクエストに応えようと思っているのだ。

「レヴィーリア様はどのような場所に行きたいですか？」

「お姉さまとも相談したのですが、もう日も暮れております。このような時間からでも、変わらず楽しめるような場所であればどこでもよいですわ」

　そうなると、こんな郊外の住宅地をうろつくだけでは満足してはいただけないだろう。

　やはり町なかに出向く必要がありそうだ。

「わかりました。それならさっそく行きましょうか」

　残りのお茶を飲み干し、俺たちは玄関へと移動した。大家さんがレヴィーリア様に向かってピッと親指を立てる。

「ヘイ、プリンセス、楽しんできな！」

「はい、ハルナお婆さま。行って参りますわー！」

　すっかり仲良くなった大家さんとレヴィーリア様を眺めながら、俺は【次元転移テレポート】を唱えた。








33　観光案内









　俺たちが【次元転移テレポート】で到着した先は、これまでも何度か利用したことのある薄暗い路地裏。

　ここは町の中心部のわりに人ひと気けが少なく、【次元転移テレポート】の中継場所として便利なんだよね。

　今回も誰かと鉢合わせることなく、無事に転移することができた。

　そんな路地裏から少し歩き、大通りに面した繁華街へと抜ける。

　歩道に足を踏み入れた瞬間、レヴィーリア様が辺りを見渡して声を上げた。

「ふわあぁ……！　キラキラと輝いていて、とても美しい光景ですわね！　ねえねえお姉さま、これはどのようなパレードの最中なのでしょうか!?」

　興奮したように声を弾ませるレヴィーリア様。

　しかし残念ながらパレードが行われているようなことはなく、ただ日が暮れた街並みに街灯やショーウィンドウの明かりが灯り、ヘッドライトを点灯した車が道路を行き交っているだけである。

　そんなレヴィーリア様が微笑ましく映ったのだろう、伊勢崎さんが優しい笑みを浮かべながら答える。

「うふふっ、違うわレヴィ。この辺りではこれが日常の光景なのよ？」

「ええっ、そうなのですか？　ですがなんと豊かで、きらびやかな街並みですこと……」

　歩道沿いに連なるショーウィンドウをうっとりと眺めながらつぶやくレヴィーリア様。

　正直なところ、会社帰り学校帰りの人々が行き交う歩道にはタバコの吸い殻やお菓子の袋なんかも捨てられており、俺からすれば特に美しいとは思えない街並みである。

　けれど異世界ではこの時間帯は人通りも少なく、通りも薄暗いのが常識なのだ。

　だから俺にもレヴィーリア様が感動する気持ちは理解できるし、水を差すつもりもない。ひとまずはそんな彼女の好奇心の赴おもむくままに行動してもらおうと思った。

「レヴィーリア様、目的地は特に決めませんのでご自由に見学なさってください。それでなにか気になった建物があれば言ってください。入れそうな建物なら中に案内しますから」

「まあっ、それは楽しそうですわね！　それではさっそく参りますっ！」

　レヴィーリア様はふんすと気合を入れ、意気揚々と足を進めた。

　──そしていきなり車道に踏み入りそうになり、伊勢崎さんに引き止められる。

「ぬわっ!?　ちょっ、レヴィ！　そっちは自動車の通行路よっ！」

「あら、そうだったのですね、ごめんあそばせですわ。それではあちらに行ってみることにいたします！」

　クルッと踵きびすを返かえし、今度こそ歩道をズンズンと歩くレヴィーリア様。

　そのマイペースな背中を俺と伊勢崎さんは慌てて追いかけたのだった。
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　いきなり肝を冷やす事態になったりもしたけれど、その後は伊勢崎さんがレヴィーリア様の隣を歩いてサポートをしてくれた。

「あの建物はなんですか？」「ここでは何が売られているのですか？」と矢継ぎ早に尋ねるレヴィーリア様に伊勢崎さんがスラスラと答えていく。

　この辺りの繁華街は俺が勤めていた会社からそれほど離れてはなく、俺もそれなりに詳しいのだが伊勢崎さんも詳しかったようだ。駅近くだし、友人と出歩くこともあったのだろうか。

　そんな頼もしい伊勢崎さんと楽しそうなレヴィーリア様の背中を眺めながら、その後ろを俺がついて歩く。

　──そして突き刺さる視線の数々。

　後ろにいるとよくわかるのだけれど、道ですれ違う人々が次々と振り返って二人を見るのだ。

「今の見た？」「え、ヤバ。めちゃかわいくね？」「どっかのモデルかな」「オーラやばすぎ」「なんかの撮影してんの？」「後ろの人はマネージャー？」

　振り返った人々がひそひそと囁ささやきあっている。スマホで写真を撮ろうとする連中までいたので、さりげなく二人を背中で隠す。

　……ああ、そうか。大家さんが言っていたのはこういうことか。

　二人とも目を見張るほどの美人だし、いくら服装に気をつけても目立つのは避けて通れないということだ。

　しかしそうなってくると──

「ねえねえ今ヒマ？　ヒマだよね？　よかったらオレらと遊ばね？」

　危き惧ぐした途端に想定通りのイベントが発生した。

　金やピンクに髪を染めたチャラ男たちが伊勢崎さんたちの前に立ち塞がったのだ。

「お姉さま、突然道を塞いで話しかけてくるなんて、この者たちは少々無礼ではありませんこと？　それともこれもこちらでは普通なのでしょうか？」

　足を止められ、少し苛立った声のレヴィーリア様。

　そんな彼女の様子を気にかけることもなく、チャラ男たちはさらにテンションアゲアゲだ。

「ギャハッ！　何言ってんのかわかんねー！」「マジか、外国人じゃん!?」「ちょうどよくね？　オレらで楽しいトコ、カンコーさせてあげよーぜ！」「おっ、ソレいいね～！」

　などと口々に話すチャラ男たちに、伊勢崎さんが短く答える。

「結構です。どうかお引取りください」

　取り付く島もない言葉に呆あっ気けに取とられ、シンと静まり返るチャラ男たち。

　だがめげることもなく、数秒後にはまた騒ぎだした。

「こっちの子は日本人じゃーん！」「言葉通じるのマジ助かるー！」「てかお嬢様!?　お引取りくださいってウケる！」「とりま早く行こうぜ？　クルマはあっちに停めてっから！」

　そう言って強引に伊勢崎さんの腕を掴もうとするチャラ男。おっと、さすがにそれはＮＧだ。

　俺は伊勢崎さんとチャラ男の間に割って入った。








34　ナンパお断り









「あー、それ以上は駄目だよ」

　伊勢崎さんとチャラ男の間に割って入る俺。

　するとチャラ男はくわえていたタバコを投げ捨て、苛立った声を上げた。

「は？　なんだよオッサン」

　チャラ男たちの中でも特に上背のある赤髪チャラ男が威圧するように俺を見下ろす。

　とはいえ、今更そのくらいでビビったりはしないけどね。俺をビビらせたいのなら、アースドラゴンくらいは持ってきていただきたい。

「俺は彼女たちの保護者なんだ。悪いけどナンパなら他を当たってくれるかな？」

「へー、オッサンが保護者なのかよ？　それならさ、今からオレらが代わりにこのコらを保護すっから！　だからオッサンは先に帰っていいってマジ！　ほらほら、お帰りはあちら！　ギャハハ！」

　なにが面白いのか爆笑しながら自分の背後を指差す赤髪チャラ男と、それに同調して笑うチャラ男たち。

　だがその時、伊勢崎さんがひとつため息をつき、冷たい瞳で赤髪チャラ男を見据えた。

「はあ……あなた方がおじさまの代わりに……？　そんなもの務まるわけがないでしょう、身の程をわきまえてください。それにエスコートはたった今お断りしたはずです。私の言葉が理解できる知性がおありでしたら、速やかに私たちの前から立ち去ってください」

　いつもは穏やかな伊勢崎さんだけど、こういうことはキッパリ言っちゃうんだよね。

　いつぞやイケメン男子に告白されたときもそうだった。

　まあ脈がないなら曖昧に濁さずに断ったほうが相手のためにもなるんだろうけど。

　しかし人間関係では理屈が通じないこともよくあることだ。

　伊勢崎さんから二度目の拒絶を通告され、赤髪チャラ男の顔がわなわなと歪んだ。

　おおっと、これ以上は本当によろしくない。町を行き交う人々もトラブルに気づきかけている。

　なんとか今すぐこの場を穏便に済ませる手はないだろうか。

　さすがに彼らをアースドラゴンと同じように、上空から落っことすわけにはいかないし──

　などと思った矢先、俺の視界の端になにやら赤く光る物が映った。

　よく見ると、それはついさっき赤髪チャラ男が捨てたタバコのようだ。

　ポイ捨てした上にまだ火が赤々と灯っているし、たいへんマナーがよろしくない。……よし、こいつを利用してみよう。

　俺は地面に異空間をこっそり開き、タバコを【収納ストレージ】の中に落とした。

　熱湯は【収納ストレージ】に入れても熱いままだし、火のついたタバコは火がついたまま状態が維持されるのだ。

　次に俺は小さな異空間を赤髪チャラ男の耳元に開く。

　火がついたタバコが自然落下し、赤髪チャラ男の耳に軽く当たった。

「──熱っぢいっっ!?」

　突然の熱さに驚き、赤髪チャラ男が悲鳴を上げる。俺は地面に落ちる前に【収納ストレージ】にタバコを回収すると、耳を押さえている赤髪チャラ男の腕を掴んだ。

「動くな」

「何しやが──えっ!?」

　俺の腕を振りほどこうとした赤髪チャラ男の表情が驚愕に変わる。

　軽く掴んでるだけのおっさんの手が振りほどけないからだ。

　その理屈はとても簡単。

　俺は手で掴んでいるように見せてはいるが、実際は自分の手のひらに隠れるほどの小さな異空壁をいくつも空中に展開させ、彼の腕が動かないように固定しているのだ。

　何度も力任せに腕を振りほどこうするチャラ男。

　もちろんその腕が振りほどけることはない。アースドラゴンですら動かせないものだからね。

　そうして次第に焦りを顔に滲にじませ始めたチャラ男の耳元で俺が囁ささやく。

「今すぐ立ち去れ。こちらにおられるのは某国からお忍びでこられたやんごとなき身の上の方々。お前たちもすでに我々のＳＰ部隊に包囲されている」

「はあ!?　なにを──」

　キョロキョロと辺りを見渡すチャラ男。単なるハッタリであり、もちろん包囲なんてされているわけはないのだけれど。

「今も護衛用ドローンがお前たちを狙っている。こちらとしてもこれ以上騒ぎ立てるつもりはない。それとも──さっきの威嚇だけでは物足りなかったか？」

　そう言って俺は彼の耳たぶを指で軽くなぞった。

　当然、護衛用ドローンなんて物もない。というかそんな物って存在するの？

　だが俺の言葉を聞いた赤髪チャラ男は勝手に何かを察したのだろう。

　耳を強く押さえながらコクコクと何度も頷くと、周りにチャラ男たちに向かって声を上げた。

「おっ、おいっ！　やっぱここは場所が悪りーわ！　別んとこ行こうぜ！」

「へっ？　なんだよアッちゃん。この子らどうすんだ？」

「いっ、いいから早く！　行くぞオラッ！」

「チェッ、なんだよ」「まーた気まぐれが始まったか」「ったくよー」「またねーバイバーイ」「あーツマンネ」

　不満を漏らしながらもダラダラとした足取りで赤髪チャラ男についていくチャラ男たち。

　どうやら彼はチャラ男たちのリーダー的存在だったらしい。なかなかのリーダー力である。

　そうしてあっと言う間にチャラ男たちの姿は人波に紛れて見えなくなったのだった。

　なんとか無用なトラブルは避けられたようでなによりだ。

　我ながらＳＰだの護衛用ドローンだのバカげたことを言ったもんだが、なんとかなるものだね。

　毅然とした態度の伊勢崎さんや、いかにも世間慣れしていないレヴィーリア様もリアリティを演出してくれたのかもしれない。

　俺もしっかりと熟練ＳＰの演技をしていれば、さらなるリアリティを醸かもし出すことができたんだけどね。周囲の状況に焦ってすっかり演技をすることを忘れていた。

　俺の演技が冴さえ渡わたりさえすれば、もっと速やかに彼らを退場させることもできただろう。とても残念だ。

　そんな反省をしていた俺に女性陣が話しかけてきた。

「さすがはおじさまです！　あの手の輩やからなぞ、おじさまの手にかかればちょちょいのちょいですね！」

「言葉はわかりませんでしたが、わたくしたちを守ってくださったのはわかります。マツナガ様に感謝を」

　ピョンピョンと飛び跳ねながら満面の笑みを浮かべる伊勢崎さんと、しずしずと頭を下げるレヴィーリア様。

「ええ、なんとかなったみたいでよかったです。しかしさすがに注目されちゃってますし……ちょっと店に入りますか」

　ピリつきかけた路上の空気は消きえ失うせたけれど、遠巻きにこちらを眺めている人がちらほら見える。これ以上この場にとどまるのはよくないだろう。

　そしてちょうど目の前には、俺もたまに利用するいつものショッピングモール。

　俺たちは人の目を避けるようにそそくさとその中へと入っていったのだった。








35　初めてのショッピングモール









　ここまではウインドウショッピングばかりしていたので、実際に店舗の中に入るのはこれが初めてである。

　そんなレヴィーリア様がショッピングモールに足を踏み入れると、吹き抜けのエントランスホールを見上げて大きな瞳をさらにまんまるに見開いた。

「まあまあまあっ……！　なんと広くてきらびやかなお店ですこと！　マツナガ様、ここでは一体なにが売られているのですか？」

「いえ、ここは一つの店舗ではなく、いくつもの店舗が寄り集まっている施設なんです。ですからいろんな物が売っていますし、さまざまなイベントも行われたりするんですよ」

「なるほど……。グランダにも屋台を集めた広場や通りなどはありますが、それらを一つの軒下に集めるとこのような形になりますのね。とても壮大で素晴らしい試みですわっ！」

　為い政せい者しゃとしての立場からか、妙な感心の仕方をするレヴィーリア様。そんな彼女に伊勢崎さんが声をかける。

「それでレヴィ、なにか気になる物はあるの？」

「はい、お姉さま。それはもちろんアレですのよ！」

　すぐさま答え、真っ直ぐに指を差すレヴィーリア様。その先にあったのは──

「あら、エスカレーター？」

「アレはエスカレーターと呼ばれる物なのですね。見たところ階段が動いて人を上へと運んでいるようですが……わたくしもアレに乗ってみたいですわ！」

　どうやら店よりもエスカレーターそのものに興味を持ったらしい。まあ異世界では見なかったし、わからないでもない。

　そういうことならと、俺たちはエスカレーターの前まで歩いていった。

　上に向かって一定速度で動くエスカレーターをじいっと見つめ、レヴィーリア様がゴクリとツバを飲み込む。

　その表情はどこか緊張した面持ちだ。

　そういえば俺も幼少の頃、エスカレーターに乗るのが怖かった記憶がある。

「こ、ここに足を乗せればよろしいのですよね？」

「ねえレヴィ、怖いのなら私が手を繫いであげましょうか？」

「くうううっ、お姉さまと手を繫げる絶好の機会……！　ですが、わたくしは先ほど幼い子供が一人で乗っていたのを見たのです。貴族として、わたくしが情けない姿を晒さらすわけにはいきませんの！」

　などと拳を握りしめて力説するレヴィーリア様。

　ここは異世界だし、別に世間の目を気にする必要はないと思うのだけれど、彼女には彼女なりの矜きょう持じがあるのだろう。

「はあ、はあ……。か、覚悟を決めますので、しばらく待っていてください。ですからどうか押さないで、押さないでくださいませね？」

　エスカレーターを凝視しながらレヴィーリア様がか細い声でつぶやく。

　少しだけそういうフリかな？　と思ったのは内緒である。

　まあ幸いなことに閉店時間が近づきつつあるショッピングモールは人もまばらだ。

　エスカレーターも空すいているので、ゆっくりと自分のタイミングで乗りこんでほしい。




　それからしばらくして、覚悟を決めたらしいレヴィーリア様が背筋をピンと伸ばした。

「み、見ていてください、お姉さま、マツナガ様……。それでは……レヴィーリア・カリウス、参りますっ……！　どりゃああああーー!!」

　気合の入った声を共に、レヴィーリア様がエスカレーターに足を乗せた。

　彼女の体がスウーッと前へと進む。

「ほ、ほら、見てくださいませ！　乗れました！　わたくし、エスカレーターに乗れましたわ！」

　手すりを両手で掴みながらレヴィーリア様が振り返る。

　足がぷるぷると震えているけれど見なかったことにしよう。

「おめでとうございます、レヴィーリア様」

「え、ええ。おめでとうレヴィ」

　などと少しぎくしゃくした笑みを浮かべながら、俺と伊勢崎さんもレヴィーリア様の後に続いてエスカレーターに乗り込み──

　周辺からパチパチとまばらな拍手が耳に届いた。

　後ろを見れば、微笑ましいものを見る目でこちらに向かって手を叩いている数人の買い物客の姿が。どうやら皆さんはいつの間にやらレヴィーリア様を遠巻きに見守っていたらしい。

　まあ伊勢崎さんとレヴィーリア様という二人の美人がいる中で、さらにはエスカレーター前で聞き覚えのない言葉で騒いでいたら……そりゃあ目立つよね。

『田舎から日本にやって来た留学生さん、初めてのエスカレーターに挑戦！』といったところだろうか。当たらずといえども遠からずだ。

　そして拍手に応えるように、階下に向かってにこやかに手を振るレヴィーリア様。

　その姿はまさに貴族といった風格と気品にあふれており、さっきまでエスカレーターにビビっていたとはとても思えない。

　乗っている間に慣れたのか、それとも貴族のプライドが為なせる技なのか。とにかくさすがである。

　そうして拍手に見送られながらエスカレーターを昇っていく最中、俺はようやく思い至った。

　彼女たちと同行している限り、目立たずにいるのは不可能だろうということに。
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　暖かい目の観衆に見送られ、俺たちは二階に上がった。

　レヴィーリア様は達成感に満ちた顔でエスカレーターを降りると、さらに上階へと続くエスカレーターを見つめる。

「二階からさらに上に上がれますのね。わたくしとしてはお店を一軒一軒見て回りたいところですが、さすがにそこまで時間に余裕はないかと思います。ここはひとつ、お姉さまからおすすめのお店などを紹介してはもらえないでしょうか？」

　状況を理解した適切なリクエストである。

　その問いかけに伊勢崎さんが顎に手をあてながら答えた。

「そうね……。たしかこのモールにもゲームショップがあったはずだから──」

「ゲ、ゲームショップ以外でお願いしますわ！」

「むうっ……仕方ないわね。それならコスメショップはどうかしら？　……あの、おじさまには少し退屈になるかもしれないのですが……」

　申し訳なさそうに眉を下げる伊勢崎さん。

　けれどレヴィーリア様は以前渡したコンビニコスメも喜んでいたし、きっと彼女が楽しめるお店になるのは違いない。

「それなら俺はしばらくモール内をウロウロして時間を潰しているよ。俺のことは気にしないでゆっくり楽しんできて」

「わかりました。お気遣いいただきありがとうございます、おじさま」

　俺がコスメショップに入るのも気恥ずかしいので、これでいいだろう。あそこならさすがにナンパなんかもされないだろうしね。

「それじゃあ終わったらスマホで連絡して」

「はい、ではそのように。レヴィ、行きますよ」

「はいっ、お姉さま！」

　笑顔を見せ合い、仲良くコスメショップに向かう二人。

　彼女たちの背中を見届け、俺はその場を後にした。




　……さて、どうしようかな。

　そういやここにはゲームショップがあるんだっけ。せっかくだから覗いてこようか。

　そうして俺はゲームショップに向かおうと足を進め──そこで聞き覚えのある声に呼び止められた。

「おんやー？　センパイじゃないっすか。こんな所でどしたんすか？」

　その声に振り返ると、そこには会社帰りと思おぼしきスーツ姿の相原が立っていたのだった。








36　相原莉緒の尾行（ストーキング）









　時間はほんのちょい遡さかのぼる──




　今日もウチは仕事を終わらせて、残業命令もスルーしてさっさと退社した。

　明日はブチョーのネチネチ小言が増えそうでダルいけど、明日のことは明日考えることにする。

　てかマジで、あのブチョーのイヤミを平然とかわしてたセンパイってハートが強すぎるんじゃね？　まあセンパイの場合、ただの鈍感かもしれんけど。

　でもそんなセンパイがガードしてくれたお陰で、ウチはあんまブチョーに絡まれなかったんだよなー。それを今頃になって実感したりとか。

　やっぱセンパイ、会社に戻ってきてくんないかなー。

　その方がもっといっぱい会えるし♡　なんてねウヒヒ。

　つっても、マジでセンパイと会う機会が少なくなったのは、センパイがしゅきになったウチとしてはマジつらたんなワケで。

　とりまジーチャンの見舞いも終わっちゃったし、今度はブチョーの愚痴を聞いてもらうってネタでセンパイを飲みにでも誘おうかなー……。




　とか考えながらの帰り道。

　今夜の晩ごはんを買いにモールに寄る途中、偶然見かけたのがウチのしゅきぴであるセンパイだった。

　これってマジで運命なのでは!?　──なんて思ったのもつかの間で、センパイのすぐ近くにはいつぞやの神ＪＫが歩いてて、さらにその隣に謎の金髪美人。

　えっ、なにこの状況!?　めちゃ気になるんですけど!!




　──てことで、ウチの尾行がスタートしたワケである！

　センパイを尾行するのもこれで二度目。

　なにげにウチがストーカー化してるような気がしないでもないけど、まだ大丈夫だよね……？

　そんな尾行の最中、なんかよくわからんけどあっさりナンパを撃退するセンパイに惚ほれ直したり、金髪美人が一生懸命エスカレーターに乗ってんのを見て、ウチもこっそり拍手をしたり──

　そんなこんなでセンパイがようやく一人になったのを見計らい、ウチは声をかけたのだった。




「おんやー？　センパイじゃないっすか。こんな所でどしたんすか？」

　我ながら白々しいと思いつつ声をかけるウチに、センパイは特に大きくもないフツメンの目をパチクリとさせ、はあと息を吐いた。

「なんだ相原か。どうしたもなにもショッピングモールは買い物をする所だろ。そういうお前は会社帰りか？」

「そーです、んで晩ごはんの物色中ですよー。いやーそれにしても、センパイが辞めてからブチョーの小言で毎日大変なんですけど。センパイ、やっぱ会社に戻ったりしません？」

「やなこった。そんなに大変ならお前も辞めたらどうだ？」

「それはダメっすねー。ウチが無職になったら親がこれ幸いとお見合いを勧めてきそうですもん。今どき信じられない話っしょ？　だからせめて次の就職先を探してからでないと」

「そういやお前っていいトコの娘だったな……。まあそれなら次の仕事が見つかるまで頑張るこった。それじゃあなー」

　と手を振って、さっさと立ち去ろうとするセンパイ。

「ちょまっ、ちょい待ってってばセンパイ！　買い物するならウチも付き合いますって！　どこ行くんです？」

「……あー。今日は知り合いと一緒に来てるから、ついて来られても困るんだよな」

　ウチのようなかわいい子が同伴するというのに、困るってバッサリ切り捨てたぞ、このセンパイ。

　まあそういうトコロも、ウチに気を許してるって感じがして嬉しいんだけどね！

　……ちょいＭ入ってんのかな、ウチ。

「へー……お知り合いさんすか。誰だれ？　どんな人？」

　しれっとウチの本題に突入。

　どうだろ、センパイは教えてくれるかなー？

「近所に住んでる女の子と、その子の知り合いの外国の子だよ。そして俺は二人の付き添い。今はちょっと別行動してるけどな」

「えー、女の子二人とデートっすかー？　センパイも隅に置けないっすねー。もしかしてどっちかと付き合ってたり？」

「バカ、そんなんじゃないって。近所の子は俺からしたら妹みたいなもんだし、外国の子はちょっと田舎の方から来てるんで付き添いがいるんだよ」

　すらすらと語るセンパイ。ウソを言ってるってカンジはなさそう。

　まあたしかに金髪美人はエスカレーターに乗るのも不慣れだったもんなー。そして神ＪＫの方が近所に住んでる妹みたいな子ってことか。

　……あっ、そういや前に、センパイん家ちの大家さんのお孫さんがお年頃で、誕プレ贈るからってウチに相談してきたことがあった。もしかするとあの時の子が神ＪＫなのかも？

　ちなみに誕プレはウチがいろいろと相談に乗ったにもかかわらず、結局センパイのセンスが赴おもむくままに中古のゲームソフトを贈ったそうだ。

　あの時は年頃の女の子に贈るもんじゃねーだろ、マジヤベーなこの人ってドン引きしたわ。

　……さて、それはさておき、神ＪＫはセンパイのご近所に住むＪＫで妹的存在だということが判明した。

　ウチもけっこーイタいことをした自覚はあるけど、神ＪＫの正体がわかって超スッキリ。やってよかったストーキン……じゃなくて尾行。

　できればもっとセンパイとお話ししたいところだけれど、今は都合悪いみたいだし、これ以上お邪魔するのは止めておこう。

「それじゃーウチはこの辺でバイバイってことで。でもまた今度飲みに行きましょーねー。ブチョーの愚痴でも聞いて──」

　と、その時、超かわいい声がウチの耳に届いた。

「おじさまっ！　スマホのバッテリーが切れてたみたいです。どうしたらいいでしょうか──あら？」

　小走りでやってきたのは神ＪＫだ。その後ろには金髪美人もいる。

　神ＪＫは超長いまつ毛が乗った目でウチを見つめながら口を開く。

「おじさま、こちらの方は……」

「どもー！　ウチはこの松永センパイの元会社の後輩で、相原莉緒って方だよー。よろー☆」

　ギャルピしながらウチが挨拶。

　すると神ＪＫはじいっとウチの顔を見て、ハッと口に手をあてた。

「ああっ、いつかのお写真でおじさまと腕を組んでいた方……!?」

　おや？　どうやら神ＪＫはウチをご存知の様子。

　前に会社の飲み会で冗談っぽく腕を絡めて写真撮ったっけ、アレを見たことがあるのかな。

　というか──

「え、おじさま？　センパイ、おじさまって言われてるんすか!?　うははっ！」

「うるさいな。伊勢崎さんからすれば、俺なんかおじさんなんだよ」

　イセザキというのが神ＪＫの名字らしい。新情報ゲットだぜ。

　……伊勢崎？　アレ、どっかで聞いたことあるよーな名字かも。気のせいかな？

「失礼いたしました。私は伊勢崎聖奈と申します。おじさまには日頃からお世話になっております」

　丁寧に頭を下げる伊勢崎ちゃん。

　てか初めて間近で見たけど、伊勢崎ちゃんてやっぱヤバいくらいカワイイな！　オーラ半端ないって！　マジなんなんコレ!?

「☆雁▲ィ◯？　Ｕ縺↓z→→米ゅ◎ヤ／ゅ→謖ィ■……」

　と、そこで金髪美人もすげーキレイなお辞儀をしてウチに声をかけてくれた。

　なんだろ英語ならちょびっとだけわかるけど、これは聞いたことない言葉だわ。

　だけどそれを聞いたセンパイは普通に話しかける。

「ああ、ええと、彼女は俺の元同僚です」

「ｈホ;ニ＠ｇｇ縺８ｊれ」

　納得したように頷く金髪美人。

　え？　もしかして言葉通じてんの？　よくわからん、なんだよマジ。

　そしてぽかーんとするウチにセンパイが顔を向けた。

「まあそういうわけで、俺は彼女たちと同行するから悪いけどまた今度な。お前も気をつけて帰れよー」

「えっ、あぁ、ういっす」

　そうして三人はさっさと来た道を戻っていった。

　取り残されたウチはぼけっと突っ立ちながら、伊勢崎ちゃんのことを思い返す。

　うん、伊勢崎ちゃんマジめっちゃかわいかった。あとおっぱいも大きくてエロい。

　ちょびっとだけ神ＪＫとセンパイの仲を疑ってたウチだけど、あの子がセンパイのことを好きならさすがの鈍感センパイもコロっといっちゃいそう。

　でもセンパイの伊勢崎ちゃんを見る目はたしかに妹だったわ。

　伊勢崎ちゃんからしても、あの子なら大統領だろうが石油王だろうがイケそうな雰囲気あるし、さすがにセンパイはナシなんだろうなー。

　それにしても伊勢崎って名字、どっかで聞いたことあんだよね。

　なんだか引っかかる。そんなにありふれた名字じゃないし……。

　うーん、どこで聞いたか思い出せない名前は、だいたい実家関係なんだけど……。

　今度ジーチャンの病室に遊びにいったときにでも、ついでに聞いてみようかな？








37　王道展開









　俺は偶然出会った相原と別れ、伊勢崎さんたちと一緒にコスメショップへと向かった。

　さすがにスマホのバッテリーが切れた状態で、伊勢崎さんとレヴィーリア様の二人きりは保護者として不安すぎる。せめて俺が店の前で待っておくことにしたのだ。

　そうしてショッピングモールを歩いていると、伊勢崎さんが申し訳なさそうに頭を下げた。

「おじさま。私の不注意で申し訳ありませんでした」

「いやいや、気にしないでいいよ。俺も特に用事があったわけじゃなかったしね」

「ですが、せっかく元同僚の方とお会いになっていたのをお邪魔するような形に……」

「ああ、相原のこと？　ちょうど話も終わったところだったし、アイツはヘタに構うとしつこいからね。アレくらいでちょうどいいんだよ」

「むうっ、それです……！」

　見ると伊勢崎さんが珍しく不満げに頰を膨らませていた。

「『お前』とか、『アイツ』とか、おじさまはあの方をずいぶん気安く呼ばれるのですね」

「えっ、そうかな？　まあ……アイツには教育係時代に限らず、それが終わった後もずっと苦労をかけられていたからなあ……。でも少し態度は悪かったかもしれないね。これからは気をつけるよ」

　伊勢崎さんはお嬢様だもんな。普段から先輩の俺をからかったり図ずう々ずうしかったりする相原とはいえ、女性を雑に扱うのは気になるものかもしれない。

　しかし伊勢崎さんはブンブンと首を横に振る。

「いえっ、そういう意味じゃないです……！　えっと、その……むしろ私も同じように扱っていただきたいといいますか……」

　もじもじと肩を揺らした伊勢崎さんが、グッと俺に顔を近づけて言い放つ。

「あのっ、おじさま！　これからは私のことも『お前』って呼んでいただいてよろしいでしょうか!?」

「へ？　……いやいや、大家さんから預かっている大切な女の子をそんな風に呼べるわけないよ」

「ですからそこを、そこをなんとか！」

「だ、駄目だって」

「それならせめて一度だけでいいですから！　相原様のように雑に扱う感じでお話してください！　どうか、どうか！　お願いいたします！」

　必死の形相でお願いしてくる伊勢崎さん。土下座すらしそうな勢いだよ。さすがにしないだろうけど。

　とはいえ、ただですら目立つ伊勢崎さんがこのままなりふり構わずお願いを続ければ、また注目を集めてしまうかもしれない。

「わ、わかったよ。それじゃ本当に一度だけだからね？」

「はいっ！」

　伊勢崎さんがグッと両手を握って待ち構える。

　……ええと、相原と接してるつもりで言ってあげればいいんだよな……。それじゃあ──

　俺はため息をつくと、やれやれといった風に肩をすくめた。

「お前さあ、今どきのＪＫが町を出歩くときにスマホのバッテリーを切らすってどうなんだよ。そんなんじゃ俺がいないとき困るだろ？　頼むからもう少ししっかりしてくれ──って、……もちろん本当はそんなこと思ってないからね？　俺がいなくたって伊勢崎さんはしっかりしているんだし」

　目を見開いたままぶるぶると震えだした伊勢崎さんに、俺は思わずフォローを入れた。

　しまった、さすがに言い過ぎたか。

「……良い」

「え？」

「良いっ！　とても良いですおじさまっ！　雑な扱いの中にもしっかりやさしさと思いやりが込められたお言葉！」

　自分の両肩を抱きながら身じろぐ伊勢崎さんが興奮気味に言葉を続ける。

「おじさま、もう一度！　もう一度お願いします！　……今度は……そうですね、もっと乱暴な口調でもよろしいかと！　そして普段はやさしく、時には強引に攻めていくような感じでお願いしますっ！　そうしたら、そうしたら私はもう……！」

　え、なにそのリクエスト……伊勢崎さんの様子がおかしい。

　そもそも俺はさっきの台詞せりふにやさしさも思いやりも込めたつもりはない。

　ただ相原の教育係時代に仕事中にＳＮＳをやりすぎてスマホのバッテリーを切らした相原に実際に言った説教のアレンジである。

　……そういえば、少女漫画のテンプレでお嬢様が不良に雑に扱われて『なんて失礼な方なのかしら！　でも気になる……！』みたいなシチュエーションがあるけれど、そういうのに憧れてるのだろうか。

　もしそうだとしたら、そういうのは俺のようなおっさんじゃなくて、クラスメイトなんかとやってほしいものだけど。

　あっ、でも伊勢崎さんがそういうシチュエーションに流されて不良と付き合ったりするのはなんだか嫌だな。やっぱり俺も納得するような、真面目で人当たりもよくて将来性もある相手でないと。

　──と、まあそれはさておきだ。

「駄目。一度きりって約束だよ」

「そうですわ！　それにお姉さまはお姉さまですもの！　お姉さまにそのような無礼な言葉が投げかけられるのは、わたくしも耐えられませんわ！」

　そう言って伊勢崎さんの腕を抱くレヴィーリア様。どうやらレヴィーリア様も加勢してくれるらしい。

「そういうこと。それにほら、お店が見えてきたからこの話はもう終わり」

「ううっ、おじさまのいじわる……」

　さっきよりも頰を膨らませながらも、しぶしぶながらコスメショップに入っていく伊勢崎さんと、しれっと腕を抱いたままのレヴィーリア様。

　俺はそれを見送って、今度こそ本気でやれやれと息を吐いたのだった。








38　レヴィーリア宣言









　伊勢崎さんたちがコスメショップに入ってしばらく経った。

　彼女たちは店内を見回りながら好みのコスメを探したり、それらをテスターで試してみたりと楽しそうに微笑んでいる。

　それを少し離れた場所から眺めている俺の方は、店員さんに不審者を見るような目で見られているけれど、伊勢崎さんとレヴィーリア様が楽しめているなら本望だよ。うん、本当に……。

　そうして店員さんに通報されないかハラハラしながら見守ること十数分──思ったよりも早く彼女たちが店から出てきてくれた。その手にはコスメがたくさん入った紙袋。

　どうやら伊勢崎さんが、レヴィーリア様に似合いそうなものを見繕ってプレゼントしたようだ。

　なかなかお高そうなお店だったのに、さすが黒いカード持ちは太っ腹だね。

　重蔵氏に肉を売ることだけが収入源の俺には、そこまでの甲か斐い性しょうはないのでちょっぴり羨ましい。

　それからさらにショッピングモール内を散策。

　結局のところ買い物をしたのはコスメショップだけだったけれど、レヴィーリア様は大好きなお姉さまとの異世界観光にご満悦の様子。

　そうしてショッピングモールを堪たん能のうし、外に出た頃にはそれなりの時間が経っていた。

　こちらと異世界の時間の流れは違うので、あまりゆっくりもしていられない。

　俺たちはいつもの路地裏に戻ると、【次元転移テレポート】で伊勢崎邸に帰還したのだった。





◇◇◇






　大家さんから外で食事を取らないようにと言われていたのだが、伊勢崎邸では大家さんが夕食を用意して待っていてくれていた。

　観光時間は二時間足らずだというのにさすがは大家さん、見事な手際である。

　その献立は『刺し身』『寿す司し』『てんぷら』といった、いかにも外国人観光客が好きそうなイメージのある和食フルコース。

　まあレヴィーリア様は外国人というか異世界人なんだけどね。

　それでも大家さんの狙いは外れていなかったらしく、レヴィーリア様はどの料理も驚きと称賛の言葉を口にしながらモリモリと食べていたよ。

　食事の席には俺も混ぜてもらい、俺たちは大家さんの絶品料理に舌鼓を打ちつつ食事を終え──ついにレヴィーリア様が異世界に戻る時間がやってきた。




「日本観光はいかがでしたか？　レヴィーリア様」

　戻る準備を整えた後、俺が問いかける。

　レヴィーリア様は俺たちに向き直ると、丁寧に頭を下げて淑女の礼で応えた。

「まずはわたくしのわがままを聞いてくださった皆様に最大の感謝を。この度は本当にありがとう存じました。こちらの世界の洗練された装飾や嗜好品の数々、そして魔力を使わないカガクという技術……とても刺激的で素晴らしいと感じましたわ。……しかし──」

　そこでレヴィーリア様は拳を握り込む。

「このような学ぶべきこと多い世界にもかかわらず、この地に住まう人々には善良な方もいれば、お姉さまに気安く声をかけるような愚かな者までいる。これは大変嘆なげかわしいことです……！」

　話しながらレヴィーリア様の額にビキビキと青筋が浮かぶ。

　どうやら内心かなり腹に据えかねていたようだ。ちょっと怖い。

「──ですが！　ですが、わたくしはそれを知り、どこか安心をしてしまいましたの。このような素晴らしい世界であっても、人そのものはわたくしの世界となんら変わらないのだと」

　そこでレヴィーリア様はむんと胸を張って宣言する。

「芸術も技術もすべて人が作り出していくものです。人が変わらないのであれば、わたくしの世界でも素晴らしい物を作り出すことができるはず。そのためにもわたくしは姉の妨害を華麗に蹴散らし、紛争を華々しく終わらせ、グランダを民が安心して芸術と技術を高められる町にしてみせますわ！　オーッホッホッホ！　オーホッホッホッホ！」

　頰に手を当て、上機嫌に高笑いをするレヴィーリア様。

　こちらに転移するまでは少しストレスを溜ため込んでいたようにも見えたのだけど、どうやら日本観光はレヴィーリア様の執務のモチベーションになってくれたようだ。

　そんな様子を見て大家さんがニヤリと笑う。

「その意気さプリンセス、がんばるこった。そして疲れたらいつでもウチに来るんだね。今度はまた別の料理でもてなしてあげるよ」

「まあ……！　ありがとう存じますわ、ババア！」

　満足げに大家さんがうなずき、俺と伊勢崎さんの頰がヒクッとひきつる。

　当初は『ハルナお婆さま』と呼んでいたレヴィーリア様だが、大家さんが『長ったらしいしアタシなんかババアでいいよ』と言ったのを聞き取ったらしく、ババアと呼ぶようになってしまった。

　おそらくレヴィーリア様はババアを愛称かなにかだと思ってるんだろうなあ……。相変わらず言葉は通じていないはずなんだけどね。

　双方ともに気に入っているようなので、無粋なツッコミは諦めている。

　そうして別れを済ませ、俺たちは玄関先へと移動。

　大家さんに見守られながら【次元転移テレポート】で異世界へと転移したのだった。
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　すぐに視界が切り替わり、目の前に上品な丸テーブルと高級感あふれる真っ赤なソファーが現れた。どうやら無事にレヴィーリア様の私室に戻ってこれたみたいだ。

　この場所から【次元転移テレポート】したのは昼頃だったのだけれど、窓の外はすでに真っ暗。

　日本で数時間過ごしているうちに、こちらは深夜になっていたらしい。

　そんな時間帯にもかかわらず、レヴィーリア様が丸テーブルに置かれたベルをチリンと鳴らすと、すぐさまメイドのホリーが部屋の中へと入ってきた。

「どのような御用でしょうか、レヴィーリア様」

「ご夫妻は我が城で一泊していくことになりました。ホリーは今すぐにマツナガ様の寝室の手配をなさい。あっ、お姉さまはこちらで寝ますので寝室は不要ですわ！」

　ホリーの眉がピクリと動いたように見えたが、彼女はすぐに恭しく頭を垂れる。

「承知いたしました。それではマツナガ様をお部屋にご案内いたします」

　ホリーに促され、俺は扉に向かって歩く。そして去り際に伊勢崎さんたちに別れの挨拶。

「ではまた明日。おやすみなさい」

「はい、おじさま。おやすみなさい」

「マツナガ様、おやすみなさいませ。……お姉さま、お姉さま～デュフフデュフフフフフフフ！」

「ちょっ、レヴィ……リア様！　離れてください！」

　腰に巻き付くレヴィーリア様とそれを必死に引き剝がそうとする伊勢崎さん。彼女たちの姿にほっこりしつつ、俺は部屋を後にした。




　──このお泊まり会についてだが、伊勢崎邸での夕食の席で「お世話になったお礼に、一晩だけでも泊まっていってほしい」というレヴィーリア様からの提案で生まれたものだ。

　まあお礼といっても、実際のところはただレヴィーリア様が伊勢崎さんと離れがたいだけだろうと思う。

　そんなレヴィーリア様のおねだりに、なんやかんやいっても妹分に甘い伊勢崎さんは「今回だけだからね」と答え、俺もお城の寝室には興味があったので了承した形だ。

　こんな機会でもなければ、お城になんてもう二度と泊まれないだろうしね。




　俺とホリーが部屋の外に出ると、廊下には新米メイドであるコリンが指示を待つべく、ビシッと直立した姿勢で待機をしていた。

「コリン。レヴィーリア様のお部屋でイセザキ様がご宿泊なさることになりました。私はマツナガ様を客室にご案内するので、あなたにレヴィーリア様とイセザキ様のお世話を任せます」

「おねっ……長！　わかりました！　お任せくださいっ!!」

　緊張しているのか、お姉ちゃんとメイド長がセットになっている。

　そんなコリンはムンと気合を入れると、長い廊下を栗くり毛げのツインテールをぴょんぴょん飛び跳ねさせながら走っていった。

　コリンの後ろ姿を見ながらホリーが眉間にシワを寄せる。

「あの子ったらまた廊下を……。マツナガ様、無作法なメイドで申し訳ありません」

「いえいえ。妹さんは精一杯頑張っていますし、とても可愛らしいと思いますよ」

　まだ小学生も中ほどの年齢でお貴族様のメイドをやっているのだ。

　俺の世界の常識に当てはめると、まだバイトもできないような歳でいきなり社長の身の回りの世話するようなものだと思う。

　いきなり完璧にこなすのも大変だし、温かい目で見守りたいものだよ。

「……そう言っていただけると助かります」

　ホリーが無表情のままぺこりと頭を下げた。

　ホリーはホリーで仕事のデキるメイドさんでさらには美人であるけれど、あまり愛あい嬌きょうはないように思える。

　歳は二十代中頃といった感じで俺よりも歳下だし、こちらもこれからの成長に期待したいところだよ。




　その後は特に会話らしい会話もないまま客室へと到着し、俺は中に通された。

　室内は思ったよりもシンプルな内装。

　しかし備え付けられた家具はどれも丁寧に使い込まれてアンティーク感が漂ただよい、触るのも憚はばかられる物ばかり。さすがはお貴族様の客室である。

　そして埃ひとつない部屋の奥に設置されている大きなベッドには、すでにシーツと掛け布団が用意されていた。仕事が早すぎる。

　おそらくホリーはレヴィーリア様が俺たちを城に招待した時点で、お泊まりのことも想定していたのだろう。本当に仕事のデキるメイドさんだよね。

　そうして俺がキョロキョロと室内を見回していると、突然ホリーの真横に黒い空間が浮かび上がった。

　彼女は平然とその中に手を入れると、中から湯気が漂う木き桶おけとタオルを取り出す。

　そして空間は霧のように消え失せた。

　今のは【収納ストレージ】か。自分以外が使っているのを初めて見たよ。

「ホリーさんも【収納ストレージ】が使えるんですね」

「はい。私は魔力も少なく、容量は樽たる一つ分くらいしかありませんが」

「そうなんですか。でもホリーさんはレヴィーリア様の護衛でもありますし、【収納ストレージ】があれば戦いの手助けにもなりますから、ずいぶん役に立ちそうですね」

「たしかに武器をいくつか持ち運べるのは護衛としての強みですね」

「武器もそうですけど、防御にも使えるじゃないですか」

「盾は重いですし、速度を重視した戦い方には合いませんので私は使っておりませんが、そのとおりですね」

「いや、物理の盾ではなく異空間を使ってですね──」

「……え？」

「え？」

　お互いに首をかしげて見つめ合う。

　なんだか話が嚙み合わない。もしかして……？

「……あの、もう一度【収納ストレージ】を出してもらっていいですか？」

「はい。これでよろしいでしょうか」

　再びホリーの隣に黒い空間が浮かぶ。

　俺はおもむろに黒い空間に腕を伸ばした。

「あれ……？」

　俺が伸ばした手が黒い空間を突き抜ける。何度触れてもスカスカと手応えがない。まるで霧のようだ。

「あのう、これが世間一般の【収納ストレージ】なのでしょうか？」

「私もそうたくさんの人を見たわけではありませんが、すべてこのような物です」

　お前は何を言ってるんだ？　と言わんばかりに訝いぶかしんだ目でホリーが俺を見つめる。

　その目を見てようやく確信した。

　どうやら俺が今まで使っていた【収納ストレージ】は、他の人とは少々違うものらしい。

　つまり他の人は異空間で攻撃を防いだりできないってことだ。

　今頃になって知った衝撃の事実である。

「それでは、お世話を続けさせていただいてもよろしいでしょうか？」

　なんだか呆然としていたところで、ホリーから声をかけられた。

「ええ、ああ、はい。えっと、なにをするんですか？」

　そういえばお湯の入った桶を出しっぱなしだ。

「寝間着を用意しております。ですので、まずは私がマツナガ様のお体をお清めさせていただきます。上着を脱いでいただけますか？」

　どうやらホリーが熱々のタオルで俺の体を拭いてくれるらしい。

　時代劇で宿の店先で足を洗うシーンなんかを見たことがあるけれど、それのお貴族版といったところだろうか。

　とはいえ、さすがにそんなことまでしてもらうのはホリーに悪いし、なによりおっさんといえども裸体を見せるのはちょっぴり恥ずかしい。

「体を拭くくらい自分でやりますよ。すいませんけどホリーさんは少しの間、部屋から出て行ってもらえますか？」

「いえ、私がお体をお清めいたします」

「いえいえ、結構ですよ」

「しっかりとお客様をおもてなししなければ、私がレヴィーリア様に叱られてしまいます」

　いたって真剣な顔でホリーが言う。

　……こうなると、逆に恥ずかしがって駄々をこねる俺のほうが悪い気がしてきた。

　あっちは仕事でやってるだけなんだし、気にするのは自意識過剰か。

「うーん……わかりました。それじゃあお願いします」

　俺は手早く上着を脱ぎ、上半身裸のままホリーの前に立った。

「失礼いたします」

　ホリーは俺と触れ合いそうになるほど近くに寄り添うと、タオルでまずは俺の顔からやさしく拭いていく。

　タオルの温度は熱すぎず、ぬるすぎず。ちょうどいい心地だ。

　そして顔から首筋を拭き、胸から腹を拭き、腕を拭いたかと思うと、腕をそっと持ち上げられて脇も拭かれた。

　前面がすべて終わると今度は後ろに回り込み、同じように後面の隅々まで優しく丁寧でタオルで拭かれていく。

　ときおり俺の首筋にホリーの吐息がかかって少しこそばゆい。

　そうして上半身をすべて拭き終わると、ホリーはしゃがみ込んで桶でタオルをじゃぶじゃぶと洗い始めた。

　ふう……どうやらこれで終わりのようだ。

　実際に身体を拭ってもらうと、恥ずかしかったことに目をつぶればなかなか気持ち良かったと思う。

　俺はベッドに腰をかけながら、彼女に感謝の気持ちを伝える。

「ホリーさんありがとう。お陰で今夜は気持ちよく眠れそうです」

「いえ……おもてなしはここからですよ」

　そう答えるとホリーは立ち上がり、ゆらりとした動きで俺に向かって歩を進める。

　そして流れるような仕草でメイド服を脱ぎ去ると、あっという間に肌を隠す物は黒い下着のみとなった。

「──は？」

　ひと言声を上げたその瞬間──

　俺はホリーによって、ベッドに押し倒されたのだった。
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　俺をベッドに押し倒したホリーは、そのまま俺に乗りかかり顔を寄せて耳元でささやく。

「……今だけは、私の主人はマツナガ様です。どうぞご自由にお楽しみくださいませ」

「ちょっ、ホリーさん!?　何をしてるんですか！」

「あっ……下半身もお清めしたほうがよろしかったでしょうか？　ですがどうかお気にならさず、そのまま私をお汚しになってください。そのほうがきっとマツナガ様も楽しめますでしょう……？」

「いやいや、そうじゃなくて！　これはもてなしの限度を超えていますよね!?」

「いいえ、これもご奉仕のうちです。ただ、申し訳ありませんがこのように──」

　そう言ってホリーは体を起こすと、自分の胸にそっと手を添えた。

　俺の目に飛び込んできたのは、黒い下着が映える白い肌としなやかで引き締まった肉体。訓練や護衛でできたものだろうか、いくつかの古傷も見えた。

「傷だらけで色気もなく、殿方からするとお見苦しい身体かと思います……ですが頑丈なことだけは私の取り柄です。どのような無茶な遊びをしていただいても構いません」

　いえいえ、あなたは十分に魅力的です──と反射的に答えそうになるのを、グッとこらえて声を出す。

「と、とにかく離れて……！」

　これはアカン。これはよろしくない。

　異世界の常識には詳しくないけれど、レヴィーリア様に気に入られただけの行商人である俺に、これはどう考えても過剰な接待である。そしてそんな甘い話には裏があるのが定番だ。

　俺はふわりと覆いかぶさってくるホリーを押しのけようとするのだが、彼女は俺の腕をまるで柳のように柔軟に受け流し、さらに俺の身体に絡みついてくる。

　さすがは護衛がお仕事なだけあって、運動神経が俺とは段違い──なんて感心している場合じゃない。

　ホリーは俺の腰にまたがったまま俺の内股をやさしくさすり、妖艶な笑みを浮かべた。

「ふふっ、なにを怖がっておられるのですか？　もちろんイセザキ様に口外することはございません。それに私をお気に召されたのなら、今後もご奉仕させていただきます。ですからどうぞ私をかわいがってくださいませ……」

　そうして再び俺に顔を寄せるホリー。

　柔肌の温かさと肌触り、ふわりと漂ってくる濃厚な女性の匂い──

　そんな久方ぶりの感覚に、もうこの際好き勝手にやっちゃってもいいんじゃないか、そしてなにか面倒を押し付けられそうになったら地球に逃げてしまえばいいのでは？

　──なんてことを一瞬考えたりもしたのだが、ホリーが口にしたからだろうか、ふと伊勢崎さんの顔が脳裏に浮かんだ。

　そうだ。俺は伊勢崎さんの保護者として、彼女のお手本……に無職の俺はならないとは思うけど、せめて俺の格好の悪いところは見せたくないし、後ろめたいことはしたくないのだ。

「異空壁っ……！」

　俺はなんとか理性を振り絞り、ホリーめがけて異空壁を展開した。

　これで彼女を押し返せれば──

　だが突如現れた異空壁を前にして、ホリーは驚きに目を見開いたものの、するりと流れるように身体を回り込ませてあっさりと異空壁から逃れてしまう。

「あら、マツナガ様。不思議な魔法をお使いになるのですね。今のはアースドラゴンを倒したお力と関係があるのでしょうか……？」

　余裕の笑みを崩さないホリー。

　不意打ちすらも躱かわすとは、なんという勘のよさ。さすがにその辺のチンピラと同じようにはいかないらしい。

　きっとこのまま異空壁を単純に動かしてもホリーの動きは封じられないだろう。

　それなら──糸。糸ならばどうだろうか？

　糸を巻き付かせてやれば、ホリーといえども逃れることは難しいのではないだろうか。

　俺は目の前に展開されていた異空壁をまとめ上げて異空間に戻した。

　そして今度は糸のように細く、長く、長く、長く──ひたすらに引き伸ばしてみる。

　やがて出来上がったのは一本の黒い糸──異空糸だ。

　俺はさっそくそれをホリーの腕にまとわりつかせる。

「こ、これは……!?」

　今度は異空壁ほど簡単にはいかないらしい。

　俺の意思に従って不自然にクネクネと動く異空糸を前にして、ホリーはやっかいそうに身体をひねり続ける。

　あくまで俺の身体からは離れずに、上半身だけを動かして逃れようとする姿にはプロ意識すら感じる。

　だが──

「くっ……！」

　絡みつこうとする異空糸に追い詰められ、ホリーは鋭い手刀を振り下ろした。

　異空糸を断ち切ろうとしたのだろう。しかし異空糸が切れることはない。

　それどころか逆にその隙を狙って、ついに異空糸は彼女の右手首を搦からめ取ることに成功した。

「ああっ……！」

　さらには同じように左手首も搦め取り、両手首を縛り上げた後はそのまま上へと吊り上げる。

　そうしてようやくホリーが俺の身体から離れたのだった。

　だが強制的に体を起こされはしたものの、それでもまだホリーは自由な下半身を動かして異空糸から逃れようともがいている。

　この人はすごい運動神経だしな。いちおう念のため──

　俺はさらに異空糸を作り出し、ホリーの全身を異空糸でがんじがらめに固定した。

　夢中になって縛った結果、なぜか亀甲縛りみたいになっているけれど、これはまあ許してほしい。

　身動きの取れないまま強制的にベッドの上に立たされたホリーは、唯一自由になる首を動かして自分の状態に確認。そして薄うっすらと笑みを浮かべた。

「あら……屈服させた上で強引に迫るのがお好みでしたか？　もちろん構いませんよ。どうぞ私をお好きなように蹂じゅう躙りんなさってくださいませ」

　もちろんそういうつもりじゃないのだが、それならせめて悔しそうな表情をしながら「くっ、殺せ！」くらいは言ってもらいたい。

　……と、そんなことを考えている場合じゃなかった。

「違います。とにかく冷静になって──」

「それともやはり、私よりも妹のほうが好みでしょうか。先程もお気に入りのご様子でしたし……。そういうことでしたら、いずれ妹にもご奉仕をさせていただくことをお約束します。ですから今夜はどうか私にマツナガ様の劣情をぶつけていただければ──」

「なんでそういう話になるんですか！」

　たしかにコリンは可愛らしいと言ったけど、そのまんまの意味だよ！

「とにかくですね、そもそもホリーさんはどういうつもりでこんなことを？　俺に何かやらせたいことがあるんでしょう？　そのくらいはわかります」

　てきぱきと上着を着込みながら俺が尋ねる。

　その様子にようやく諦めがついたのか、縛られたままホリーががっくりと肩を落とした。

「お人柄の良さそうな方ですし、先にお手をつけていただければ御ぎょしやすいと考えたのですが……」

「理由を話してくれますよね？」

「承知いたしました。すべてお話しいたします。……マツナガ様に、レヴィーリア様を助けていただきたいのです」

　そうしてホリーはぽつぽつと語り始めた。下着姿のままで。
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　苦悩を吐き出すように告げたホリーだが……正直意味がわからない。

「ええっと……助けるとはどういうことです？　俺はすでにレヴィーリア様に取り扱い商品をお届けすることをお約束していますけど……」

　俺が御用商人みたいな立ち位置にいることは、メイド兼護衛兼……さらには秘書でもあるホリーだって知っているはず。──って、いまさらながらこの人は色々とやってて忙しそうだなあ。

　しかし俺の返答にホリーは首を横に振った。

「いいえ、そういった話ではなく……このままではレヴィーリア様の行く末は破滅しかありません。そこでマツナガ様のお力をお貸しいただきたいのです」

　破滅ときたか。

　紛争地帯に面した町を治めるのは大変なんだろうなとは思うけど、さすがに少し大げさなように思える。

「そうは言われましても、商人にできることは商品をお売りすることだけですし……」

「そのご様子では、やはりレヴィーリア様からお聞きになっておられないのですね」

「……？　どういうことですか？」

　俺の問いかけにホリーは目を伏せながら口を開く。

「レヴィーリア様は大変気丈に振る舞われておりますが、今このグランダの町は非常に危うい状況です。このままでは近いうちにディグラム伯爵の手に落ちてしまうことになるかと思われます」

　ディグラム伯爵というと、紛争地帯を挟んでバチバチとやり合っているお隣の領主の名前だ。

「けれど長い間膠こう着ちゃく状態で、たまに単発的な争いが起こる程度と聞いているのですが……」

「たしかに膠着状態にありました。ですが、それはレヴィーリア様が代官に任命される前の話です。私たちが入手した情報によると、レヴィーリア様が代官に就任されてからというもの、ディグラム領では紛争地帯に向けて着々と兵力が増強され続けております。このままでは近いうちに本格的な侵攻が行われるでしょう」

　初耳である。『マジで!?』と言いたい気持ちをぐっと抑えて俺はさらに尋ねた。

「そ、それは知りませんでした。しかしそういうことなら、俺なんかよりレヴィーリア様のお父上……領主様に窮きゅう状じょうを訴えるべきなのではないですか？」

　そもそもが領主同士の争いなのだ。それならばそれをなんとかするのが領主のはず。

「先日の領都訪問の折にもレヴィーリア様が窮状を訴えてはおりますが、『己の裁量のみでやり遂げよ』と言い放たれただけで、なんの援助もないと聞いております。おそらくカリウス伯爵様は、このグランダの町ごとレヴィーリア様を切り捨てるおつもりなのでしょう」

「は？　いやいや、ご自分の領土じゃないんですか？　それはおかしいでしょう!?」

「どうやったのかは存じ上げませんが、おそらく伯爵様はすでに娘のデリクシルの傀かい儡らいに成り下がったのでしょう。そしてデリクシルがレヴィーリア様の死を望んでいることは、マツナガ様もよくご存知のはずです」

　たしかに暗殺者がやってきたことはよーく知っている。

　けれど暗殺者を寄よ越こすだけならともかく、レヴィーリア様を殺すために町をひとつを見捨てるってどうなの？　……というか、もしかして──

「デリクシル様はディグラム伯爵とも繫がっているんですか？」

　向こうの領主の動きがあまりにもデリクシルに都合がよすぎる。

　俺の言葉にホリーはコクリと頷いた。

「その可能性が高いです。デリクシルとディグラム伯爵の令息はかつては縁談を結んだ間柄……なにか繫がりが残っていても不思議ではありません」

　以前に聞いたことがある。

　たしか大聖女時代の伊勢崎さんが暗殺された後、縁談がお流れになったんだっけ。なんだかどんどんややこしい話になってきたな……。

「はぁ、マジか……」

「カリウス領には頼れる者はおりません。この窮地を逃れるためにはマツナガ様のお力におすがりする他ないのです。なにとぞ、なにとぞ……！」

　思わず頭を抱えた俺に、ホリーが異空糸に縛られたまま頭を下げられるところまで下げる。

　異空糸に縛られてなければ土下座しそうな勢いだ。

　未だに亀甲縛りで目に毒な光景だけれど、土下座されるくらいなら縛ったままにしておこう。

「レヴィーリア様の窮状はわかりました。ですけど、やっぱり俺にできることなんてたかが知れてますし……」

「マツナガ様がただの行商人でないことは存じ上げております。普通の行商人にはアースドラゴンは倒せませんから」

「それはたまたまそうなっただけですよ……。俺に切った張ったを期待されても困ります」

　兵隊となって戦えとか言われても、アラサーになる今まで平和な世界で生きてきた俺には無理すぎる。絶対に無理。

「もちろんそういうわけではありません。ただ、マツナガ様のお力を見込んだ上で、いくつかやっていただきたいことがあります。そのためには今まで以上のお力添えをいただく必要があるのです」

「えっ、そうなんですか？　それならそうと言ってくれれば、こんなことをしなくたって話くらいは聞きましたよ……」

　俺はわざと不ぶ躾しつけに黒い下着をじっとりと見つめ、ホリーに抗議の意を示した。

　しかしホリーは恥ずかしがることなく言葉を返す。

「話を聞くだけで終わらされては困るのです。ですから私のできることはすべてやろうと思い、身体を差し出させていただきました。もちろん先程お約束したことは、今でも噓偽りはありません。私の願いを聞いてくださるのなら、私は人生をかけてマツナガ様にご奉仕いたします。性奴隷でもなんでも、お好きなように私をお使いくださいませ。……もちろん今すぐ味見をしていただいても構いませんよ……？」

　そう言っていやらしく腰を揺らすホリー。

　大変えっちな姿なのだが、それを見ても俺はもうムラムラとはしなかった。

『かわいそうなのは抜けない』ってヤツなんだと思う。

「ああ、そういうのはもういいんで……。とにかく話はわかりました。今はまだ了承はしかねますけど、とりあえず話は聞きますから──」

　その時、諦めずにお尻をふりふりしていたホリーの動きがピタリと止まった。

「気配がひとつ、いやふたつ。こちらに向かってきています」

「えっ」

　すぐに足音と人の声が俺の耳にも届いた。

「コリンちゃん、この部屋かしら!?」

　伊勢崎さんの声だ。続いてコリンの声。

「はいっ！　そこがマツナガ様のお部屋となっております！」

　どうやら伊勢崎さんがこの部屋に遊びにきたらしい──って、俺の目前には下着姿で拘束されているホリーがいるんですけど!?

　ドンドンドン！　少し荒っぽく扉が叩かれた。

「おじさま、いらっしゃいますかおじさま!?　私、なんだか胸騒ぎがして……！　お部屋にお邪魔してよろしいでしょうか!?　お邪魔しますね！　あっ、鍵がかかって──コリンちゃん、お願い！」

「はっ、はいっ！　ただいま開けますっ！」

　ガチャガチャと解錠する音が響き──

「ドーン！　おじさま！　失礼いたします！」

　いつもは控えめな伊勢崎さんが、かなり強引に扉を開け放ったのだった。








42　突然のアポなし訪問









「おじっ……旦那様っ！　……と、ホリーさん!?」

　口に手をあて、驚愕の表情を浮かべる伊勢崎さん。

　その彼女の目前に立っているのは──

　しれっとおすまし顔でメイド服もバッチリと着こなしているホリーであった。

　俺が異空糸を解除した瞬間、ホリーは脱いだ時と変わらない超スピードでメイド服を着込んでくれたのだ。

　早着替えもすごかったけれど、言葉にするまでもなく俺の意を汲くんでくれるあたり、やはり彼女は優秀なメイドなのだろう。

　とはいえ、伊勢崎さんなら俺が誠心誠意を込めて事情を説明すれば、ホリーが亀甲縛りされていようが、アヘ顔ダブルピースしていようが、俺を信じてくれた気がしないでもない。

　なぜなら伊勢崎さんはただの無職のおっさんである俺にいつも『おじさまはすごい』と過分なほどの信頼と期待を寄せてくれているからね。

　そんな彼女に応えるためにも、なるべく格好悪いところは見せたくないものだ。

　──そんなわけで、とにかく危機は去った。

　ほっと息を吐き出した俺の隣では、ホリーが伊勢崎さんに丁寧にお辞儀をし、次に伊勢崎さんの傍かたわらに立つコリンに顔を向けた。

「……コリン、イセザキ様のご命令とは言え、マツナガ様のお返事を聞く前に扉を開けてはいけません」

「あっ！　ごめんなさいお姉ちゃん！」

「メイド長です。それに謝る相手は私ではありませんよ」

「す、すみませんでしたマツナガ様！」

　俺に向き直り、ものすごい勢いで頭を下げるコリン。その隣で伊勢崎さんも同じく頭を下げた。

「あっ、あの、旦那様ごめんなさい！　私、なんだか旦那様の身になにか良からぬことが起こりそうな、そんな胸騒ぎがして……」

　たしかに良からぬことが起きそうではあったんだけどね。

　伊勢崎さんはたまにすごく勘が鋭いけど、元大聖女だっただけあって天啓が降りてくるみたいなことがあるのだろうか。

「それで私がコリンちゃんに無理なお願いをしてしまったのです。ですから叱るのでしたら、どうか、わわ、わ、私を叱ってくださいませ……！」

「いやいや、別に謝らなくてもいいよ。気にしないで」

「……えっ、あの……叱ってくださらないんですか？」

　ちらっと上目遣いで俺を見ながら伊勢崎さんが言う。

「うん。俺を心配してやったことだし、叱ったりはしないよ」

「そ、そうですか……。はぁぁ……」

　なぜかガクリと肩を落とした伊勢崎さんだが、すぐに思い出したように顔を上げる。

「そ、それでっ、旦那様方はお部屋に鍵をかけてまで、一体何をしていらしたのですか？」

　その問いかけに俺がちらりとホリーを見ると、彼女はちらりとコリンを見た。

　なるほど、コリンには聞かせられないということか。

「少し内密な話があってね。コリンちゃん、悪いけど席を外してもらえるかな？」

「はっ、はいっ！　わかりました！　あのっ、本当に申し訳ありませんでしたー！」

　再び勢いよくお辞儀をしたコリンはクルッと回れ右をして、この部屋から走り去った。

　ちなみに扉は開けっ放しである。

　ホリーの眉間に深い深いシワを刻みながら扉を閉め、もう何度目になるかわからない謝罪をする。

「……妹が大変失礼をいたしました。それでは、私の方からイセザキ様にもご説明させていただきます──」





◇◇◇






　──ホリーの説明が終わり、彼女は俺に言ったように前線都市グランダ、そしてレヴィーリア様の窮状を伊勢崎さんに訴えた。

　それを聞いた伊勢崎さんは、端正な顔立ちのままぎゅっと唇を嚙み締める。

「レヴィ……リア様が、そんなことになっていただなんて……」

　苦しそうにつぶやく伊勢崎さんに、ひとまず俺の考えを伝える。

「それでホリーさんから助けを求められてね。俺としてはやれるだけのことはやらせてもらおうかと思っているんだ」

「旦那様っ……！　よろしいのですか!?」

　伊勢崎さんが驚いたように目を見開いて俺を見つめた。

　伊勢崎さんが驚くのも無理はない。

　彼女はサラリーマンを辞めた俺が悠々自適の生活を送りたいのを知っている。貴族のゴタゴタに自ら巻き込まれにいくなんてのはその真逆の事案だもんな。

　けれども伊勢崎さんの妹分が危機に陥おちいっているというのに、それを見捨てて俺が楽しい生活を送れるわけがないのだ。

　俺は根っからの小市民だし、ずっと心のどこかにトゲが刺さったような気分になることだろう。

　……そしてなにより、少しは頼りになる大人ってところを伊勢崎さんに見せてあげたい気持ちがあった。

　俺は肩をすくめながら伊勢崎さんに話しかける。

「もちろんタダでやるんじゃないよ、俺はそこまで立派な人間じゃないからね。無事に事を収めたら、レヴィーリア様からはそれなりの見返りをもらおうかな──おっとっと」

「おじさまっ！　おじさまっ！　ありがとうございます!!」

　瞳に涙を浮かべた伊勢崎さんは突然駆け出し、俺に抱きついてきた。

　受け止めた勢いで彼女の銀髪がふわりと舞い、目の前で美しいグラデーションを作る。

　俺はそれに見とれながら胸にしがみつく彼女の頭を軽く撫でた。

　見た目の美しさどおりの繊細で艶つややかな感触を手のひらで感じつつ、俺は言葉を続ける。

「喜ぶのはまだ早いよ。とりあえずホリーさんになにやら作戦があるらしいから、それを一緒に聞いてみようか。もしかしたら伊勢崎さんにもなにかお願いするかもしれないけど、その時は──って、伊勢崎さん!?」

　気がつけば、俺の胸に顔を埋めたままの伊勢崎さんが、なにやら肩を震わせながらぶつぶつと呟つぶやいていた。

「お、おじさまがなでなで、なで？　おじさまがなでなでなでなで……なでなでなでなでなでなでなでなで……」

「……なで？　伊勢崎さん、どうしたの大丈夫!?」

「なでなでなで……こんなの夢に違いないわ。なで、なでなでなでなでなでなでなでなでなでなでなで……だってこれはおじさまにやってほしいことランキング第三位だもの。こうもたやすく手に入るものではないのだからなでなでなでなでなでこれは夢……」

「えっ、なんだって!?　伊勢崎さん？」

　何を言っているのか聞き取れない。

　俺が再び問いかけると伊勢崎さんはゆらりと顔を上げ、短く声を発した。

「──ぴゃっぷ」

　上を向いた伊勢崎さんの顔は、まるでトマトのように真っ赤に茹ゆで上あがっていた。

　そして彼女は鼻からつうーっと鼻血を出すと、そのままバターンと真後ろに倒れ込んだのだった。








43　レヴィとお姉さま









「伊勢崎さん!?」

　鼻血を吹き出し、床に倒れ込んだ伊勢崎さん。だが俺が駆け寄るよりも早く、ホリーがすぐさま抱きかかえて素早くベッドに横たわらせると、タオルで彼女の鼻血を拭い去った。

　この間わずか三秒。さすがは有能メイド、判断も行動も早い。

　有能メイドはタオルを【収納ストレージ】にしまい込みながら、なぜか幸せそうに口元を緩めている伊勢崎さんの顔に眉をひそめる。

「突然出血されておりましたが、イセザキ様はなにか持病をお持ちなのですか？」

「いえ、彼女は少し恥ずかしがり屋なところがありまして」

「恥ずかしがり屋……。そういう問題なのでしょうか……？」

　ホリーが首を傾げるけれど、そういう問題なのだから仕方ない。

　伊勢崎さんは俺のようなおっさん相手であっても、手を繫ぐだけで照れてしまうのだ。

　そんな初々しい伊勢崎さんなら、喜んだ勢いでうっかり抱きついてしまえば鼻血くらい出したって不思議じゃない。

　なにより前にも一度あったことだし、すぐに意識を取り戻すことだろう。

「んっ……」

　などと思った直後、伊勢崎さんはかすれた声を漏らしながら目を開いた。

　彼女はぼんやりとした目で俺を見上げる。

「あ、あれ……おじさま……？」

「伊勢崎さん、大丈夫かな？」

「はい……。なにか素敵な夢を見ていたような……そんな気がします……」

　伊勢崎さんは気絶したほんの一瞬に、いい夢を見ることができたらしい。

　その顔色は悪くもなく、口調もはっきりとしている。体調は問題なさそうだ。

　そうして安あん堵どの息を吐いていると、俺と伊勢崎さんの間にホリーがヌッと顔を差し込んできた。

「イセザキ様、申し訳ございません。お体に問題がないようでしたら、お話を続けさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「…………はっ！　──そっ、そうでしたっ！　レヴィが!!」

　ホリーの言葉で気絶する前の状況を思い出した伊勢崎さんは、慌ててベッドから飛び起きた。

　ホリーはその様子を見つめながらさらにひと言物申す。

「イセザキ様はレヴィーリア様を愛称で呼ばれるのですね」

「……！　ご、ご無礼いたしました。寝起きでしたので、どうかご容赦いただけないでしょうか……」

　うっかり口から出た愛称レヴィ呼びに、ぎこちなく弁明する伊勢崎さん。

　やはり庶民がお貴族様を愛称呼びはマズいのだろう。

　そこをチクリと忠告をしたのかと思ったのだが──ホリーは首を軽く横に振った。

「いえ、まったく問題ございません」

「……えっ？」

　ホリーの言葉に伊勢崎さんが訝しげな声を上げ、ホリーはそのままなんてことのないように答える。

「お二人がそれほど親交を深めているのでしたら、使用人風情が口を出す問題ではありませんので」

「そ、そうですか。ご容赦くださりありがとうございます」

「ではこちらの席に」

　胸をなでおろす伊勢崎さんに、ホリーはテーブルから椅子を引いて着席を促うながした。

　伊勢崎さんが俺の隣に着席すると、ホリーは【収納ストレージ】からティーセットを取り出し、俺たちの前に湯気の立った紅茶を置いていく。

「頂戴いたします」

　鼻血を出して水分を欲したのだろうか、伊勢崎さんはすぐに紅茶に口をつける。

　それを眺めながらホリーも椅子に腰をおろした。

「イセザキ様がレヴィーリア様を愛称で呼ばれるように、私はレヴィーリア様がイセザキ様を『お姉さま』と親しく呼んでおられているのを何度か耳にしております」

「レヴィーリア様にそこまで親しみをもって呼んでいただき、大変光栄なことだと思いますわ」

　にこりと微笑む伊勢崎さん。

　そんな伊勢崎さんと視線を合わせながらも、ホリーはどこか遠い目をしながら口を開いた。

「……私の知る限り、レヴィーリア様がお姉さまと呼ばれていた方が、かつてお一人だけおられました」

　その言葉に伊勢崎さんがピクリと眉を動かす。

　しかしホリーはそれを気にすることなく言葉を続けた。

「その方とは、レヴィーリア様が幼少の頃に教育の一環として預けられた教会で出会われたと聞いております。冒険者ごっこや虫取りが好きな大変活発な方で、レヴィーリア様はいつもその方の後ろについてまわっていたそうです」

　伊勢崎さんはどこか恥ずかしそうにじっとうつむきながら話を聞いている。

　これは間違いなく幼少期の伊勢崎さんの話だろう。

　以前にも聞いたことがあるけれど、伊勢崎さんは異世界の下町で宿屋の女将おかみエミールに育てられた結果、かなりわんぱくだった時期があるようだ。

「……ですがその方は、残念ながら命を落とされました。それからというもの、悲しみに暮れるレヴィーリア様に追い打ちをかけるかのように、デリクシルからの嫌がらせが相次ぐようになります。レヴィーリア様は気丈に振る舞ってはおいででしたが明らかにご無理をされている様子で、私たち使用人一同は胸が張り裂けんばかりでした」

　そこでホリーは語るのを止めて、じっと伊勢崎さんを見つめる。

「ですが、イセザキ様とお会いになってからというもの、かつてのお姉さまとの思い出話を語っているときと同じように、明るい表情をされることが多くなられました」

「そ、そうですか。それはとても喜ばしいことですね」

「はい、主人の笑顔は私ども使用人にとっても望外の喜びでございます。──生きておられたのですね、大聖女セイナ様」

「ぶふうーーーーーっ!!!!」

　突然の衝撃発言に紅茶を吐き出す伊勢崎さんと、それを素早い身のこなしで避よけるホリー。

「なっ、ななななにをおっしゃっているのか、さっぱりわかりませんっ！　ホリーさんったら、冗談がお上手ですね！　ホホホッホホ、ホホー！」

　大変うろたえた様子で伊勢崎さんが高笑いをするけれど、こんなに動揺していたらもう自白したも同然じゃないかな？

　異世界に来てから何度か見たけれど、伊勢崎さんは意外とピンチに弱い。そういうところも可愛らしいと思う。

　俺は汗をダラダラ流しながら笑い続ける伊勢崎さんの肩をポンと叩き、首を横に振った。

「伊勢崎さん、大丈夫。無理に隠し通す必要はないよ」

　俺の言葉にホリーがコクリと頷いて答える。

「やはりそうだったのですね……。素性を隠されたままでは今後の協力体制は取りづらいと思っておりましたので、失礼ながらカマをかけさせていただきました。大変申し訳ございません」

　ビチャビチャになったテーブルを拭き終わり、頭を下げるホリー。

　彼女の意見に俺も異論はなかった。そもそも俺の方からいつ切り出そうかと思っていたくらいだ。

　それに伊勢崎さんはさっきから何度も俺のことを『おじさま』と呼んでいたし、偽装夫婦だということもとっくにバレていることだろう。色々と疑念を持たれて当然の二人組である。

　だが俺がそのことを伝えると、ホリーは珍しく目を見開いて驚きの表情。

「……いえ、それには考えが及びませんでした。私はてっきりイセザキ様にそう呼ばせる遊びプレイをされておられるのかと……。お二人は夫婦でもないのですか？」

「まあっ、おじさま！　やはり私たちはお似合いの夫婦のように見えるみたいですね。うふふっ！」

　偽装夫婦がバレていなかったことに、伊勢崎さんは先程までうろたえていたのがウソのように上機嫌。

　そして俺は新妻におじさまと呼ばせてグヘヘヘと悦よろこぶ特殊性癖者として見られていたことに、酷いショックを受けたのであった。

　こうして身元を明らかにした俺たちは、ようやく本題──レヴィーリア様の窮地を救う相談へと移行したのである。








44　紛争の原因









　俺と伊勢崎さんは自らの身の上について、改めてホリーに説明することにした。

　隠し事をしたままでは、今後の協力体制もままならないと思ったからである。

　話の流れで別世界『地球』から来たと告白したときは、さすがの有能メイドも絶句していた。ちょっとだけいい気分だったのは内緒だ。

　そうしてひと通り本当の自己紹介が終わったところで、ホリーがテーブル越しに俺たちに向き直った。

「お二人は、同じ主君を戴いただいているにもかかわらず、カリウス領とディグラム領がなぜ争っているかはご存知でしょうか？」

　その問いかけに隣に座る伊勢崎さんは頷いたが、俺は何も知らないままだ。

　それほど興味がなかったのもあるし、伊勢崎さんが言いたくなさそうだったというのもあった。

　首を横に振った俺を見てホリーが話し始める。

「二つの領地の間には荒野が広がっているのですが、領地の境目付近で魔石の鉱脈が発見されたのが事の発端でした」

「魔石……ですか？」

「はい。魔道具などにも使われている、魔素がふんだんに含まれた鉱石です。大きさや性質によって価値は変わりますけれど、様々な用途がありますので需要が尽きない鉱石です」

「なるほど。それを巡って争いが起こったのですね」

「そういうことです。発見当初はそれぞれ自分の領地から魔石を掘り進めていたのですが、さらなる魔石を求めて掘り進めているうちに互いの坑道が接触してしまいました。そこから争いに発展した次第です」

「でもたしか……一度は王様がカリウス領とディグラム領の仲を取り持とうとしたんですよね？」

「その通りです。王の仲裁により、カリウス伯爵家令嬢であるデリクシルとディグラム伯爵家令息であるグラードとの間で婚約が決まりました。そしてこれを機会として二領地間で魔石鉱山に対する協定が結ばれる予定でしたが……直後に大聖女セイナ様が暗殺されてしまい、婚約も協定も破談となったのです」

「えっ、どうしてですか？」

　思わず聞き返す俺。

　婚約も協定も大聖女の暗殺とは関係ない、そんな気がするんだけど……。

「カリウス領は大聖女セイナ様を輩出した領地。大聖女セイナ様はそのご活躍により、王都に拠点を移す予定であったと聞いております。それを考慮した協定はカリウス領に有利な条件でした。ですからセイナ様が暗殺されたことで、協定の内容を見直すべきという訴えがディグラム家から起こり……そこからこじれにこじれ、婚約も協定もお流れとなってしまった次第です」

「なるほど……」

　頷きつつ、俺は椅子の背もたれに体を預けた。

　以前、伊勢崎さんはどの手の者に暗殺されたかはわからないと言っていた。

　しかし今の話を聞く限り、協定の内容に納得がいかなかったディグラム家が伊勢崎さんを暗殺したとしか思えない。

　大人の都合で振り回され、最終的に暗殺されてしまった伊勢崎さん。

　改めてそんな彼女の境遇や心情を顧かえりみると、俺の胸まで締め付けられるような思いだった。

　──と、そこで伊勢崎さんが気き遣づかうように俺の顔を覗き込んできた。

「あの、おじさま……。以前にもお伝えしましたが、私自身は暗殺されたことも、その犯人探しもどうでもいいと考えています。ですからどうか、そんな悲しい顔をなさらないで……」

「あれ、そんな顔していたかな？」

　多分していたのだろう。

　だが俺が自分の顔をむにむにと触りながらごまかすと、伊勢崎さんがむうっと頰を膨らました。

「しーてーいーまーしーたー！　……ですけれど、本当にお気になさらないでくださいね。私は暗殺されたお陰で地球に戻れましたし、なによりおじさまと出会うことができて今は毎日幸せなのですから」

「はは、俺なんかと出会ったところで大したことはやれてないだろうけど、伊勢崎さんが今幸せなら良かったと思うよ」

「そんなことはありません。おじさまには本当によくしていただいてますから」

　にこりと笑みを見せる伊勢崎さん。

　さすがに大げさだとは思うが、自分のために俺が気を揉むことを心配してくれているのだろう。

　そんな優しい気配りに応えるためにも、俺も深く考えることは止めておこう。

「あの……。お二人は本当に結婚していらっしゃらないのですか？」

　その声に顔を向けると、ホリーが訝いぶかしげな目で俺たちを見つめていた。

「はは、まさか。俺はただの近所のおじさんですよ」

「ただのおじさまじゃありません。とてもとてもとっっっっっっても！　素敵なおじさまです！」

　すかさず訂正を入れる伊勢崎さん。相変わらず俺への評価が高すぎる。まあ慕われているのはいいことだけどね。

　俺たちの返答にホリーは何か言いたげな顔をしたが、それをそのまま飲み込んだ。

「すいません、話がそれてしまいましたね。それでは続きをどうぞ」

　俺の言葉にホリーが頷き、話が再開されたのだった。
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　縁談が流れてからというもの、王も二領地間の世話を焼くことはなくなったのだそうだ。

　伯爵領は納税が優遇されており、鉱山を巡っての争いがどうなろうが王の懐具合もさほど変わらないので、ヘタな口出しを諦めたのだろうとのことだった。

　そうして二伯爵はお互いが鉱山を掘り進めるのを邪魔するように兵士をけしかけ、やがて鉱山は閉鎖。今でも散発的にちょっかいをかけたりかけられたりしているのだそうだ。

「──なるほど。現状はよくわかりました。それで俺たちにしてほしいこととは何なのでしょうか？」

　なんやかんやでこれが一番重要だ。俺の問いかけにホリーが静かに答える。

「今までは散発的な嫌がらせでしかありませんでしたが、本格的な進軍となりますと、この町はあっという間に占拠されてしまうでしょう。ですから鉱山付近に砦とりでを築きたいと考えております。そのための資材を運ぶのをマツナガ様にやっていただきたいのです」

　なるほど、資材運びか。前線で戦うなんてことじゃなくて本当によかった。

　もしかするとアースドラゴンを収納したときから、ホリーは俺に目をつけていたのかもしれない。資材運びなら俺の得意とするところだからね。

　そうしてホリーの提案に、俺は首を縦に振ったのだった。








45　ドーンと構える









　ホリーを交えた話し合いが終わった後、当初の予定通りレヴィーリア様のお城で宿泊することになった。

　二人を見送りさっそくベッドに飛び込むと、気疲れと上質なベッドの相乗効果なのだろう、俺はあっという間に眠りに落ち──




　──そして翌日。

　俺はホリーに案内され、お城の中のダイニングルームへとやってきた。

　ダイニングルームの中央には真っ白なテーブルクロスが施されたやたら長いテーブルが鎮座しており、そのテーブルのいわゆるお誕生日席にはレヴィーリア様が、そのすぐ近くに伊勢崎さんが座っていた。

「ああっ、マツナガ様！」

　俺が入ってきたのを見て、伊勢崎さんと歓談中だったレヴィーリア様が笑顔を見せる。

　ちなみにレヴィーリア様は昨夜あれほど『お姉さまお姉さまデュフフフフ！』とハイテンションだったのにもかかわらず、伊勢崎さんと一緒にベッドに入った瞬間にぐっすりと寝入ってしまっていたらしい。

　元気に見えていたけれど、実際には心労が溜まっていたのでしょうとは伊勢崎さんの談だ。

「マツナガ様、お姉さまからご助力の件をお伺いいたしましたわ！　ありがとう存じます！」

「いえいえ、俺は自分にできることをやらせていただくだけですから。とはいえ、なるべくご期待に添えるように頑張りますのでよろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げる俺。『身命を賭して姫をお守りいたします！』みたいなことが言えればカッコイイんだろうけど、さすがにそこまではね。

　しかし伊勢崎さんが大切に思っているレヴィーリア様は、俺にとっても大切だ。

　見殺しにするようなことはしたくない。

　俺にはこれ以上無理だと感じたら、多少強引にでもレヴィーリア様を日本に亡命させようと密ひそかに考えていたりする。

「マツナガ様のご助力のお陰で、考えていた策の中でも見込みのあるものを選ぶことができましたの。本当に心から感謝いたします。さあさ、お座りになって！」

　レヴィーリア様に促され、俺はお誕生日席のレヴィーリア様を挟むように伊勢崎さんの対面の席に座ろう──と思ったのだけど、その前に伊勢崎さんが自分の隣の椅子を引いてくれたので、そちらの席に座ることにした。

　伊勢崎さんに礼を言いつつ椅子に座り、なんとなくレヴィーリア様に尋ねてみる。

「他にも策を考えていたのですか？」

「もちろんです。わたくしとて姉に一矢も報いずに討たれるわけには参りませんもの。例えば……そうですわね、不敬罪を覚悟で王に現状を直接訴えかけるとか、わたくしが仕掛けられたように姉にも暗殺を仕掛けるとか、ディグラム軍に攻め込まれる前に一か八か攻め込んでみる……なんて案もありましたわね！」

「そ、そうですか……」

　どれもワンチャンあるかもしれないけれど、成功する可能性は低そうな気がする。

　つまりそれほど追い詰められていたということだ。

　日本でレヴィーリア様はグランダの今後の発展に瞳を輝かせていたのだけれど、それらはこの困難の乗り越えた先にある夢物語だ。

　これまでは乗り越えた先の明るい未来をモチベーションとして、気を張っていたのだろう。

　そんなレヴィーリア様の話を聞き、伊勢崎さんがむんと立派な胸を張りながら自信ありげに口を開いた。

「レヴィ、おじさまが協力してくださるのよ。もうなにも心配はいらないわ！　大船に乗ったつもりでドーンと構えてなさい！　ドーンと！」

「はいっ、お姉さま。わたくし、ドーンといたしますわ！　マツナガ様、改めてよろしくお願いいたします！」

　二人そろって俺にニッコニコの顔を向ける伊勢崎さんとレヴィーリア様。

　伊勢崎さんの俺への期待がとどまるところを知らない。俺はただの無職のおっさんだよ。

「それでは朝食と参りましょうか。昨夜のババアのスシやテンプーラとはまではいきませんが、うちのシェフもなかなかの腕前ですのよ！」

　レヴィーリア様がチリンと手元のベルを鳴らす。

　すると静かに扉が開き、昨日は見かけなかった使用人たちがぞろぞろと入ってきた。

　使用人たちは両手に様々な料理の載ったトレイを持ち、次々にテーブルへと置いていく。

　その中にはホリーの妹コリンの姿も見えた。

　トレイをぷるぷると震わせながらも料理を置き、ホッと息を吐く姿は微笑ましい。




　それから食事の準備が進んでいき、テーブルには様々な料理がズラリと並べられた。

　領都の高級レストラン以来の白いパンや、見るだけでも楽しめるような鮮やかな色彩のサラダやフルーツ。

　オムレツは見るからにふわっふわで、スプーンを差し込んだらトロトロに崩れてしまいそう。

　熱々のソーセージからは香ばしい肉汁が溢あふれ出だしており、黄金色に透き通ったスープからは芳ほう醇じゅんな香りが立ち昇っていた。

　そうして朝から食べるにしては、やたらと豪華な食事が始まった。
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　食事は大変美味しかった。
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　しかし俺が朝からモリモリと食べるには少々ボリュームが多く、平然と食べていた伊勢崎さんやレヴィーリア様がまぶしく見えた。やはり俺はすでにおっさんのようだ。

　誰にも見られないようにこっそり腹をさすっていると、食休みをする間もなくレヴィーリア様がホリーを連れてダイニングルームから退出していった。

　これからは彼女たちは鉱山付近に構える砦の資材や人材集めに奔走し、多忙な日々を過ごすのだそうだ。ゆっくりとお城で食事を摂とるのも今朝でおしまいとのこと。

　なるべく急ピッチで進めるらしいが、それでもしばらく日数がかかるのだと言う。

　その間に俺と伊勢崎さんがやれそうなことはなにもない。

　そこで俺たちは一度日本に戻ることにしたのだった。








46　聖城学園『レトロゲーム部』２









　おじさまと日本に帰還した翌日。

　レトロゲーム部部室の窓から差し込む光が徐々にオレンジ色に変わってきた頃、前野六りっ花か先輩がモニターの前で唸うなり声をあげた。

「ぬわ～。これもダメかー！」

　頭を抱える前野先輩。

　モニターに映されていたのは超有名ＲＰＧのパスワード入力画面だ。そこには、

『いせざきせ　いなちやんはき　ようももて　もてだ』

　と入力されており、そのすぐ下には『じゅもんが　ちがいます』と表示されていた。

「あの、前野先輩？　勝手に人の名前で遊ばないでください」

「えーケチー。今日も告白されてるのを見たし、この呪文ならイケると思ったんだけどなー」

　今日の前野先輩はパスワードをデタラメに入力し、それが成功するまで家に帰れませんという遊びをしている。

　先程は『ね、念のためだよ。一応ね……』と言いながら部活宿泊申請の書類も書いていたし、この人はおそらく本気でやりとげるつもりなんだろう。

　相変わらず面白くて楽しい先輩だと思う。

　ちなみに私の方はといえば、もうひとつのモニターでカンフー映画が原作だという横スクロールアクションゲームをプレイ中。

　私は対戦要素のあるゲームが好きだけれど、このゲームのように主人公がヒロインを助ける要素のあるゲームも好きだ。

　レトロゲームにはそういう王道ストーリーのものが多いと思う。

　このようなゲームで、私はいつも主人公をおじさま、ヒロインを自分に見立てて遊んでいる。

　ヒロインを救うため、主人公が己の身を顧かえりみず単身で敵地に乗り込んで戦う──なんて愛にあふれた物語なのだろう。

　私もこんな風に強く激しくおじさまに求められたら、どんなに幸せなことなのかしら……！

　そんな妄想をするだけで、プレイにも熱が入るというものだ。

「ところで聖奈ちゃーん。最近あまり遅くまで部室に残ってなかったけど、今日は珍しく遅いんだね。どしたん、話聞こか？」

　前野先輩が私に顔を寄せながら話しかけてきた。

　その眼鏡の奥の瞳が好奇心に光っているのが見える。

　異世界では笑顔で近づいてきた大人にいいように利用されたこともあったせいだろうか、私は本音を隠して近づく人が苦手だ。

　そしてそんな人は、クラスメイトの中にもたくさんいる。

　私たち友達だよねと笑顔で言いながら、私をアクセサリーのようにしか思っていない人。

　私の内面が好きだと告白しているのに、私の身体にしか視線を向けていない人。

　好きでもない人から告白されて大変だよねと気遣う素振りを見せながら、裏では私の陰口を言い合っている人──

　その点、前野先輩は裏表なく真っ直ぐに思ったことをぶつけてくるし、私が言いたくないことは深く追及してこない。

　私にとって好ましい人物のひとりである。

　ちなみに私の最も究極最高に好ましい人物であるおじさまも、私に対しての気持ちを隠さない人だ。

　だから私を妹のように想おもってくださるのをひしひしと感じて、嬉しいような悲しいような気持ちになるのだけれど。

「大した理由はありませんよ。今日は久しぶりに部活でのんびりさせてもらおうと思っただけです」

　さすがに本当の理由は明かせない。

　それを前野先輩も感じているのかもしれないけれど、やはりそれ以上の追及はこなかった。

　少しだけ申し訳ない気分になる私に、前野先輩は笑顔で答える。

「ふーん。でもさでもさ、最近この時間帯はぼっちだったから私はすっごくうれしーよー！　……あっ、よかったらさ、今日の『帰れません』に付き合わない？　二人でどっちが先に帰れるか競争しようぜー！」

「それは遠慮しておきます」

「ちぇー」

　すねたように口を尖らせる前野先輩に、私は思わず笑みをこぼした。

　遅くまで部室に残るのは本当に久しぶりだ。

　以前はおじさまの帰宅時間にスーパーでバッタリ出会うための時間調整に利用させてもらっていたのだけれど、おじさまが会社を辞めたので居残る必要がなくなってしまったからだ。

　あれはスーパーで旦那様と買い物をする新妻の気分が味わえて幸せだっただけに、とても残念だった。

　しかし昨日の雑談の中で、どうやらおじさまは割引商品を狙って今でも夜のスーパーに通っていることを聞いたのだ。ああ……節約をするおじさまも素敵！

　そこで久々にスーパーでおじさまとバッタリ出会ってみようというのが、今日居残りをしている本当の理由なのだ。

　おじさまの会社の定時時刻からスーパーの来店時間が割り出せた頃に比べると、これは運に頼るざるを得ない挑戦だ。

　しかし仮に失敗したとしても、私は以前ほどショックを受けないだろう。

　最近は異世界のお陰でおじさまとの接点がたくさん増え、あの頃よりも私はずっと幸せだからだ。

　ただひとつ、そんな幸せな異世界生活に陰かげりがあるとすれば、それはやはりレヴィの件だろうか。

　けれどそれに関して、私は何も心配していない。

　おじさまのことだからきっと解決してくださるだろうし、おじさまのご活躍が間近で見れるかと思うと、それだけで胸が高鳴ってくるからだ。

　唯一残念なのは、今回おじさまが守るお相手が私ではなくレヴィだという点だけれど、私はおじさまが私のためにレヴィを守ってくださるのだということを十分に理解している。

　つまりこれは実質的に、私を守るためにおじさまが行動を起こしてくださっているということだ。ああ、なんて素敵なことなのかしら！　……好き。

　好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き好き大好き愛してる……！

　思い返すとおじさまへの想いが止まらなくなってきた。

　ああっ、おじさま！　今すぐ会って、おじさまのシャツの匂いを嗅いだり、数本だけ髪に生えている白髪を探したりしたいわ！

　おじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじさまおじ──

「──にひひ、聖奈ちゃーん。そのゲームってさ二十四周すると、助けるはずのヒロインが逆に襲いかかってくるんだよー？」

　前野先輩の声に、おじさまに向かって高鳴り続けていた意識がハッとモニターに戻された。

　ちょっぴり残念な気持ちで顔を向ければ、前野先輩がニヤニヤとした表情を浮かべながら不思議なことを言っている。

　私は首をかしげた。

「……あら、おかしいですね。すでに二十四周は超えてますけど、そんなシーンはありませんでしたよ」

「ひえっ、マジか聖奈ちゃん……。おみそれいたしました……」

　なぜかその場で土下座をする前野先輩。

　その姿に疑問を覚えつつ、モニターの中のおじさまは三十周目の私を救い出したのだった。








47　できるかな









　異世界から戻ってきた翌日。

　俺は昼まで惰眠を貪むさぼり、起きて顔だけ軽く洗うと、家着のまま異世界へと【次元転移テレポート】した。

　跳んだ先は俺が昨日泊まったお城の客室だ。

　今こちらは昼下がりぐらいだろうか。

　高台にある城の窓からは、活気と喧けん騒そうをごちゃ混ぜにしたような、いつもの前線都市グランダの光景が見える。

　その様子からはディグラム家が攻めてくるといった緊迫した空気は一切感じ取れない。

　未だ住民にまで情報が届いていないのもあるけれど、もともと延々と小競り合いが続いていた地域だ。侵略が本格化しても町の様子はさほど変わらないような気もする。

　そんな外の様子をしばらく眺めた後、俺は客室をぐるりと見回した。

「例のブツはどこにあるのかなーっと」

　誰もいない客室で独り言をつぶやきながらキョロキョロとしていると、壁際に備え付けられたデスクに一枚の紙が置かれていることに気がついた。どうやらコレのようだ。

　この紙はホリーたちと話し合った結果、採用された連絡方法である。

　ホリーが言うには、資材と人材の準備に最低でも一週間はかかるのだそうだ。

　そこで俺と伊勢崎さんは一旦、日本に戻らせてもらっているわけだが、日本にいる間は連絡もつかないし異世界では三倍ほどの時間が流れている。

　そこでホリーから何か連絡事項があれば紙に書き込んでもらい、客室に置いてもらうことになったのだ。なるべくこまめにチェックする予定である。

　そして今回デスクに置かれた紙には、なぜだか読める異世界の文字で『順調に進んでおります』とだけ書かれていた。さすがに準備はまだ終わっていないらしい。

　俺はボールペンで『松永』と読んだ目印代わりのサインを書き込むと、さっさと日本へと戻ることにした。





◇◇◇






　日本に戻ってきた俺は、遅い朝食を食べ終わった後【収納ストレージ】から昨日ショッピングモールで買った漫画雑誌を取り出した。

　今日はなるべく家に引きこもる予定だ。

　昨日までいろいろと大変だったし、アラサーおっさんの体力・気力ともに回復に努めるつもりである。

　頭の片隅では異世界でひとつの町の命運に関わる仕事に携たずさわるというのに、こんなことをやってていいのかと思わなくもない。

　しかしどうせあと数日もすれば嫌でも忙しくなってくるのだ。

　今のうちにのんびり過ごして英気を養ったほうがいいに決まっているよね。

　ちなみに、どうせのんびりと過ごすのなら異世界の方がより長く過ごせるのだけれど、やっぱり日本の暮らしというのは捨てがたい。異世界にはテレビもネットも多機能な便座もないしね。

　そうしてテーブルに肘をつきながら、しばらく漫画雑誌をペラペラとめくっていると、異空間が浮いたままになっていることに気がついた。

　どうやら漫画の続きを読むのに気が急いて、消すのを忘れていたらしい。

　俺は漫画雑誌をめくる指を止め、目の前に浮かんだ異空間を消そうとして──ふと、ホリーとの会話を思い出した。




『──普通、【収納ストレージ】の際に現れる異空間は、他に干渉することのない黒い霧のようなものです。マツナガ様のようにご自分の意思で自由に動かしたり形を変えたり、他の物体を阻むといった特徴を備えた異空間など、私は見たことも聞いたこともありません』

　資材運搬についての話が終わった後、改めてホリーに【収納ストレージ】の異空間について尋ねた際の言葉だ。

　ちなみに一緒に聞いていた伊勢崎さんは「さすがおじさまですっ！」と俺以上に誇らしげに胸を張っていたよ。

　そういうことで、どうやら俺の異空間は普通の【収納ストレージ】の異空間とは少し違ったものだということが判明した。

　ちなみに伊勢崎さんは俺に対する判断基準が甘々なので、俺ならこれくらい当然とばかりに【収納ストレージ】の異質さは気にもかけてなかったらしい。

　そんなわけで俺の異空壁はアースドラゴンの巨大な足裏を押し返すことができるし、異空糸はホリーの素早い動きも搦め取ることができる。

　これはこれですごいことなんだろう。

　しかし他にも使い道があるんじゃないか？　目の前にある闇よりも深い黒に染まった異空間を見て、そんなことをふと思った。

　異空間のバリエーションである異空壁も異空糸もとっさに思いついたものだったけれど、今のうちから他にも引き出しを増やしておくのも悪くはないはず。

　そこで俺はさっそく異空間の前で言葉を発した。

　声を出しながらのほうがイメージしやすいんだよね。

「それじゃあ……異空弾」

　名前は異空弾に決めた。

　俺の声とともに異空糸が圧縮されるように縮まり、人差し指ほどの先端が尖った物質に変わった。さながら黒いライフル弾のようである。

　俺はその異空弾を目の前に浮かばせながら、テーブルに置かれた漫画雑誌を上に向かって放り投げてみた。

　漫画雑誌はふわっと天井近くまで浮かび上がり、重力に従い自由落下で落ちていく。

　俺はその漫画雑誌に向けて、異空弾を真っ直ぐに飛ばした。

　目の前で落ちていく漫画雑誌、それを目指して真っ直ぐ飛ぶ異空弾。

　だが──

「あーダメかあ……」

　俺の想定では、異空弾が漫画雑誌をバスン！　と貫通する予定だったのだけれど、いかんせん異空弾はスピードが遅すぎた。

　ゆっくり進む異空弾をよそに、漫画雑誌はそのまま床に落ちてしまったのだ。

　それから何度か試してみたが、いくらイメージしても弾丸のようなスピードで異空弾を飛ばすことはできなかった。

　弾丸っぽいものが撃てれば、今後に備えた自衛の手段になるんじゃないかと思ったのだけれど、どうやらそこまで話はうまくいかないようだ。

　しかし俺はへこたれない。

　今度はたまたま視線の端で季節外れの蚊が飛んでいるのを発見したので、これで試してみることにする。

「次は……異空網にしてみるか」

　俺はふらふらと飛び回る蚊に、なるべく細い異空糸を編んで虫取り網のようにした物を向かわせる。

　風も音も発生しないせいか、蚊はまったくの無警戒。そのまま異空網の中に入れ、くるんと巻き込んで球状に変化させてやる。

　これで蚊はもう逃げ出せない。

　俺は異空網を窓の外まで動かして解除すると、異空網から解き放たれた蚊はそのままどこかへと飛んでいった。

　よしよし、どうやらこっちは使い道はありそうだ。

　それじゃあ次は何をしてみようかな。……異空棒とかどうだろうか──

　──こうして俺は漫画雑誌を読むことも忘れ、ああでもないこうでもないとひたすら異空間の試行錯誤を続けたのだった。








48　同伴スーパー









　──よし、次はこれだ！

「異空海の苔り！」

　説明しよう！

　異空海苔とは、異空間を変化させ見た目が海苔っぽい物体を作り出す時空魔法である！

　もちろん見た目だけなので、おにぎりに巻いたところで食べられないし、異空海苔はその場に固定されているので白米も格段に食べにくくなる！　まさにおにぎりマニアを天国から地獄へと突き落とす時空魔法なのだ！

「……いや、これは無いだろ」

　我ながらアホなものを考えたなと思いつつ、俺は異空海苔をその場から消した。

　するとおにぎりを想像していたからだろうか、途端に腹がくう～っと音を立てる。

　その音にふと窓の外を見ると、いつの間にやら外は真っ暗だ。

　どうやら俺は思った以上に異空間のアレンジ作業に没頭していたらしい。

　ちなみに試行錯誤を繰り返していくうちに気づいたのだけど、地球には空気中に魔素が含まれていないせいか、異世界よりも魔法を使う際に感覚が鋭敏になるんだよね。そのせいでついつい作業にも熱が入ってしまったようだ。

　俺は空腹をなんとかするべく、買い替えたばかりの魔道冷蔵庫の扉を開けた。

　中には卵やヨーグルトにジュースと酒類、冷凍室の方には独身男性の必需品である冷凍食品がいくつか重ねられている。

　最低限、腹を満たすには困らない食料品が入ってはいるけれど、大きめの冷蔵庫に買い替えたこともあり全体的に中身がスカスカの印象は否めない。

　うーむ、せっかく大きい物を買ったのに、こんなにスカスカでいいのだろうか……。

　伊勢崎さんには自炊のレパートリーを増やすように勧められていたし、それならもう少し食材を充実させたほうがいいのかもしれない。

　そうと決まれば後は早かった。

　俺は手早く外行きの服に着替えると、スーパーへと出かけることにした。





◇◇◇






「【次元転移テレポート】──」

　ガサガサと音を立てながら、俺はスーパーの近くにある公園の藪やぶから抜け出した。

【次元転移テレポート】は便利だけれど、なるべく人目につかなさそうな場所を探すのはひと苦労だ。

　最近は町を歩いていても、そういう場所を探すのがクセになりつつある。

　体に付いた葉っぱを手で払いながらスーパーの近くまで歩いてきたところで、俺は学園から帰宅中と思われる制服姿の伊勢崎さんとばったり出会った。

「おじさま!?　──よしっ！」

　なぜかグッと拳を握りしめる伊勢崎さん。

「やあ伊勢崎さん。……というか、どうかした？」

　俺が伊勢崎さんの握り込んだ拳を指差すと、彼女はそれをごまかすようにパタパタと手を振った。

「えっ？　……あっ！　いえっ、これはなんでもありませんから！　そんなことよりおじさま、奇遇ですね！」

　なにか良いことでもあったのだろうか。まあ言いたくなさそうだし、ここはスルーしておこう。

「うん、スーパーで会うのは久しぶりだね。今日は部活が遅かったのかな？」

「はいっ、今日は部活が長引いたんです！　それで、その……おじさまもこれからお買い物ですよね？　私もご一緒してよろしいでしょうか？」

「もちろんいいよ。それじゃあ入ろうか」

「はいっ♪」

　そう言って伊勢崎さんは顔を綻ばせながら俺の隣を歩く。その彼女の無邪気な笑顔からは、俺に対する無条件の信頼のようなものをほのかに感じる。

　兄に懐なつく妹というのはこういう感じなのだろうか。

　俺はなんだかほっこりとした気分に包まれながら、スーパーの自動ドアを通ったのだった。





◇◇◇






「おじさま、今夜は何を買いに来られたのですか？」

　いつものようにまずは店内をぐるりと回っていると、伊勢崎さんが俺の買い物カゴを覗き込みながら尋ねてきた。

　ちなみにカゴの中にはまだお菓子と酒のツマミくらいしか入ってない。

「とりあえず冷蔵庫とコンロも新しく買ったし、自炊のためにいろいろと買い集めようと思ってね」

「なるほど、そういうことでしたか。……おじさま、私がお料理をお教えするという約束は覚えていますか？」

「うん、もちろん。伊勢崎さんがそんなに魔物肉が大好きだったとは知らなかったよ」

　魔物肉を使った料理を教わる代わりに、伊勢崎さんもそのあと一緒に食べるのだ。

　最初はレクチャーを断ろうとしたんだけれど、『魔物肉のためにおじさまに教えると言っても過言ではありません！』みたいなことを言ったので、そういうことならと了承したんだよね。

「えっと、は、はい。そうです。ご相伴にあずかれればと思いまして……」

　顔を赤らめてぽつぽつとつぶやく伊勢崎さん。

　あの時は無我夢中といった様子だったが、年頃の女の子にとっては肉が好きと知られるのは少し恥ずかしいことだったのかもしれない。ここは話を先に進めよう。

「とにかく料理を教えてくれることは覚えているよ。もしかして日程の相談かな？」

「そっ、そうです！　それでその……よろしければ明日はいかがでしょう。それともなにかご予定がおありでしょうか……？」

「無職の俺の予定なんて、いつでも空いてるようなもんだよ。もちろん明日でも大丈夫」

「はいっ、それでは明日で！　学園もお休みですし、お昼に伺いますね！」

　よっぽど嬉しいのか、今日一番の笑みで答える伊勢崎さん。そういうことなら明日はなるべくいい魔物肉を奮発してあげよう。

　こうして急きゅう遽きょ明日、伊勢崎さんによる料理教室が開かれることになったのだった。

　そして料理教室が開かれるなら、もちろん食材も必要だ。

　俺は店内を周り、伊勢崎さんに言われるがままに食材をカゴに入れていく。

　メニューは秘密とのことだ。明日を楽しみにしておこう。

　──それからしばらくして、俺は両手いっぱいに荷物を持って伊勢崎さんと店の外に出た。

「【次元転移テレポート】で送ってあげるから、向こうに行こうか」

　と、公園の方角を指差す俺に、伊勢崎さんは人差し指を交差して小さくバツを作ってみせた。

「ダメですよ、おじさま。見たところ……今日はこれが初めての外出ですよね？」

「そのとおりだけど……。そういうのってわかるもんなの？」

「ええ、お顔が少しむくんでますから」

「えぇぇ……？　見てわかるほどむくんでるかな？」

　エコバッグを持ち上げながら自分の顔をべたべたと触る俺に、伊勢崎さんがいたずらっぽく笑いかける。

「ふふっ、おじさまのことは私にはすぐにわかっちゃいます。運動不足はお身体に毒ですよ。ですから今回は歩いて帰りませんか？」

　たしかに通勤がなくなり、【次元転移テレポート】まで使えるようになって、歩く機会が減ってきたように思える。

　普段はあまり気にしていなかったけれど、アラサーといえばもう健康管理にも気を配らないといけない歳なんだよなあ……。

「それもそうだね、そうしようか。いやあ、気を使わせてもらって悪いね」

「いいえ、気にしないでください。それにこうして一緒に帰るのも久しぶりですし、私はすごく楽しいですよ？」

　俺の顔を覗き込みながら微笑む伊勢崎さん。

　そういえば一緒にスーパーから帰るのは、異世界転移したあの日以来となるのか。

　思えばあれからいろいろとあったもんだ。

　そうして俺と伊勢崎さんは、ほんの少し前のことを懐かしみながら夜道をのんびり家まで歩いて帰ったのだった。








49　伊勢崎さんのお料理教室









　約束どおりの昼十二時。

　なんとなくつけていたテレビからお昼の情報番組が始まったと同時に『ピンポーン』とインターホンが鳴り、伊勢崎さんが自宅へとやって来た。

「こんにちは、おじさま。今日はよろしくお願いします」

「いやいや、こちらこそお世話になるよ。それじゃあ入って」

「はい、お邪魔しますっ」

　弾むようにお辞儀をした伊勢崎さんを自宅の中へと案内する。

　ふと見ると伊勢崎さんの手には手提げ鞄。

　材料はこっちですべて揃えたつもりだけど、なにか足りないものでもあったのかな。




　キッチンに入った伊勢崎さんは、さっそく鞄の中から見慣れない器具を取り出した。

　肉を入れてハンドルをグルグル回すと肉をミンチに加工することができる、ミートミンサーという器具なのだそうだ。

　伊勢崎さんが言うには、異世界でもミンチという調理法はあるのだが、ミンチにするのは野生動物や家畜の肉ばかりで魔物肉はミンチにはしないらしい。

　たしかに日本でも高級肉を使ったミンチが話題になったりもするけれど、話題になるってことは普通はやらないってことだもんな。

　素材のままでは微妙なものは色々と工夫を施し、素材のままでも美味しいものはそのままいただく──これはどこの世界においても料理の基本なのかもしれない。

「ですがミンチに加工することによって、料理の幅は広がります。そういうわけで今回はミンチを使ったレシピをお教えしますね！」

　そう言って伊勢崎さんが鞄から取り出したエプロンを身につけた。

　薄いピンク地にちっちゃくてかわいいキャラクターのイラストがプリントされている。うん、伊勢崎さんに似合っててとてもかわいいエプロンだ。

「あー、エプロンかあ。やっぱりそういうのをしたほうがいいのかな？」

　俺もたまに料理はするけれど、エプロンなんて付けたことはない。やっぱり買っておいたほうがいいんだろうか。

「ふふっ、こんなこともあろうかと！」

　伊勢崎さんは少し得意げに眉を上げながら鞄をガサゴソすると、中から薄い青地のエプロンを取り出した。

「こちらをおじさまに差し上げます！」

　そうして俺の方に差し出したエプロンにも、同じくちっちゃくてかわいいキャラのイラストが描かれていた。もしかしなくてもペアルックである。

　だがペアルックもさることながら、おっさんがこんなにかわいいエプロンを付けるというのは、正直なところちょっとキツイ。

　しかし伊勢崎さんがわざわざ用意してくれたエプロンだ。

　使わないという選択肢は存在しないのである。

　俺は意を決してエプロンを身に着け──流し台のステンレスにかわいいエプロンをつけたおっさんの姿が映り、反射的に視線を外した。

　そんな俺を見て、伊勢崎さんは両手を合わせながら満足そうに瞳を輝かせる。

「やっぱり似合ってる！　さすがはおじさまです！」

「そ、そうかい。ありがとう、あはは……」

　使わないという選択肢はないけれど、多少顔がひきつるのは許してほしい。

　しかしそんな俺を上目遣いに見ながら、伊勢崎さんがもじもじと頰を赤らめる。

「本当にお似合いです。……そ、それにペアルックのエプロンだなんて、まるで私たち──」

「うん、まるで部活みたいだね。テレビで家庭科部員が全員お揃いのエプロンをつけているのを観みたことがあるよ」

　それは俺も感じていた。部活か……なんだか懐かしい気分だ。

　そう考えるとこのエプロンも悪くはないと思えてくるから不思議なもんだよ。

「……そうですね、まるで部活のようです、うふ、ふふふ……。そ、それではさっそく家庭科部の調理実習と参りましょうか……」

　どこかぎこちない笑顔を浮かべながら伊勢崎さんが言った。

　あれ？　なにかおかしなことを言ったかな？

　そんなことがありつつも、いよいよ魔物肉の調理実習が始まったのである。








50　伊勢崎さんの魔物肉レシピ









　ミンチを使ったレシピと聞いて予感はしていたけれど、今回伊勢崎さんに教えてもらうレシピは、みんな大好き俺も大好きハンバーグである。ミンチを使った王道レシピといえるだろう。

　そしてミンチの食材にはグレートボアを使うことにした。

　手持ちの魔物肉には土ネズミもあるけれど、伊勢崎さんが言うには、『土ネズミは鶏に近い食感なのでチキンハンバーグっぽくなるかと思います。今回は牛に近いグレートボアで馴な染じみ深いビーフハンバーグにチャレンジしましょう』とのこと。

　俺がひたすらぐるぐるとハンドルを回してミンチを作り、その間に伊勢崎さんが玉ねぎをみじん切りにしたり、付け合せのポテトサラダやにんじんグラッセも作っていく。

　そのように伊勢崎さんが狭いキッチンを動き回り、いくつもの作業をテキパキとこなしていく手際の良さには感動すら覚えた。

　最近は運動神経が悪いシーンばかり目撃していた気がする伊勢崎さんだけれど、こういう姿を見ると彼女はやはり才女なんだなと再認識させられるね。

　ミンチを作り終わった後は氷水で冷やしたボウルにミンチを入れ、伊勢崎さんが玉ねぎやパン粉、他にもいろんな調味料を入れて味付けしていく。

　この辺りで料理はもう覚えきれないんじゃないかと不安に思っていたのだが、伊勢崎さんはレシピを書いた紙を用意してくれていた。この心遣いはありがたい。

　後は俺がひたすらミンチを捏こねていく。

「うへえ、結構気持ち悪いね」

　水っぽい粘土に手を入れたような感触に、俺は思わず声を上げた。

　本当に粘土ならまだマシだと思うけど、実際のところは肉に手を突っ込んでるんだもんな。普段ここまでの料理はしない俺からすると未知の経験である。

「おじさま、ビニール手袋を使うという手段もありますけど、素手で捏ねることでミンチの水分を皮膚で直じかに感じることができますし、さらにはおじさま成分も──いえ、とにかく水分量をはかることは重要なんです。頑張ってこねこね、こねこねとお願いします」

　俺の手元から目を離さずに伊勢崎さんが言う。

　その真剣すぎるちょっと血走った瞳からは、この作業こそが非常に重要だということが俺にも察せられた。俺の成分とか聞こえた気がしたけど気のせいだろう。

　そこからは俺も泣き言は言わずに一生懸命ミンチを捏ねていく。

　伊勢崎さんが俺の一挙手一投足を見逃さないよう、まばたきひとつせずに「こねこね、こねこね……」とひたすらつぶやいているのは少しだけ怖かったよ。

　──やがてボウルの中身が完全に混ざり合い、ムラのないネットリとした肉ダネに変わっていった。

　次はいよいよハンバーグの成形だ。

「肉ダネの中の空気はしっかり抜いてくださいね。でもあまり強くしすぎてもいけません。このようにやってみてください」

　伊勢崎さんが肉ダネを手に取ると、右手から左手へ交互にキャッチボールをするかのようにパンパンパンとリズミカルに投げていく。そしてあっという間にハンバーグが形作られていった。

「表面はなるべくなめらかにします。その方が肉汁を中に閉じ込められますので」

　肉ダネをやさしく撫でるように伊勢崎さんが手を添える。

　するとすぐにツルッとなめらかに形作られたハンバーグのタネが出来上がった。

　焼く前から美味しいのが約束されているかのような見事な出来栄えである。

　次は俺も見よう見まねで挑戦だ。

　しかし伊勢崎さんと同じようにやっているつもりなのに、あまり上手うまくはいかない。

　投げても撫でてもいい感じの形にならないのだ。

「おじさま、もっとやさしく、包み込むように撫でてみてはいかがでしょうか。……そうです、もっとねっとりねっとりと中に成分が染み込むように。そして優しさのなかにひとつまみの強引さをぎゅっと詰め込むような……！　はあはあ、おじさま、もっと熱く激しく壊れるほどに抱きしめてください！　はあはあはあ！」

　ここまでの作業の疲れが出たのだろう。伊勢崎さんの息は荒く、言ってることも抽象的すぎてよくわからない。お目々もぐるぐるだ。大丈夫かな？

　しかしそんな助言も効果があったのか、すべての肉ダネをひと通りハンバーグの形にすることはできたのである。ちなみに終わった頃には伊勢崎さんは普段どおりに戻っていたよ。
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　最後は俺と伊勢崎さんで手分けしてハンバーグを焼いていく。買ったばかりの三口の魔道コンロの出番である。

　それからしばらくして、すべてのハンバーグが焼き終わった。

　たくさん作ったので、もちろん今回だけでは食べきれない。

　残った分は【収納ストレージ】に保管して、いつでも食べられるようにしておいた。

　とりあえず明日の朝はハンバーグを食パンで挟んで食べることにしよう。




「──おまたせしました。おじさま、お疲れさまでした」

　伊勢崎さんがテーブルに出来立てアツアツのハンバーグを置き、向かいの椅子に座った。

　これから少し遅い昼食が始まるのだ。

　俺が成形したハンバーグは不格好なのですぐにわかる。

　その一方、伊勢崎さんのはひとつも崩れたところがない。

　焼きの手順には問題がなかったので、成形ひとつでこうまで出来が変わるということだ。

　そして伊勢崎さんは俺の作ったハンバーグを伊勢崎さん側に、伊勢崎さんの作ったハンバーグは俺側に置いていた。

「俺が作った方は全然ダメだね。そっちは自分で食べるよ」

　そう言って俺が伊勢崎さんと皿を交換しようとすると、彼女は皿を持ち上げてそれを拒否。

「いえっ、こんなお宝は譲れな──ではなくっ、おじさまは私のハンバーグを食べてください」

「いやいや、こんなにヘタクソな物を食べてもらうのは申し訳ないよ」

「いいえ、上手くできた物を食べるのも勉強のうちです。そして上手くいかなかったのを食べるのが教えた者の務めです！　ですからこれは全部私の物です。絶対にあげませんっ！　あげませんったらあげませんっ……！」

　皿をさらに高く持ち上げた伊勢崎さんからは、並々ならぬ気迫を感じる。どうやら彼女の責任感に火がついてしまったようだ。

　そういうことならと、俺は彼女の言うとおりにする。

「わかったよ。それじゃあ悪いけどお願いするよ」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　なぜか何度もお礼を言う伊勢崎さんに苦笑を返しつつ、俺は椅子に深く腰掛けた。

「それじゃあ食べようか。……いただきます」

「いただきます！」

　お互いに手を合わせて一礼。

　そしていざ食べようとしたところで──『ピンポーン』と、本日二度目のインターホンが鳴った。ピタリと動きを止める俺たち。

　顔を見合わせると、伊勢崎さんはフォークを持ったまま固まっていた。

　フォークの先端がぶるぶると震えている。

「ちょっと出てくるね。先に食べてていいよ」

「そういうことでしたら遠慮なく！　はぐはぐっ、おじさまのハンバーグ！　はぐはぐはぐっ！」

　俺が言った瞬間、すごい勢いでハンバーグを食べ始める伊勢崎さん。

　普段はおしとやかなのに、なんだか鬼気迫るものを感じる。

　先日言っていた『今すぐ魔物肉にかぶりつきたいくらいです！』との言葉は伊達だてではなかったらしい。

　その姿を微笑ましく感じつつ、俺は玄関に行って扉を開けた。

　するとそこにいたのは大家さん。

　今日もロックな黒いＴシャツにサングラス姿がビシッと決まっている。

「やあ松永君。聖奈と一緒のところを邪魔して悪いね。ちょっと聖奈に話しておきたいことができてさ。松永君もいたほうが都合がいいからお邪魔した次第だよ。すぐに帰るから家にあげてくんないかい？」

「ええ、もちろん。どうぞ上がってください」

　そうして俺は大家さんを家に招き入れたのだった。








51　祭りの余韻









「あら、お婆様？」

　俺がダイニングルームに連れてきた大家さんを見て、伊勢崎さんが目をぱちくりとさせた。

　椅子に座ったままスッと背筋を伸ばし、落ち着いた様子でこちらに顔を向けている伊勢崎さんだが、そんな彼女の皿にはすでにハンバーグの姿はない。

　添えられたにんじんグラッセとポテトサラダだけが寂しそうに皿の隅に佇たたずんでいる。

　よっぽどお腹なかが減っていたのだろうか、食べるのが早いね。でも──

　俺が口を開くよりも早く、大家さんが一歩前へと踏み出す。

「ヘイ聖奈、お楽しみのところをすまないね。……おや、こんなところに祭りフェスの余韻があるじゃあないか」

　大家さんはおすまし顔の伊勢崎さんに近づくと、彼女の口元についていたデミグラスソースをハンカチで拭ってニヤリと笑った。

　どうやって伝えようか迷っていたので、大家さんが言ってくれたのはありがたい。

　口元を拭かれた伊勢崎さんは真っ赤な顔であわあわと早口気味に声を上げる。

「しっ、失礼しましたっ！　そ、それでお婆様はどうされたのですか？」

「ちょっと聞いておきたいことがあってね。重蔵の孫についてのことなんだけどさ」

「ああ……」

　思わず声を漏らす俺。重蔵の孫といえば相原のことだろう。

　伊勢崎さんに関することにおいて、俺は大家さんへの報告連絡相談は欠かさない。

　すでに元同僚である相原が重蔵氏の孫だったという話は報告済みである。

　そのときは『へぇ、そうなのかい。奇遇なこともあるもんだ』だけで話は終わり、肩透かしに感じたのだけれど、なにか事情が変わったのだろうか。

　伊勢崎さんがこてりと首をかしげて尋ねる。

「重蔵お爺様のお孫さんがどうかなさったのですか？」

「聖奈、あんたこないだ松永君の後輩とやらに会ったろう？　実はあの子、重蔵の娘の娘なんだよ。つまりあんたらは親戚だってことさね」

「えっ、あのおじさまの後輩の方が!?」

　伊勢崎さんが口に手をあて俺を見上げる。俺は大家さんにテーブル席への着席を促しつつ頷いた。

「うん。どうやらそうらしいんだよね」

「まあ……。おじさまは以前からこの事をご存知だったということですか？」

　伊勢崎さんは少し不服そうにじっとりとした目を向けるが、それを遮さえぎるように大家さんが口を開く。

「まあまあ、松永君を責めるんじゃあないよ。知ったのは本当に偶然みたいだし、聖奈が城之内本家と関わりたくないことは松永君だって知っているからね。言わなかったのは松永君の気配りだよ」

　もともとは城之内グループの人間である伊勢崎さんだが、異世界から戻ってきた直後はいろいろと大変だったらしい。

　それもそのはず。城之内グループの中でも重要なポストについていた伊勢崎さんの両親が事故で亡くなった事件からようやく落ち着いてきたところで、今度は行方不明ではあるけれど同じく亡くなったと思われていた伊勢崎さんが発見されたのだ。

　城之内本家の混乱は容易に想像ができるし、その騒動の中心人物となったまだ幼い伊勢崎さんのストレスは多大なものだったに違いない。

　そうして心身ともに疲弊していく伊勢崎さんを見かねた大家さんは、両親の遺産をなるべく現金化した上で自分の養子となることで城之内本家と距離を取ることを提案し、伊勢崎さんもそれを受け入れた。

　そういう経緯があるので、親戚付き合いが残っているのは重蔵氏と他数名くらいだと大家さんにも聞いている。

　なので、俺の後輩が親戚でした──なんてことは、知らないで済むなら知らないほうがいいだろう。どうせ関わり合うこともないだろうし……と思っていたのだが。

「それでだ、聖奈。その孫が伊勢崎という名字に聞き覚えがあったらしくて重蔵に尋ねたそうだよ。それであんたのことを孫に教えてもいいのかお伺いを立てるために、今はトイレにこもってるってわけさ」

　そう言ってスマホを見せる大家さん。スマホには城之内重蔵の名前と通話中の表示。

　どうやら重蔵氏は今現在、トイレの中で伊勢崎さんの返事を待っているらしい。慌てて相原から逃げてきたんだろうな。

　大家さんがスマホをピピピッと操作した。

　画面に重蔵氏の顔が映り、スマホのスピーカーから声が聞こえる。

『おお、聖奈ちゃんか！　急な話ですまない。まあ相原家は傍系であるから影響はないとは思うのだが、それでも聖奈ちゃんを通さずに教えるのもどうかと思ってだな──』

「お気遣いありがとうございます、重蔵お爺様。ですが問題ありませんよ。莉緒さんに私のことを言っていただいても構いません」

『む、いいのか？　人懐っこい莉緒のことだ、聖奈ちゃんを引っ張り回すことになるかもしれないのだが……』

「ふふっ、それこそ望むところです。だっておじさまととてもとてもとっっっても仲の良い方ですもの……。私も莉緒さんとはぜひ仲良くしたいと思ってました」

　スマホに向かって静かに語りかける伊勢崎さん。

　その表情は俺からは見えないけれど、どういうわけかスマホの中の重蔵氏が気け圧おされたように後ろに下がった。

『そっ、そうか！　わかった、それじゃあ仲良くしてやってくれ！　だからその顔は止めて──』

　そこでドンドンドン！　と扉を叩くような音がスマホから聞こえてきた。








52　天の配剤









　スマホからドンドンドン！　と扉を激しく叩く音。

　その直後、相原の少し焦ったような声が聞こえてきた。

『ねーねー、ジーチャン！　なんかトイレ長くね!?　中で倒れたりとかヤバいことになってない!?　ウチ、マジで心配なんだけど！　とりま返事してよジーチャーン!!』

『おおっ、すまんな莉緒！　今すぐ出るから！』

『えっ……。いや、ちょっ、ジーチャンそれはガチでキッツいから！　出すならウチが離れるまで待って！』

『ちっ、違う！　そういう意味じゃあないっ！　……す、すまん、切るからな……！』

　そう言い残し、重蔵氏の通話が途切れた。

　それにしても相原め、いつもながら騒がしいヤツ……。

　スマホの向こう側を思い浮かべ、ふとため息を漏らす俺。

　そんな俺を見ていたらしい大家さんが、からかうように口笛を吹いた。

「ヒューッ、今のが重蔵の孫娘なのかい？　ずいぶんと騒がしくて聖奈とはまったく違うタイプの娘じゃあないか」

「ええ、お婆様。とても元気で明るくて社交的で──すごく素敵な女性なんですよ」

　にこりと笑みを浮かべながら答える伊勢崎さん。だが相原が素敵な女性というのには異論がある。

「いやいや、伊勢崎さん。相原はただ図々しくて考えなしなだけで、素敵とはかけ離れた存在だよ。俺が教育係だったとき、アイツにはどれほど苦労をかけられたことか──」

　不意に俺の脳裏に様々な記憶が走馬灯のようによみがえる。

　相原が入社して俺が教育係になってからというもの、本当にいろんなことがあった。

　ギャルメイクで出社するのは当然として、上司をあだ名で呼んだり、取引先にデコった名刺を渡したり……。会食の場でランチの映ばえる写真をスマホで撮り始めたときは血の気が引いたもんだよ。

　だがそんな当時の苦労を知らない大家さんは、興味深そうに俺をじっと見つめるだけだ。

「へえ……。松永君がそんなにディスる物言いをするのは珍しい。なるほど、つまりお互い気の置けない間柄ってワケだ」

「ええ、そうなんです。おじさまと莉緒さん、とても仲良しなんです。本当に羨ましくて羨ましくて私、嫉妬してしまいそう。うふふふっ……」

　伊勢崎さんが笑みを深める。なんだろう、ちょっと怖い。

「そんなんじゃないんだって。アイツが先輩の俺に馴れ馴れしいから、俺もそれ相応の態度でいるだけで──っと」

　伊勢崎さんの迫力に押されて少々言い訳がましい言葉を重ねていると、そこで今度は俺のスマホがピコンと鳴った。

　大家さんが手のひらを上にして『どうぞ』とジェスチャー。

　俺が軽く頭を下げながらスマホを見ると、ＬＡＮＥの通知が一件あった。

『センパイセンパイ！　今ジーチャンに聞いたんだけど、ウチと伊勢崎ちゃん親戚なんだって！　超エモくてヤバくね!?　てかこれ天の魔剤ってヤツっしょ！　とりま今度センパイと伊勢崎ちゃんとウチでどっか遊びにいきましょー！』

　いやなんで一緒に遊びにいく流れになるの？　あと天の魔剤ってなんだよ……。

　俺は知らず眉間に刻まれたシワを指でほぐしながらスマホをテーブルに置いた。

「すいません、ただのスパムメッセージでした」

「くくっ、本当かい？　……まあいい、それじゃあ話も済んだことだし、アタシはそろそろおいとまさせてもらうとするか」

　くつくつと笑いながら席を立とうとする大家さん。

　だが俺はそれを呼び止めた。

「いやいや、せっかく来たんですし、ゆっくりしていってくださいよ。そうだ、ハンバーグを食べていきませんか？」

「おや、いいのかい？」

　そう聞き返し、大家さんは伊勢崎さんをちらりと流し見た。

「もちろんです。美味しくできましたし、ぜひお婆様にも食べていただきたいです」

「そうかい、そういうことなら遠慮なく」

　大家さんがどっこいしょと椅子に座り直す。

　俺はさっそく【収納ストレージ】からハンバーグを取り出そうとして──そこで伊勢崎さんから声がかかった。

「あっ、あの、おじさま？　私もおかわりをいただいていいですか？」

「それはもちろん構わないけど、お腹は大丈夫？　普段はそんなにたくさん食べないよね？」

「おじさまの手料理は別腹ですからっ！　食べれば食べるほど、もっと、もっとたくさん欲しくなってくるんです……」

　頰を赤く染め、うっとりしながらつぶやく伊勢崎さん。

　いや、それだとなんだか俺から危ない成分がにじみ出ているみたいじゃないか……。

　とはいえ、褒めてくれるのは純粋に嬉しい。俺は喜んで【収納ストレージ】からハンバーグを取り出すと、伊勢崎さんと大家さんの分を皿に置いていく。

　そうして俺は伊勢崎家の二人と食事を楽しんだのだった。





◇◇◇






　それから数日。

　旅に備えて買い出しをしたり、時空魔法の訓練をしたりしながら日々を過ごした。

　財布は軽くなったが、今度は前のようにコンビニを往復することもないだろうし、時空魔法の方も試行錯誤を繰り返して──まあ使えそうな代物もいくつか作り出すことができたんじゃないかと思う。旅の間は護衛をつけてくれるらしいけど、身を守る手段は備えておくに越したことはないからね。

　そうした日々の合間には、元会社の同僚が開いてくれた俺の送別会にも出席した。

　相原からは伊勢崎さんを含めた三人で遊びに行こうという誘いも受けたが、さすがに異世界の仕事が控えているので気分が乗らず、そちらはやんわりと断った。仕事が終わったときにでも改めて考えようと思う。




　そしてこの日も俺は異世界のレヴィーリア様の城へと跳び、連絡事項がないかデスクの上をチェック。

　するとそこには『準備が完了いたしました。いつでもいけます』と書かれた紙が残されていた。

　俺はさっそく伊勢崎さんに連絡を取ると、学園帰りの彼女に自宅に来てもらい異世界へと【次元転移テレポート】したのだった。








53　サンドボックス









「──それではこちらになります」

　俺と伊勢崎さんがホリーに案内されたのは、レヴィーリア様の居城のすぐ隣に広がっている空き地──だった場所だ。

　その空き地には現在、巨大な石造りの砦がドンと建てられており、圧倒的な存在感を放っている。

　とはいえ、これは完成された砦ではない。

　よく見ると石壁や木柵、櫓やぐらといった物が、ある程度組み立てられたパーツとして丁寧に並べられている状態だ。

　砦がこのようにバラバラな形で置かれているのには、もちろん理由がある。

　今回はこちらが魔石鉱山の高台に陣取り、相手に気づかれるよりも早く砦を設営することが求められる。戦国時代のエピソードでよく聞く一夜城みたいなものだ。

　そこで事前にある程度組み立てておいて、後は手順どおりに設置するだけでそれなりの砦にできるよう、俺の方から提案した次第である。

　これなら設営の時短にもつながるだろうし、パーツごとに分かれていれば土地の広さや高低に応じて臨機応変に仕上げることができる。

　つまりはサンドボックス系のゲームで建物を作るような感じで砦を作っちゃおうというわけだ。もちろん設置場所の吟味や最後の仕上げは、現地の兵士さんにお願いするんだけどね。




「ずいぶんとお待たせしてしまいましたが、納得のいくものができたかと思います」

　ホリーが砦のパーツを眺めながら、満足げな表情を浮かべる。

「ええ、ここまで作っていただけたなら俺としても助かります。しかしホリーさんが言ったとおり、それなりに時間がかかったみたいですけど、ディグラム領の動きって今はどうなってるんですか？」

「ディグラム領では未だに兵力を国境に向けて増員させている最中のようです。想定よりも動きが鈍く、こちらとしてはありがたいのですが……」

　どこか納得のいかない顔で首を傾げるホリーだが、すぐに頭を軽く振った。

「……いえ、いまさらそのようなことに気を揉んでも仕方ありません。それよりも作業を開始いたしましょう。マツナガ様、お願いいたします」

「わかりました。それじゃ始めますね」

　俺は軽く頷いて見せると、さっそく目の前にある資材に手を触れていった。

　手で触れて念じることでも異空間に収納できるので、傍から見れば俺が手を伸ばしながら歩いているだけで、資材の山が次から次へと消えていったように見えることだろう。

　俺は触れては収納、触れては収納と繰り返し──




　そうしてほとんどの資材を異空間に収めた頃、俺の後ろをついてまわっていたホリーが感動したかのように目を細めた。

「マツナガ様の【収納ストレージ】の容量についてはすでにお聞きしておりましたが、こうして実際に見てみるとやはり規格外ですね……。マツナガ様なくして今回の作戦は立案することすらできなかったでしょう」

「そうです、おじさまはすごいのです!!」

　俺の隣で伊勢崎さんが胸を張り、俺の代わりにドヤァ……とドヤ顔を披露してくれた。

「そのとおりですね……。マツナガ様に出会えたことがレヴィーリア様にとって最大の幸運だったのかもしれません」

「わかりますっ！　その気持ち、私にもとてもよくわかります！　おじさまと出で逢あえば、この世の人類はみんな幸せになりますからね！　ホリーさんもようやくそのことに気づいたようでなによりです！」

　前のめり気味に言い放ち、ホリーをのけぞらせている伊勢崎さん。

　だけど俺は別にそんな幸せの置物じゃないと思うよ。と、それはさておき──

「そういえばレヴィーリア様はどうされているのですか？　今日は一度もお見かけしていませんけど」

　瞳を輝かせて嬉々として迫ってくる伊勢崎さんから逃れ、ホリーが俺に顔を向けた。

「は、はい。砦の設営にあたり、レヴィーリア様の私兵だけではなく傭よう兵へい団もいくつか雇いあげることになりました。レヴィーリア様はギリギリまでその調整作業を行っております。みなさまの出発の際にはお顔をお見せするかと」

　砦を作ったところでそこを防衛する者がいなければどうにもならない。

　聞けば砦の防衛にあたる兵士は俺たちから半日ほど遅れる形で出発するらしい。先に出発してディグラム軍に感づかれるわけにはいかないからね。

　そして先行する俺たちは、目立たないよう気づかれないよう少数精鋭で魔石鉱山を目指す形になるのだ。

　これから進んでいく荒野には、魔物がいるしグランダの町からあぶれた犯罪者が隠れ住む集落なんかもあるらしい。そういえば荒野でチンピラに追いかけられたこともあったなあ……。




　時空魔法で自衛の手段を考えたとはいえ、少数の護衛は心細い。

　なるべく腕利きの人が来てほしいなあと密かに思う俺なのであった。








54　護衛パーティ









　すべての資材の収納が終わり、俺と伊勢崎さんはホリーが操る馬車に揺られて荒野側に設置された門へと向かった。

　そうして門に到着し、待つことしばらく。

　伊勢崎さんとホリーが近くのお店にお花摘みトイレに行き、俺が馬車から降りて一人でボケッと突っ立っていると、一組の男女が歩いている姿が見えた。

　よく見ると知り合いの冒険者コンビ、ギータとシリルだ。

「おっ、マツナガさん！」

「やあギータにシリル。こんにちは」

　向こうも俺に気づき、小走りで近づいてきた。「こんにちは」とペコリと頭を下げたシリルに対し、ギータは俺を見ながらガックリと肩を落とす。

「はー……。例の護衛任務ってマツナガさんだったんだ。金払いもやたらいいし、そうじゃないかなとは思ったんだけどさ。あーあ、依頼を受けたかったぜ」

「ってことは、今回の護衛は君たちじゃないのか。こっちに歩いてくるのを見たときにはそうだと思ったんだけど」

　ギータとシリルは若いが冒険者としての職歴は長く、なかなかの実力者だ。

　それに知り合いだからいろいろとやりやすい。彼らが護衛じゃないなら残念だな。

「ああ、護衛は俺たちじゃないよ。そりゃー俺だってやりたかったし申請はしたんだけどさ、冒険者ランクだけで足切りされちまったんだ。ってことで今日は外で土ネズミ狩りだよ」

　前回の護衛の際も、冒険者ランクの高い順に受け付けたと聞いている。

　残念ながら今回は彼らよりも高いランクの者で募集要員が埋まったということなんだろう。少数の護衛だとは聞いているし。

「そうなんだ。それじゃあ前のリーダーさんたちが護衛に参加しているのかな？」

　前回は護衛冒険者の中でリーダー役のヒゲ中年が一番ランクが高かった。たしかランクはＢと言っていたと思う。

　だがギータは肩をすくめながら答えた。

「いいや、リーダーさんのパーティは領都に行ったよ。あのときリーダーさんの仲間が死んじまったし、領都で新しい仲間を探すんだってさ」

　領都への旅では残念ながら二名の冒険者が死んでしまった。

　混成パーティだったしリーダーも淡々と埋葬していたので気づかなかったけれど、あの二人は彼の元からのパーティメンバーだったようだ。

　淡々と埋葬が処理できるほど、彼らにとって仲間の死は日常茶飯事な出来事なのだろう。

　やっぱり冒険者稼業というのは過酷である。




　その後もしばらく彼らと立ち話を続けた。

　ちなみにこの時の会話で、リーダーは『指導者』という意味のリーダーではなく、単純に彼の名前がリーダーだという事が判明。どうでもいい話だけど少し驚いた。

　とりあえず彼らの近況はわかったわけだが──

「それで結局、護衛は誰なんだろう？」

「ああ、そりゃあ間違いなく──おっ、噂うわさをすれば……来たぜ」

　そう言ってギータが視線を向けた先には、遠くから悠然と歩いてくる数人の男女の姿があった。

「へえ、あの人たちが……。彼らってどんなパーティなんだい？」

「えっ、マツナガさん知らないのか？　『スティンガー』っていう、すげえ有名なパーティなんだけど」

　ＭＬＢメジャーリーグで大活躍してるあの日本人選手を知らないの？　くらいにきょとんとした顔をするギータ。

　しかし俺が冒険者のパーティ名なんて知っているわけがない。

　──と思ったんだけど、なんだか聞いたことがある気がするぞ？

　ええと、なんだっけ……ああ、そういえば領都のドルネシア商会で会頭が──

「もしかして……新進気鋭のドラゴンスレイヤー、セリフォスを擁する『スティンガー』？」

　って、言っていたと思う、多分。

「そうっ、それっ！　それだよ！　マツナガさんも同じドラゴンスレイヤーだし、そりゃあ知ってるよな！　ったくよー冗談キツいって、わははは！」

　真面目に言ったんだけど、ギータには冗談に聞こえたらしい。

　ギータはひとしきり笑った後、再び彼らを見つめた。その瞳には、彼らに対する尊敬と憧れが滲にじんでいるように見える。

　それだけドラゴンスレイヤーという称号は、冒険者にとって誉ほまれなのだろう。ただのマグレである俺からすると、言われても居心地が悪いだけなんだけどね。

「俺もタダでもいいから依頼を受けて腕前を見てみたかったくらいなんだけど、そういうわけにもいかないもんなー。どんなもんだったか今度会った時にでも教えてくれよ！　それじゃそろそろ俺たちは行くからさ、マツナガさんの旅の無事を祈ってるぜ！」

　そう言ってギータとシリルは軽やかに荒野に向かって走っていった。




　そして入れ替わるようにやって来たのが『スティンガー』の面々。

　彼らは四人組のようだ。

　その先頭を歩いていた薄い鉄製の鎧を着込んだ金髪のイケメン青年が、人懐っこそうな笑みを浮かべながらこちらに近づき、自分の胸に手をあてた。

「あの……もしかして護衛対象のマツナガさんでしょうか？　僕は『スティンガー』のセリフォスという者なのですが」

「アッ、ハイ。そのマツナガで合ってます。今回はよろしくお願いします」

　ぽつんと停車している馬車とおっさんを見かけ、アタリをつけて尋ねたのだろう。俺の言葉にセリフォスはホッと胸を撫で下ろしている。

　なんというか物腰の柔らかな好青年だね。冒険者でこういうタイプの人物は初めて見たかもしれない。

「よかった……。ええと、そちらはまだ揃ってはおられませんよね。メンバーの紹介は揃ってからでよろしいでしょうか？」

「ええ、もちろん。もうすぐ戻ってくると思うのですが……」

　と言ってる間に、伊勢崎さんとホリーが戻ってきた。

「ただいま戻りました。あら……？」

　伊勢崎さんが立ち止まり、怪け訝げんな顔でセリフォスを見る。

　釣られるように俺もセリフォスを見てみると、彼は目を見開いたままワナワナと震えていた。

「あの、どうかしましたか……？」

　俺の問いかけにも答えない。セリフォスの視線は伊勢崎さんに釘くぎ付づけだ。

　震えたまま一言もしゃべらないセリフォスだったが、やがてかすれた声で呟いた。

「……う、美しい。なんて美しいんだ…………」

　セリフォスはそのままヨロヨロと伊勢崎さんに向かって歩き出し、彼女の前にひざまずく。

「えっ、あの……？」

　困惑の表情を浮かべ、一歩後ずさる伊勢崎さん。

　それを気にする様子もなくセリフォスはどこからともなく花束を取り出すと、それを伊勢崎さんに捧ささげながらややハスキーな声で歌うように声を上げた。

「おおっ、麗うるわしの君よ……！　今この瞬間、僕は身も心も貴女あなたの美しさに奪われてしまいました。必ず幸せにすることを誓います。ですからどうか、僕と結婚してください！」








55　ドラゴンスレイヤーセリフォス









　セリフォスが熱に浮かされたように顔を紅潮させながら求婚し──

「お断りします」

　間髪入れずに伊勢崎さんが冷たい声で言い放った。

　セリフォスを見つめる彼女の顔には、何の感情も浮かんでいない。あえて言うなら『無』。

　俺は伊勢崎さんの今の表情には見覚えがある。

　いつぞや同じ学園のイケメンに告白された、あの時とまったく同じ顔だ。

　そんな伊勢崎さんの返事を聞き、視線をさまよわせながら呆然と固まるセリフォス。

　彼はしばらくしてハッと口を大きく開くと、今度は取り繕つくろうように早口で話し始めた。

「あっ、あー！　そう……ですね！　そうでした、はい！　いきなり求婚というのは少し急きゅうすぎたかもしれません、大変申し訳ありませんでした！　そういうことでしたら、まずは今回の護衛で僕の仕事っぷりを見てください！　そうすればすぐに僕が頼りになる男だとわかっていただけると思います！　ですから今は結婚前提でお付き合いしていただければ、それだけで僕は十分ですので！」

「お断りします」

　だが伊勢崎さんは表情を変えることなく、同じ言葉を繰り返すだけだった。

「ええっ、どうしてェ!?」

「私はあなたと結婚する気もお付き合いする気もありません。なぜなら私はすでにあなたとは比べ物にならないくらい魅力的な方と結婚をしているのですから。ねっ、旦那様♡」

　ひざまずいたまま縋すがるように伊勢崎さんを見上げるセリフォスと、それを無視して俺に微笑みかける伊勢崎さん。

　ここで伊勢崎さんがセリフォスの告白を受けるようなら、さみしいけれど陰ながら応援させてもらおうと思っていたのだが、どうやら彼女にその気はないようだ。

　そういうことなら俺も彼女の意思を尊重すべきだろう。

　ここは偽旦那の出番とみた。俺はセリフォスになるべく優しく話しかける。

「妻はとてもよくモテますから、こういうのはよくあることなんです。ですからどうか気を落とさず。今回のことはお互い忘れましょう、ね？」

　これから護衛で世話になるのだし、フォローはしておいたほうがいい。なるべく穏便にカタをつけたいところだね。

　だがここでセリフォスはうつむいたまま、ぷるぷると肩を震わせ始めた。

　まさに感情が爆発する寸前といった様子。

　それを見て俺の脳裏によぎったのは、学園イケメンが告白を断られた腹いせに伊勢崎さんを刺そうとしたシーンだった。ダメだ、ダメだダメだ。これはマズい。

　俺は伊勢崎さんとセリフォスの間にそっと体を差し入れた。そしていつでも異空壁を発動できるように神経を研ぎ澄ませる。

　そのまま固唾を吞んで見つめていると、セリフォスの頭がピクリと動いた。来る──

「うおおおおおおおおん！　おんおん！　うおおおおおんおん！　またフラれたよおおおーー!!」

「異空──えっ？」

　セリフォスは顔を上げ、大号泣を始めた。

　門にはそれなりに人通りがあるし、何事かと周辺の人々から注目が集まる。

　けれど彼は人目をはばかること無くオンオンオーンと号泣を続けた。

　これって一体どういうコト……？

　するとこれまでセリフォスを見守っていたパーティメンバーの中から、ショートカットの女性がニヤニヤしながら駆け寄ってきた。

　彼女はセリフォスとは逆に大笑いだ。

「あーっはっはっは！　フラれた！　マジでまーたフラれた！　すごいよな！　これで何十回目!?」

「ひゃぐいぢいいいい!!」

　百一回目だそうだ。通行中の馬車に立ちふさがって僕は死にましぇん！　とでも言えばなんとかなったのだろうか。

　などとくだらないことを考えている俺の前でショートカットさんがゲラゲラと笑う。

「三桁かよ……マジでウケる！　だからもう告白なんかやめとけって言ってるんだよ！　うひゃひゃひゃひゃ！」

「今度こそいけると思っだんだ！　運命を感じたんだよゔおーんおんおん！」

「アンタ毎回運命感じちゃってるじゃん！　ってか黙って突っ立ってりゃ顔もそれなりなんだし金だってあるんだ。そうやってすり寄ってくる女に手ェつけりゃいいだろう!?」

「嫌だっ！　僕は僕が好きになった人と結婚じだいんだ！　ぞじで幸せな家庭を築くんだ！　うおーいおいおい！」

「アンタが好きになる女って、いつも男がいる女ばっかじゃん？　もうそういう運命の元に生まれたんだって！　諦めなよウヒヒヒヒッ！」

「嫌だあ……。そんな運命は絶対いやぁ……ぐすっぐすっ……」

　腹を抱えて笑うショートカットさんと、めそめそと鼻をすするセリフォス。

　どうやらセリフォスは恋多き、けれど報われない男性のようである。

　俺の中の常識で考えるなら、グイグイいく男はそれなりにモテる。イケメンで金持ちならなおさらだ。しかしどうやら彼は絶望的に間が悪いらしい。

「ええと……」

　とにかくこのままにしておくわけにもいくまい。

　俺が彼らに歩み寄ると、ショートカットさんがこちらを向いてニカッと笑った。

「いやいやごめんね。コイツとにかく惚れっぽくてさ、こういうのよくあるんだよ。まあすげえ気持ち悪いヤツなんだけど、その代わり腕も立つからさ。ここはひとつ、寛大な心で許してやってくれないかな？　ね、お二人さん」

「は、はい。それはもちろん」

「私も気にしていません」

　二人揃って答えると、ショートカットさんはニンマリと口の端を吊り上げながら伊勢崎さんを見つめる。

「おっ？　奥さんは告白なんざもう飽き飽きするほどされているってカンジだねー。そしてそんなイイ女を射止めたのがこちらの旦那様ってわけだ」

「はい、旦那様はすごいんです！」

「そうなん？　別にすごそうには見えないけど……」

　疑わしそうに俺を覗き込むショートカットさんと、その態度にムッと口をへの字にする伊勢崎さん。穏便に済ませたいからこれ以上のトラブルは止めてね。

　だがショートカットさんは視線を切ると、その場でくるりと一回転して俺たちに笑いかけた。

「まあいいさ、それじゃそういうことでよろしくね。アタイはレジーラ。『スティンガー』の斥候担当だよ。……ほらっ、セリフォスもいつまで泣いてんだ！　仕事だ仕事ォ！」

「ひぐっひぐっ……」

　バシバシと肩を叩くレジーラに促うながされ、セリフォスが立ち上がった。

　涙で目は赤く腫れ、鼻水はまだ絶賛垂れ流し中だ。イケメンなのにもったいない。

「ずびっ、うぐっ……。ぞ、ぞれじゃあよろじくお願いじまず……」

「は、はい。よろしく……」

　涙と鼻水まみれの手で握手を求められたが、気づかないフリをしたのは許してほしい。

　こうして俺たちはＡ級パーティ『スティンガー』と合流した。

　いきなり変なものを見せつけられて不安な気持ちになりつつも、俺はレヴィーリア様の到着を待つ。

　幸いなことにさほど間を空けることなく、レヴィーリア様を乗せた馬車はやって来てくれたのだった。








56　出発の前に









　護衛騎士に守られ、工作兵と思しき兵士を引き連れてレヴィーリア様の馬車がやってきた。

　ちなみに御者台で馬を操っているのはホリーの妹のコリンだ。子供が自動車を運転するのを見ているみたいになんだかハラハラするよ。

　しかしどうやら御者の腕前に問題ないらしく、コリンが手綱を動かすと馬車は俺たちの前でピタリと停まった。

「お姉さまお姉さま、お久しぶりですわ！　ようやくお姉さま成分を補充できます──グエッ！」

　レヴィーリア様は馬車から飛び出るや否や、伊勢崎さんに抱きつき、そして首根っこをホリーに掴まれていた。

　どうみても貴族のお姫様とそのお付きメイドのやるような行いには見えないのだが、『スティンガー』の面々は何事もなかったかのようにレヴィーリア様に向かって深々と一礼。

　触らぬ貴族に祟たたりなしってことだろう。

　それにしてもレヴィーリア様も相当な美人だというのに、惚れっぽいというセリフォスが彼女に突撃プロポーズしなかったのは少し意外だった。

　好みじゃないのか、それともセリフォスでもある程度のＴＰＯはわきまえているのか。まあどちらにしろ、いらぬ騒動が起きなくてよかったよ。

　するとそこで俺の隣でレジーラがヒソヒソと囁ささやく。

「あのお姫様はアイツの好みど真ん中なんだけどさ、アイツって一度フラれると三日くらいは別の女に惚れないんだ。さすがにお姫様に色目使ったら首が飛ぶかもしれねーし、マジで助かったよ……」

　手の甲で冷や汗を拭うレジーラ。

　どうやら普段なら貴族だろうがお構いなく突撃しかねないようだ。まあレヴィーリア様はお優しい方なので、クビが飛ぶことはないと思うけど。




「──それでは作業を行います」

　レヴィーリア様が落ち着いたのを見計らいホリーが指示を出し、連れてきた工作兵たちが俺たちの馬車に荷台を取り付け始めた。『スティンガー』もそれを手伝っている。

　その荷台には食料やら武器、医療品といった物資がたんまりと詰め込まれている。

　今回俺たちは、表向きには領地の境目付近で監視任務に従事している兵士たちへの補給物資の運搬という名目で監視砦へと向かう。

　こちらがディグラム領の情報を把握しているように、向こうの監視の目もどこにあるかはわからないからだ。これはそのためのダミーの荷台であり、荷台は人ひと気けがなくなってから俺が収納する予定である。

　そうして荷台の取り付け作業が行われている中──

　素人の俺は手出しをするまいと作業を見守っていると、落ち着きを取り戻したレヴィーリア様が俺と伊勢崎さんに近づいてきた。

「お姉さま、マツナガ様。できうる限りの護衛をつけさせていただきましたが、それでもわたくしの心配は尽きませんわ。どうかご無事にお戻りになってくださいませ」

「レヴィ、先日も言ったでしょう？　おじさまがお手伝いしてくださるのですから、これはもう成功したのも同然なの。あなたは私たちのことなんて気にせずに、この先のことを考えていなさい」

　真顔でそんなことを言う伊勢崎さん。

　彼女の俺に対する評価がとどまるところを知らない。なんとも居心地の悪い俺は話題を変えることにした。

「護衛につけていただいた『スティンガー』ってＡ級パーティだそうですね。やっぱりすごい人たちなんですか？」

「はい、冒険者ギルドにも問い合わせたのですが、今この領内でドラゴンスレイヤーが在籍しているほどのＡ級パーティは他におりませんでしたわ。つまり領内において彼らが最強の冒険者パーティの一角ということは間違いないでしょう」

　おお、これは本当にすごい。伊勢崎さんが口癖のように俺に言う『すごい』と違い、これこそが忖そん度たくなしの『すごい』ってヤツなんだろう。

　そういうことなら道中は安心して過ごせそうだ。

　俺なりにいろいろと自衛の手段を考えたりもしたけれど、これが無駄になりそうなのはうれしい誤算なのかもしれない。

　ホッと胸を撫で下ろした俺は、伊勢崎さんに引っ付こうとするレヴィーリア様とそれから逃れようと俺の周りをぐるぐると回る伊勢崎さんを眺めながら、荷台の取り付けを待つことにした。
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　しばらくして荷台の取り付けが終わった。

　伊勢崎さんとの別れを渋るレヴィーリア様を馬車に押し込み、伊勢崎さんに続いて俺が自分たちの馬車に乗り込もうとしたところで、俺は微笑ましい出来事に気がついた。

　コリンが俺たちが乗る馬車の御者台に座っていたのだ。

　新米メイドのコリンが失敗しているところは、これまで何度となく見ている。今回も緊張のあまり馬車を間違えてしまったのだろう。

「コリンちゃん、君が乗って帰る馬車はあっちの方だよ。こっちは俺たちが乗る馬車だからね」

　だが御者台のコリンは慌てて降りることもなく、ビシッと背筋を伸ばしながら答える。

「いえっ！　この馬車の御者は私で合ってます！　……あ、合ってるよね？　お姉ちゃん……？」

　コリンが不安げに眉を下げながら、こちらに歩いてきたホリーに尋ねた。

「お姉ちゃんではなくメイド長と呼びなさい。……あなたはそちらの御者で合っています。マツナガ様、伝達が遅れたことをお詫わびいたします」

「え、いや、それってつまり、この旅にコリンちゃんが同行するってことですよね？　それじゃあホリーさんはどうされるんですか？」

「私はレヴィーリア様と共に城に戻ります。レヴィーリア様の警護や諸もろ々もろの雑務などを考えますと、私があの方のお傍そばを離れるわけには参りません。そこでコリンをマツナガ様のお傍に仕えさせることになりました。コリンには御者からお身の回りのお世話まで、何なりとお申し付けくださいませ」

　そういえばレヴィーリア様たちと話し合いを進めていく中、その話し合いの席にはコリンもちょこんと部屋の隅っこで立ち会っていた。

　レヴィーリア様曰いわく、ホリーと同じく信頼できる従者だからとのことだった。

　そこで結局コリンにも、俺たちが地球からやってきたことやら偽夫婦やらと、すべてを洗いざらい話したのだが、もしかすると最初からこういうつもりだったのだろうか。

「いやいやしかし……」

　さすがにまだ子供のコリンには荷が重すぎるだろう。

　さらに渋る俺にホリーが妖艶にくすりと笑う。

「そうですね、男性は旅の間にいろいろと溜まると聞きます。私といたしましても、道中でマツナガ様の夜のお相手ができないのは大変心苦しいのですが……」

「いや、そういうことでなくてですね!?」

　未成年もいる前でそういう下ネタジョークはカンベンしてほしい。

　伊勢崎さんはすでに馬車に乗り込んだ後だったので助かったよ。コリンも意味がわからなくてぽかんとしている。

「とにかくコリンはメイドとして未だ未熟ではありますが、それでもこの子には私を凌しのぐほどの才があります。どうかコリンを信用なさってくださいませ。コリン、頑張るのですよ？」

「うっ、うん！　お姉ちゃん、私がんばるから！」

「ですからメイド長と……。はあ、少しだけ心配になってきました……」

　額に手をあててため息をつくホリーだが、俺は少しどころかすごく心配だよ。

　どうやらホリーはコリンを信頼しているようだけれど、まだまだランドセルが似合うような年頃の女の子だ。こんな旅に同行させちゃって本当に大丈夫なのだろうか。

「──みなさん、こちらの準備は終わりました。いつでも行けます！」

　その時、セリフォスがこちらに向かって声を上げた。

　見ればたしかに諸々の作業は終わり、後は馬車が出発するのを待つのみのようだ。

　これ以上問答しているわけにもいかないだろう。

「わかりました。それでは行ってきます。あの、コリンちゃんも無事に返しますので、どうか心配しないでくださいね」

　俺が馬車に乗り込みながらホリーに伝えると、ホリーは静かに頭を下げた。

「はい、マツナガ様の任務のご成功を心よりお祈りいたしております」

　ホリーが馬車の扉を閉め、馬車が動き始める。

　こうして新たな不安を抱える中、俺たちの魔石鉱山への旅が始まったのだった。








書き下ろし『センパイの送別会』









「──ということで、松永の今後の活躍を祈って乾杯の音頭を取らせていただきます。それでは……カンパーイ！」

「カンパーーーーーイ!!」

　居酒屋の一室。幹事の丸まる井いサンの合図で松永センパイの送別会が始まった。

　センパイと丸井サンは同期らしいし、仲もいいんだよね。丸井サンのが出世してるけど。

　丸井サンはジョッキの中身を一気に飲み干すと、隣に座るセンパイの背中をペシペシと叩く。

「松永～、送別会もずいぶん後回しにしちゃって悪かったなー」

「いやあ、俺が急に辞めたんだし、迷惑もかけたろ？　それなのに送別会なんてやってもらって申し訳ないくらいだよ」

　そう言いながら送別会メンバーを見回し、申し訳なさそうにしながらも笑みをこぼすセンパイ。なんだかんだで嬉しいんだな、ちょっとかわいい。

　ちなみに今回、送別会に集まっているのはセンパイの同期とその下ばかり。センパイが上の人から評判が悪いのがハッキリわかっておもろい。

「ははっ、みんな酒を飲む口実がほしいヤツばっかだから気にすんなよ。今どきこれくらい集まって飲む機会なんて、そうそうないからな。今年は会社の忘年会をやらないって話まで出てるんだぜ？」

　などと、会社の景気の悪い話も聞こえてきた。入社二年目のウチ的には聞きたくなかった話だよ。




　とまあ、おっさん同士の話に聞き耳を立てててもしゃーない。

　ウチもセンパイの所に行こーっと。

「ちーっす、センパイ。おつかれーっす」

　ゴチンとジョッキを合わせるウチとセンパイ。

「おー相原おつかれ。今日もしっかり働いてきたか？」

「めっちゃ働きましたよー。センパイが辞めてからマジ大変なんすから」

　するとセンパイを挟んで反対側の丸井サンが、丸い顔をさらに丸くさせながらニンマリと笑う。

「たしかに松永が辞めてから相原は大変だよなー。部長のイヤミも多くなったし」

「マジそうなんすよー。丸井サンからも部長に何か言ってやってくださいよー」

「やだよ、俺だって部長に睨にらまれたかねーし。……というか今更だけどさ。俺もお前の先輩なんだが、なんで松永だけ先輩呼びなんだ？」

「そりゃー、センパイはウチの教育係だったし？　あと丸井サンは出世しててエラいし？」

「おい相原。暗に俺が出世していないことをイジるんじゃないよ」

　ジョッキを傾けながらセンパイがつぶやくと、楽しそうに丸井サンが肩を揺らす。

「ははっ、お前はそんなの気にするタマじゃないだろ？　そういや松永が相原の教育担当だったんだよなあ」

「そうだよ。最初の頃は大変だったよ、本当に……」

　そう言って遠い目でどこかをぼんやりと見つめるセンパイ。だけど──

「えっ、ウチってそんなヤバかったでしたっけ？」

　そんな顔するくらい苦労させたっけ。ウチなりにいちおーきっちりお仕事していた記憶しかないんだが？

「なに言ってんだ。入社初日でいきなり部長にタメ口で話したくせに」

「あーねー。でもタメ口はウチからの友好の証っすから、アレくらいサラッと流してほしかったっすよねー。ブチョーめちゃキレてマジでぴえんでした」

「アレで厄介者扱いされて、お前の教育係に俺が回されたんだよ」

　じっとりとウチを見るセンパイ。

　てか、そうだったん？　だとしたらウチってばグッジョブじゃん。最高の仕事してたんじゃね？

「教育係になってからもいろいろあったよなあ。社内メールはギャル語かなにかで意味不明だし、取引先にお前を紹介したら挨拶代わりにギャルピしたり、ツーショット写真撮ろうとしたり……」

　またしても遠い目で語るセンパイ。

　そういえばそんなことも……あったかな？

　でもまあ、そういうアレコレでセンパイがいい人だってわかったんだよね。

　どーせならもっと踏み込んで、ウチがセンパイが会社を辞める前からもっとしゅきになってれば、ラブラブ社内恋愛もあったかもしれんのにミスったよなー。

「まあまあセンパイ、終わりよければすべてよしってことで！　ほら、飲みましょーよ。ウチみたいなかわいい子にお酌されてうれしーっしょ？」

　とりま飲ましてみよう。そして酔った勢いでウチに手ぇ出してくれるのをワンチャン期待してみるとか？　……いや、それはナイか。センパイだし。

「はいはい、うれしいうれしい」

　ウチが肩を寄せながらお酌をしても、センパイはいつもどおりの塩対応。

「つーか、お前ら本当に仲いいよなー」

　ニヤニヤしながら丸井サンが言う。

　いいぞ、もっと言ってやれ。そして少しはウチのことを女の子として意識しろってマジで。

　ああ、女の子といえば……伊勢崎ちゃんのこともあった。

　ウチと親戚とかマジでテンアゲだし、センパイも絡めて一緒に遊んでみたいんだけどなー。

　一回お願いしてみたけど、センパイてば無職のくせに今はなんか忙しそうで断られたんよね。

　今日も会社のみんながせっかく時間作ってくれたからって、ギリで出てきたみたいだし。

　こうして実際顔を合わせて見てみると……センパイの顔にはやっぱ何か抱えてる感があるし、やっぱ無職ってココロにダメージいくんかなー？

　……ま、いいか。とりま今日くらいはストレス発散してもらって、センパイの今後の活躍ってヤツを祈ることにしよう！　ウチってば気配り上手！

「したら今日はとにかく飲みましょー。そしてセンパイ、明日からもっと頑張るんだぞ！」

「なんでお前がそんな上から目線なんだよ……」

　呆れた顔をしつつもジョッキを持ち上げ、喉にビールを流し込むセンパイ。

　あっという間にジョッキの中が空になった。

「いい飲みっぷりすねー。さすがは無職！　二日酔いを気にしないでいいのは強い！」

　センパイをおだてるウチ。

　そしてウチはさらにセンパイのジョッキにビールを注つぎ込んでいったのだった。
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　あとがき




　このたびは『ご近所ＪＫ伊い勢せ崎ざきさんは異世界帰りの大聖女～そして俺は彼女専用の魔力供給おじさんとして、突如目覚めた時空魔法で地球と異世界を駆け巡る～』二巻をお買い上げいただきありがとうございます。作者の深見おしおです。




　二巻では、トラブルを乗り越えてようやく訪れた領都で大金をゲットして、これまでの苦労が報われたかと思いきや、またしてもトラブルが発生、さらには元同僚の相あい原はらにプロポーズをされたりと、異世界と地球どちらでも様々な出来事が松まつ永ながに降りかかります。

　そして伊勢崎さんは伊勢崎さんで、領都の噴水に課金をしたり、おじさんが手ごねしたハンバーグを欲しがったりと新たな一面を見せていく──そんなお話になりましたが、楽しんでいただけましたでしょうか？

　また、こちらの二巻でも引き続き、えいひ先生にイラストを担当していただいたのですが、今回はなんといっても表紙のレヴィーリア様に目を奪われますね。

　赤いドレスを身にまとい、自信たっぷりの令嬢スマイルがとても素敵です！

　このような素晴らしいイラストを描いていただき、えいひ先生には感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございます。




　と、ここまでは書籍のお話ですが、今回はさらにお知らせがあります。

　なんと本作がコミカライズされ、『月刊コミック電撃大王』にて、連載されることになりました！

『電撃大王』といえば、なんと今年で誕生から三十周年になる数々の人気作品を世に送り出した漫画雑誌です。

　そんなところに自分が原作の漫画が連載されるだなんて、小説の執筆を始めた頃には想像すらしていませんでした。これはすごいことですよ！

　そして漫画を担当してくださるのは春はる乃のえり先生です。

　実はすでにいくつかのイラストやネームを見せていただきました。

　小説では基本的に松永視点になるので、伊勢崎さんが松永に抱えている激重感情や松永には見せられない表情や仕草などといった描写が難しい部分があります。

　しかし春乃先生はそういった部分を漫画ならではの描写で巧みに表現し、とても面白くて魅力的な作品に仕上げてくださっています。

　もちろん春乃先生の描く伊勢崎さんもすっごくかわいいですよ！

　２０２４年秋頃に連載スタート予定とのことなので、もうしばらくお待ち下さいませ。




　それではまたお会いできることを楽しみにしております。深見おしおでした。




























ご近きん所じょJK伊い勢せ崎ざきさんは異い世せ界かい帰がえりの大だい聖せい女じょ２




～そして俺おれは彼かの女じょ専せん用ようの魔ま力りょく供きょう給きゅうおじさんとして、突とつ如じょ目め覚ざめた時じ空くう魔ま法ほうで地ち球きゅうと異い世せ界かいを駆かけ巡めぐる～
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